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 は じ め に
　私は、整形外科の専門医です。
　約十年前に、汎用されている局所麻酔剤によるトリガーポイント注射を頚部
の圧痛部位（現行の特定部位）に行っている際に、同部の知覚神経への浸潤麻
酔の効果としての圧痛部位周囲の除痛に加えて同側の上半身全体の疼痛の軽減
と共に、温かく感じるとの感想や約 10mmhgの血圧の低下を認め、これ迄に
認められている局麻剤による除痛の作用機序とは異なる現象が生じている事を
確信し、早速、この作用機序を解明しようと研究を始めました。
　実は、この発見の約十年前から、「仙腸関節不安定症」という独自に考察し
た疾患（仙腸関節（実際は関節外の特定部位の皮下深部）に局麻剤を注入する
事で下半身（仙腸関節周囲から下肢）の疼痛が改善）の作用機序の考察を行っ
ておりましたので、頚部の局麻剤の注射と同様な機序にて下半身の疼痛の改善
が得られているものであろうとの納得出来る理解に間も無く至りました。
　これで、頚部と腰部の特定部位の皮下深部の局麻剤の注入にて全身の血流が
増加する注射療法を見つけ出す事が出来たものと考えます。
　この約十年間に臨床所見に基づく新しい考察の結果を多数の論文に纏めて、
主に月刊誌「くまもと経済」に年２回程度の定期的な投稿を行って来ました。
　令和元年（2019年）五月一日の改元の日（この日限りの祝日）の熊本日日
新聞の朝刊の一面の意見広告にて、これ迄の考察の纏めとして発表しました。
　更に、満を持して 2020年の第 49回日本慢性疼痛学会の学会誌に通説を覆
す重大な問題提起を目的に投稿論文を提出しましたが、「問題がある」との的
外れとも言える一言で何の議論も許されずに却下されましたので、この度、こ
れ迄の臨床経験の報告書の形で単行本を出版して多くの医療関係者や疼痛で苦
しんでいる患者の皆様方に私の考えを伝える事が必要ではないかとの考えに至
りました。
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▔
自
律
神
経
に
関
す
る
考
察�

▁

頚
部
の
特
定
部
位
の
局
麻
剤
の
皮
下
へ
の
注

射
に
て
血
圧
が
低
下
し
た
事
は
末
梢
の
動
脈
の

拡
張
が
生
じ
て
血
管
抵
抗
が
低
下
し
た
結
果
で

あ
り
、
温
か
く
感
じ
た
事
は
血
流
が
増
加
し
て

血
管
周
囲
の
皮
下
の
体
温
が
上
昇
し
た
結
果
と

の
解
釈
を
行
い
、
血
流
が
増
加
す
る
事
で
疼
痛

が
改
善
し
た
事
は
、裏
を
返
せ
ば
血
流
障
害（
血

行
障
害
）が
疼
痛
の
原
因
で
あ
ろ
う
と
い
う
結

論
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
色
々
調
べ
た
結
果
、
筋
肉
の
疼
痛
と

は
、
血
流
障
害
に
よ
る
筋
肉
組
織
の
酸
素
欠
乏

状
態（
ア
シ
ド
ー
シ
ス
）が
生
じ
、
筋
肉
組
織
を

栄
養
す
る
細
動
脈
の
内
皮
細
胞
か
ら
生
体
内
の

最
大
の
発
痛
物
質
で
あ
り
血
管
拡
張
物
質
で
あ

る
ブ
ラ
ジ
キ
ニ
ン
が
分
泌
さ
れ
て
周
囲
の
知
覚

神
経
に
感
知
さ
れ
て
疼
痛
を
感
じ
る
現
象
で
あ

る
事
が
解
り
ま
し
た
。

健
康
な
人
で
も
、
筋
肉
作
業
中
や
そ
の
後
暫

く
の
間
は
筋
肉
の
疼
痛
が
持
続
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
症
状
は
、
無
理
な
筋
肉
の
活
動
時
に
は

筋
肉
の
栄
養
に
供
す
る
血
中
の
グ
ル
コ
ー
ス
や

酸
素
が
安
静
時
よ
り
も
増
加
す
る
事
が
必
要
と

な
り
ま
す
が
、
血
流
増
加
が
不
十
分
で「
相
対

的
な
血
流
不
足
」が
生
じ
て
い
る
状
態
で
あ
り
、

筋
肉
活
動
を
休
止
す
る
様
に
促
す
警
報
で
あ

り
、
筋
肉
活
動
を
停
止
す
る
と
間
も
無
く
筋
肉

の
疼
痛
が
改
善
す
る
事
に
な
り
ま
す
。

筋
肉
組
織
は
、
数
千
の
筋
原
線
維
の
束
で
構

成
さ
れ
、
筋
原
線
維
は
要
素
で
あ
る
筋
節
の
数

珠
繋
ぎ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

筋
節
は
、
太
い
ミ
オ
シ
ン
・
フ
ィ
ラ
メ
ン

ト
内
に
細
い
ア
ク
チ
ン
・
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
が

A
T
P
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
て
滑
り
込

む
事
で
収
縮
し
、
筋
肉
組
織
全
体
の
収
縮
が
実

行
さ
れ
ま
す
。

血
流
不
足
の
時
に
生
じ
る
筋
肉
の
コ
リ
感

（
こ
わ
ば
り
感
で
正
式
名
称
は
筋
硬
結
）は
、

A
T
P
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
放
出
し
て
A
D
P

に
変
化
し
て
A
T
P
が
不
足
す
る
と
、
収
縮

し
た
ア
ク
チ
ン
・
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
が
元
に
戻
る

為
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
不
足
す
る
事
で
一
部
の
筋

原
線
維
が
病
的
な
収
縮
状
態（
拘
縮
）に
取
り
残

さ
れ
て
い
る
状
態
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

尚
、
こ
の
筋
肉
の
コ
リ
感
の
時
に
生
じ
て
い

る
酸
欠
の
状
態
で
は
、
筋
肉
痛
を
生
じ
る
原
因

物
質
の
ブ
ラ
ジ
キ
ニ
ン
は
分
泌
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
、
筋
肉
痛
が
起
き
る
前
段
階
の
状
態
と
考
え

る
べ
き
で
し
ょ
う
か
？

筋
硬
結
が
生
じ
て
い
る
状
態
で
は
、
自
分
の

意
志
で
筋
肉
を
緩
め
る
事
が
出
来
な
い
状
態
で

あ
り
、
筋
肉
組
織
全
体
に
拡
大
す
る
と
筋
攣
縮

（
こ
む
ら
返
り
等
）の
状
態
に
な
る
も
の
と
考
え

ま
す
。

後
述
し
ま
す
が
、閉
塞
性
血
栓
性
血
管
炎（
バ

ー
ジ
ャ
ー
病
）は
、
血
流
障
害
に
よ
り
細
動
脈

の
周
囲
を
取
り
巻
い
て
い
る
平
滑
筋
が
筋
硬
結

の
状
態
に
固
定
さ
れ
て
細
動
脈
が
極
度
な
狭
窄

状
態
に
陥
っ
て
い
る
病
態
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
病
的
で
慢
性
の
筋
肉
痛
の
場
合

は
、
十
分
に
安
静
の
状
態
で
も
軽
い
筋
肉
活
動

を
行
う
と
疼
痛
が
生
じ
る
状
態
に
な
り
、
更
に

重
症
化
す
る
と
安
静
時
に
於
い
て
も
疼
痛
が
持

続
し
て
い
る
状
態
に
陥
る
事
に
な
り
ま
す
が
、

最
低
限
の
筋
肉
活
動
に
必
要
な
血
流
が
不
足
し

て
い
る
と
い
う「
絶
対
的
な
血
流
不
足
」の
状
態

と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
血
流
を
低
下
さ
せ
る
原
因
は
何
か

と
色
々
調
べ
ま
す
と
、
自
律
神
経
系（
交
感
神

経
と
副
交
感
神
経
）の
中
で
交
感
神
経
が
血
流

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル（
血
管
運
動
神
経
）し
て
い
る

事
が
解
り
ま
し
た
。

交
感
神
経
は
、
全
身
の
組
織
を
栄
養
す
る
細

動
脈
の
周
囲
を
取
り
巻
い
て
い
る
平
滑
筋
に
信

号
を
送
り
、
平
滑
筋
の
収
縮（
α
１
作
用
）に
よ

り
血
管
腔
が
狭
く
な
り
血
管
抵
抗
が
増
加
し
て

血
圧
が
上
昇
し
血
流
が
低
下
す
る
と
い
う
作
用

で
適
度
な
血
圧
を
保
つ
事
で
血
流
を
制
御
す
る

機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
交
感
神
経
は
生
命
維
持
に
必
要
な
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限
り
有
る
血
液
を
体
内
や
体
外
の
環
境
の
変
化

に
応
じ
て
臨
機
応
変
に
全
身
の
組
織
に
隈
無
く

過
不
足
無
く
配
分
し
て
末
梢
の
各
組
織
の
健
常

な
状
態
を
常
時
保
つ
役
目
を
担
っ
て
い
ま
す
。

後
述
の
迷
走
神
経
反
射
等
で
交
感
神
経
が
強

く
抑
制
さ
れ
る
と
、
交
感
神
経
の
β
1
作
用
が

強
く
抑
制
さ
れ
て
心
拍
出
量
の
減
少
や
心
拍
数

の
低
下
に
よ
る
虚
脱
状
態
と
な
り
、
更
に
交
感

神
経
の
α
１
作
用
が
抑
制
さ
れ
て
全
身
の
細
動

脈
の
周
囲
を
取
り
巻
い
て
い
る
平
滑
筋
が
弛
緩

し
て
緊
張
が
無
く
な
り
細
動
脈
が
拡
張
し
て
血

圧
が
極
端
に
低
下（
50
m
m
h
g
程
度
）し
て

動
け
な
い
状
態
に
な
り
ま
す
の
で
、
末
梢
の
細

動
脈
は
常
に
交
感
神
経
の
適
切
な
緊
張
状
態
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
に
あ
る
訳
で
す
。

色
々
調
べ
た
結
果
、
自
律
神
経
系
は
上
位
中

枢
と
し
て
の
間
脳
の
視
床
下
部
に
あ
る
自
律
神

経
核
群（
後
核
、
乳
頭
体
核
、
外
側
核
等
）に
支

配
さ
れ
て
い
る
事
が
解
り
ま
し
た
。

更
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
色
々
調
べ
る
と
自

律
神
経
核
群
に
関
す
る
記
述
が
あ
り
ま
す
が
、

下
位
の
自
律
神
経
系
の
上
位
中
枢
と
い
う
程
度

で
あ
り
、
具
体
的
で
詳
細
な
記
述
は
見
当
た
り

ま
せ
ん
。

更
に
、
自
律
神
経
核
群
が
下
位
の
自
律
神
経

系
に
命
令
を
与
え
る
為
に
必
要
と
す
る
情
報
を

何
処
か
ら
得
て
い
る
の
か
と
い
う
素
朴
な
疑
問

に
対
す
る
記
述
は
殆
ど
無
く
、
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
た
際
に
大
脳
か
ら
視
床
下
部
の
近
傍
の
情
動

の
中
枢
の
扁
桃
体
を
介
す
る
情
報
が
自
律
神
経

核
群
に
入
力
さ
れ
て
い
る
程
度
の
僅
か
な
記
述

し
か
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
交
感
神
経
が
自
律
神
経
反
射
を
通
し

て
自
己
制
御
さ
れ
て
い
る
機
構
が
詳
し
く
研
究

さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
内
臓
・
内
臓
反
射
の
代
表
例
と
し

て
動
脈
圧
受
容
体
反
射（
排
便
や
排
尿
時
と
い

う
副
交
感
神
経
が
働
く
作
用
時
に
、
妨
害
し
て

い
る
交
感
神
経
の
過
剰
な
緊
張
状
態
を
抑
制
す

る
本
来
は
安
全
弁
の
役
割
で
す
が
、
極
端
に
抑

制
さ
れ
る
と
突
然
血
圧
が
低
下
す
る
病
的
な
神

経
反
射
と
な
る
）が
あ
り
、
頸
動
脈
洞
と
大
動

脈
弓
か
ら
の
求
心
性
入
力
が
舌
咽
神
経
と
迷
走

神
経
を
介
し
て
延
髄
背
側
の
孤
束
核
に
達
し
、

延
髄
の
吻
側
延
髄
腹
外
側
部
の
脳
幹
血
管
運
動

中
枢（
交
感
神
経
の
適
度
な
緊
張
を
維
持
す
る

為
の
最
高
の
中
枢
）の
神
経
核
に
イ
ン
パ
ル
ス

を
送
り
血
圧
の
制
御
を
行
っ
て
い
ま
す
。

脳
幹
血
管
運
動
中
枢
に
お
け
る
記
述
の
中
で

こ
の
反
射
経
路
以
外
の
イ
ン
パ
ル
ス
の
入
力
の

記
述
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

又
、
体
性
・
内
臓
反
射
と
し
て
、
皮
膚
に
侵

害
性
刺
激（
所
謂
、
痛
み
刺
激
）を
加
え
る
と
交

感
神
経
系
の
機
能
が
亢
進
し
、心
拍
数
の
増
大
、

血
圧
の
増
加
等
が
生
じ
る
反
射
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
反
射
が
鍼
灸
等
の
東
洋
医
学
の
応
用
原

理
で
は
な
い
か
と
の
考
え
も
あ
り
ま
す
。

更
に
、
内
臓
・
体
性
反
射
と
し
て
は
筋
性
防

御
の
例
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

以
上
の
様
な
自
律
神
経
反
射
経
路
の
み
で
交

感
神
経
が
全
身
の
複
雑
で
多
岐
に
わ
た
る
緻
密

な
血
流
の
制
御
を
行
っ
て
い
る
と
は
と
て
も
納

得
出
来
ま
せ
ん
が
、
注
意
深
く
調
べ
て
み
ま
す

と
、
視
床
下
部
の
自
律
神
経
核
群
か
ら
始
ま
る

神
経
軸
索
が
こ
の
脳
幹
血
管
運
動
中
枢
を
通
っ

て
い
る
事
が
解
り
ま
し
た
の
で
、
脳
幹
血
管
運

動
中
枢
の
上
位
中
枢
と
し
て
の
自
律
神
経
核
群

が
あ
る
と
解
釈
す
る
の
が
妥
当
と
考
え
ま
す

と
、
私
の
素
朴
な
疑
問
の
一
つ
が
解
決
し
た
事

に
な
り
ま
す
。

自
律
神
経
系
は
、
自
律
神
経
核
群
の
指
令
を

受
け
て
機
能
す
る
実
行
部
隊
に
過
ぎ
ま
せ
ん
の

で
、
自
律
神
経
核
群
の
指
令
の
拠
り
所
を
考
察

す
る
事
に
し
ま
し
た
。

自
律
神
経
系
の
司
令
塔
で
あ
る
視
床
下
部
に

あ
る
自
律
神
経
核
群
か
ら
の
指
令
と
し
て
の
イ

ン
パ
ル
ス
が
延
髄
の
脳
幹
血
管
運
動
中
枢（
交

感
神
経
を
適
度
に
賦
活
し
緊
張
さ
せ
る
機
能
）

に
伝
え
ら
れ
て
直
下
の
脊
髄
を
通
り
実
行
部
隊

で
あ
る
交
感
神
経
に
伝
え
ら
れ
て
効
果
器
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
機
構
が
存
在
し
ま
す
が
、
人

体
と
い
う
膨
大
で
複
雑
な
組
織
に
過
不
足
無
い

血
液
を
供
給
す
る
シ
ス
テ
ム
の
中
心
を
担
う
交
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感
神
経
の
絶
妙
な
働
き
を
円
滑
に
実
行
さ
せ
る

為
に
は
、
神
経
機
能
を
精
密
に
制
御
す
る
為
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
機
構
を
有
す
る
ル
ー
プ
の
存

在
が
絶
対
に
必
要
と
考
え
ま
す
。

皮
下
か
ら
皮
下
深
部
に
は
多
く
の
神
経
線
維

が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
体
内
の
健
康

状
態
を
感
知
し
て
い
る
感
覚
神
経
の
一
部（
侵

害
受
容
器
で
あ
る
ポ
リ
モ
ー
ダ
ル
受
容
器
？
）

が
交
感
神
経
の
効
果
器
へ
の
働
き
状
態
を
常
時

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
る
事
が
推
測
さ
れ
ま

す
。と

こ
ろ
が
、
皮
下
の
感
覚
神
経
は
脊
髄
前
側

索
を
通
り
視
床
に
信
号
を
送
る
神
経
路（
脊
髄

視
床
路
）し
か
ネ
ッ
ト
で
は
見
当
た
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
約
３
年
前
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

や
っ
と
１
編
の
文
献
で
視
床
下
部
に
信
号
を
送

る
脊
髄
視
床
下
部
路
の
記
述
を
見
つ
け
ま
し

た
。（
参
考
イ
ラ
ス
ト
・
自
律
神
経
賦
活
信
号
源
）

そ
の
後
、
脊
髄
の
前
側
索
を
通
り
延
髄
か
ら

橋
、
中
脳
に
か
け
て
の
網
様
体
に
行
く
脊
髄
網

様
体
路
を
知
り
ま
し
た
。

内
訳
は
、
脊
髄
か
ら
、
延
髄
の
網
様
体
に
行

く
脊
髄
延
髄
路
、
中
脳
に
行
く
脊
髄
中
脳
路
、

橋
に
あ
る
腕
傍
核
を
介
す
る
脊
髄
腕
傍
核
路
が

あ
り
、
視
床
へ
行
く
脊
髄
視
床
路
や
視
床
下
部

に
行
く
脊
髄
視
床
下
部
路（
研
究
目
的
の
神
経

路
）や
扁
桃
体
に
行
く
脊
髄
扁
桃
体
路
が
あ
り

ま
す
。

▔
交
感
神
経
の
病
的
状
態�
▁

交
感
神
経
は
、
生
命
の
危
機
に
遭
遇
す
る
と

瞬
時
に
反
応
し
て
危
機
を
克
服
す
る
方
向
に
身

体
能
力
を
高
め
る
機
能
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま

す
。外

敵
に
遭
遇
す
る
と「
闘
争
か
逃
走
か
」と
い

う
二
者
選
択
に
迫
ら
れ
る
事
に
な
り
ま
す
が
、

大
脳
の
思
考
回
路
で
発
生
し
た
生
死
に
関
わ
る

最
大
の
ス
ト
レ
ッ
サ
ー（
恐
怖
）が
視
床
下
部
の

近
傍
の
情
動
の
中
枢
で
あ
る
扁
桃
体
を
介
し
て

視
床
下
部
の
自
律
神
経
核
群（
後
核
、
乳
頭
体

核
、
外
側
等
）を
刺
激
し
て
交
感
神
経
の
機
能

を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
て
危
機
を
回
避
し
よ
う

と
す
る
機
能
が
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
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先
ず
、
視
床
下
部
の
漏
斗
核（
弓
状
核
、
隆

起
核
）か
ら
下
垂
体
前
葉
ホ
ル
モ
ン
調
節
因
子

を
血
中
に
分
泌
し
て
下
垂
体
前
葉
よ
り
副
腎
皮

質
刺
激
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
て
副
腎
皮
質
か

ら
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル（
肝
臓
で
の
糖
の
新
生
、
筋

肉
で
の
た
ん
ぱ
く
質
代
謝
、
脂
肪
組
織
で
の
脂

肪
の
分
解
な
ど
の
代
謝
の
促
進
）が
血
中
に
分

泌
さ
れ
、
筋
肉
活
動
の
促
進
の
為
に
エ
ネ
ル
ギ

ー
源
の
血
中
グ
ル
コ
ー
ス
の
増
加
が
行
わ
れ
ま

す
。（
視
床
下
部
︲
下
垂
体
︲
副
腎
系
）

尚
、
海
馬
、
視
床
下
部
、
下
垂
体
に
は
コ
ル

チ
ゾ
ー
ル
と
結
合
す
る
受
容
体（
糖
質
コ
ル
チ

コ
イ
ド
受
容
体（
G
R
）、
鉱
質
コ
ル
チ
コ
イ
ド

受
容
体（
M
R
））が
存
在
し
、
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル

の
分
泌
量
が
増
大
す
る
と
こ
れ
ら
の
受
容
体
を

介
し
て
C
R
H
や
A
C
T
H
の
合
成
・
分
泌

を
抑
制
し
、
結
果
と
し
て
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
の
分

泌
量
が
抑
制
さ
れ
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
制
御
が
存
在
し
ま
す
。

こ
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
機
構

が
低
下
す
る
と
、
血
中
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
が
高
値

に
維
持
さ
れ
る
事
で
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症
を
惹
起
す
る
海
馬
の
神
経
細
胞
の
萎
縮
を
起

こ
し
た
り
、
う
つ
病
や
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス

障
害（
P
T
S
D
）と
関
連
す
る
事
が
示
唆
さ
れ

て
い
ま
す
。

交
感
神
経
は
、
常
時
適
切
な
緊
張
状
態
に
於

い
て
全
身
の
血
液
の
循
環
を
統
合
的
に
管
理
し

て
い
る
訳
で
す
が
、
病
的
な
迷
走
神
経
反
射
等

が
生
じ
て
交
感
神
経
が
強
く
抑
制
さ
れ
る
と
、

極
端
な
血
圧
の
低
下
が
生
じ
て
虚
脱
状
態
に
陥

る
事
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
視
床
下
部
の
自
律
神
経
核
群
よ
り

交
感
神
経
を
適
切
な
緊
張
状
態
に
励
起
す
る
信

号
が
発
せ
ら
れ
て
、
脳
幹
血
管
運
動
中
枢
で
二

次
的
な
支
配
を
受
け
て
視
床
下
部
脊
髄
路（
自

律
神
経
核
群
か
ら
始
ま
る
線
維
が
脊
髄
を
通
り

側
角
細
胞
か
ら
始
ま
る
交
感
神
経
の
節
前
線
維

ま
で
の
間
の
神
経
経
路
）を
経
由
し
た
信
号
が

脊
柱
の
腹
側
に
位
置
す
る
交
感
神
経
幹
に
存
在

す
る
交
感
神
経
節
に
伝
え
ら
れ
て
、
交
感
神
経

の
節
前
線
維
か
ら
の
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
を
介
し

て
節
後
線
維
に
情
報
が
伝
達
さ
れ
て
節
後
線
維

の
末
端
か
ら
放
出
さ
れ
る
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン

に
よ
る
標
的
器
官
で
あ
る
全
身
の
細
動
脈
の
周

囲
を
取
り
巻
い
て
い
る
平
滑
筋
に
あ
る
α
１
受

容
体
に
作
用
し
て
平
滑
筋
を
収
縮
す
る
機
能

（
α
１
作
用
）に
よ
る
細
動
脈
の
径
の
縮
小
に
よ

る
末
梢
血
流
の
減
少
及
び
、
筋
肉
組
織
を
栄
養

す
る
細
動
脈
の
平
滑
筋
に
あ
る
β
２
受
容
体
に

作
用
し
て
平
滑
筋
を
弛
緩
す
る
機
能（
β
２
作

用
で
あ
る
が
、実
際
は
α
１
作
用
の
ブ
ロ
ッ
ク
）

に
て
筋
肉
組
織
へ
の
血
流
の
増
加
が
生
じ
て
身

体
活
動
を
適
切
な
状
態
に
保
つ
働
き
を
保
持
し

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

又
、
交
感
神
経
の
節
前
線
維
が
交
感
神
経
幹

の
交
感
神
経
節
か
ら
の
節
後
線
維
を
介
さ
ず
に

副
腎
髄
質
に
直
接
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
を
放
出
す

る
事
で
副
腎
髄
質
か
ら
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
及
び
ノ

ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
が
血
中
に
分
泌
さ
れ
る
事
に

な
り
、
全
身
の
心
血
管
の
機
能
を
一
機
に
促
進

し
て
身
体
能
力
を
極
限
ま
で
高
め
る
機
能（
心

拍
数
の
増
加（
β
１
作
用
）、
心
拍
出
量
の
増
加

（
β
１
作
用
）、
末
梢
細
動
脈
の
収
縮（
α
１
作

用
）と
心
筋
を
栄
養
す
る
冠
状
動
脈
の
拡
張（
β

２
作
用
）並
び
に
全
身
の
筋
肉
組
織
を
栄
養
す

る
細
動
脈
の
拡
張（
β
２
作
用
）、
気
管
支
の
拡

張（
β
２
作
用
）、
瞳
孔
の
散
大
、
血
糖
値
の
上

昇
等
）を
有
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
恰
も
副
腎
髄
質
が
巨
大
な
交
感
神
経

節
と
し
て
機
能
し
て
い
る
事
に
な
り
ま
す
が
、

緊
急
時
に
素
早
く
身
体
機
能
を
極
限
ま
で
高
め

る
為
に
進
化
し
た
機
能
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
能
は
、
視
床
下
部
︲
下
垂
体
︲
副
腎

系
に
よ
る
副
腎
髄
質
か
ら
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
及
び

ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
が
血
中
に
分
泌
さ
れ
て
心

機
能
を
始
め
全
身
の
筋
肉
の
働
き
を
高
め
る
生

存
に
直
結
す
る
最
重
要
な
機
能
を
二
重
に
保
証

す
る
機
能
と
考
え
ま
す
。

交
感
神
経
は
、
身
体
の
活
動
状
態（
緊
急
時

や
運
動
時
や
安
静
時
や
睡
眠
時
）に
応
じ
て
適

切
な
緊
張
状
態
に
保
た
れ
て
い
る
事
に
な
り
ま
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す
。緊

急
時
に
は
、
心
筋
を
含
め
て
全
身
の
筋
肉

組
織
を
最
大
限
に
働
か
せ
る
準
備
と
し
て
の
筋

肉
組
織
へ
の
血
流
を
増
加（
β
２
作
用
）さ
せ
、

そ
の
他
の
組
織
へ
の
血
流
を
減
少（
α
１
作
用
）

さ
せ
る
事
で
対
処
し
よ
う
と
す
る
機
能
が
働
き

ま
す
。

交
感
神
経
の
緊
急
時
の
他
の
機
能
と
し
て
、

心
機
能
の
促
進（
心
拍
出
量
や
心
拍
数
の
増
加

に
よ
る
筋
肉
組
織
へ
の
血
流
増
加
）や
、
筋
肉

組
織
へ
の
酸
素
の
供
給
量
を
増
加
さ
せ
る
事
を

目
的
と
し
た
肺
活
量
を
増
加
さ
せ
る
為
の
気
管

支
の
周
囲
を
取
り
巻
い
て
い
る
平
滑
筋
の
弛
緩

に
よ
る
気
管
支
の
拡
張
作
用（
β
２
作
用
に
よ

る
気
管
支
の
径
の
拡
張
に
よ
る
気
道
の
拡
大
）

や
、
眼
の
瞳
孔（
カ
メ
ラ
の
絞
り
に
相
当
）の
拡

張
作
用
に
て
夜
間
で
の
視
力
の
維
持（
昼
間
で

は
反
対
の
眩
し
い
羞
明
感
）等
が
同
時
に
生
じ

ま
す
。

こ
の
様
な
身
体
を
外
敵
か
ら
守
る
防
御
機
能

は
原
始
時
代
か
ら
長
い
進
化
の
過
程
で
培
わ
れ

て
来
た
機
能
で
す
が
、
現
在
で
は
戦
争
時
や
ス

ポ
ー
ツ
等
の
競
技
時
に
限
り
合
目
的
に
発
揮
さ

れ
る
機
能
と
考
え
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
現
代
は
様
々
な
ス
ト
レ
ス
が
降

り
掛
か
る
ス
ト
レ
ス
の
時
代
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。精

神
的
ス
ト
レ
ス
や
身
体
的
ス
ト
レ
ス（
疼

痛
）を
じ
っ
と
我
慢
す
る
事
で
更
な
る
ス
ト
レ

ス
が
生
じ
る
事
に
な
り
ま
す
が
、
真
面
目
な
性

格
な
人
程
、
上
記
の
機
能
が
過
剰
に
働
く
事
に

な
り
ま
す
。

よ
く
遭
遇
す
る
例
と
し
て
、
交
通
事
故
の
時

の
追
突
さ
れ
て
生
じ
る
所
謂
、
鞭
打
ち
症
が
典

型
例
で
あ
り
、
別
項
で
詳
し
く
述
べ
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
が
持
続
的
に
加
え
ら
れ
る
と
、
交

感
神
経
が
過
緊
張
状
態
を
持
続
す
る
事
に
な

り
、
多
く
の
組
織
の
血
流
の
緩
徐
な
欠
乏
状
態

が
持
続
し
て
、
次
第
に
各
組
織
特
有
の
栄
養
障

害
と
し
て
の
機
能
障
害
が
生
じ
る
様
に
な
る
も

の
と
考
え
ま
す
。

交
感
神
経
の
過
緊
張
状
態
に
基
づ
く
各
組
織

の
病
的
状
態
を
総
称
し
て
、
交
感
神
経
過
緊
張

症
候
群
と
い
う
新
し
い
疾
患
群
を
提
唱
し
て
い

ま
す
。

▔
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
の
発
見�
▁

ト
リ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射（
ブ
ロ
ッ
ク
）と
い

う
除
痛
と
疼
痛
緩
和
を
行
う
手
技
が
容
易
で
副

作
用
が
少
な
い
注
射
療
法
が
、
現
在
で
も
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

炎
症
所
見（
外
傷
や
感
染
等
）を
認
め
な
い
疼

痛
部
位
で
、
圧
痛
が
最
も
強
い
箇
所
の
皮
下
の

浅
い
部
位（
深
さ
約
1
㎝
）に
局
所
麻
酔
剤
を
注

入
す
る
事
に
よ
り
疼
痛
を
緩
和
し
ま
す
。

ト
リ
ガ
ー
と
は
銃
器
の
引
き
金
と
い
う
意
味

で
す
が
、
疼
痛
を
引
き
起
こ
す
圧
痛
部
位（
ト

リ
ガ
ー
部
位
で
あ
る
発
痛
点
）を
局
麻
剤
に
て

麻
酔
す
る
事
で
浸
潤
麻
酔
の
部
位
を
越
え
る
広

範
囲
の
疼
痛
の
抑
制
を
行
う
と
い
う
意
図
が
あ

る
様
で
す
。

こ
の
注
射
に
て
、
局
麻
剤
に
よ
る
麻
酔
で
疼

痛
の
信
号
を
伝
達
し
て
い
る
感
覚
神
経
を
ブ
ロ

ッ
ク
す
る
事
で
約
２
時
間
の
除
痛
が
可
能
で
す

が
、約
３
日
間
の
疼
痛
の
緩
和
が
得
ら
れ
ま
す
。

こ
の
理
由
と
し
て
、
疼
痛
を
引
き
起
こ
す
引

き
金（
ト
リ
ガ
ー
）を
ブ
ロ
ッ
ク
し
て
約
３
日
間

の
疼
痛
の
発
生
を
阻
止
す
る
と
い
う
解
釈
が
行

わ
れ
て
い
る
様
で
す
。

私
見
で
す
が
、
ト
リ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
は

皮
下
の
浅
い
部
位（
約
1
㎝
）の
浸
潤
麻
酔
で
周

囲
の
交
感
神
経
の
節
後
線
維
を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る

事
で
支
配
す
る
筋
肉
組
織
を
栄
養
す
る
細
動
脈

の
α
１
作
用
を
抑
制
す
る
事
で
細
動
脈
が
拡
張

し
て
血
流
が
増
加
し
筋
肉
組
織
の
阻
血
痛
が
約

３
日
間
改
善
す
る
事
に
な
る
も
の
と
考
え
ま

す
。
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振
り
返
り
ま
す
と
、
炎
症
所
見
を
認
め
な
い

と
い
う
事
が
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
、
当
然
な
が
ら

炎
症
に
よ
り
生
じ
て
い
る
疼
痛
の
場
合
は
ト
リ

ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
は
無
効
で
適
応
外
と
い
う

事
に
な
り
ま
す
。

約
十
年
前
に
、
汎
用
し
て
い
る
ト
リ
ガ
ー
ポ

イ
ン
ト
注
射
を
実
施
中
に
偶
然
に
発
見
し
た
皮

下
深
部（
約
2
・
5
㎝
）に
局
麻
剤
を
注
入
す
る

疼
痛
緩
和
療
法
は
、
頚
部
の
左
右
二
ヶ
所
と
腰

部
の
左
右
二
ヶ
所
の
特
定
部
位（
全
四
ヶ
所
で

全
身
を
カ
バ
ー
！
）で
あ
り
、
圧
痛
部
位
と
は

関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
こ
れ
は
ト
リ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射

と
は
本
質
的
に
異
な
る
注
射
療
法
で
あ
り
、
区

別
す
る
為
に
頚
部
・
腰
部
の
特
定
部
位（
タ
イ

ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
駄
洒
落
的
に
命
名
）の
皮
下

深
部
に
局
麻
剤
を
注
入
す
る
と
い
う
事
で
タ
イ

ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
と
呼
ぶ
事
に
し
て
い
ま

す
。タ

イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
に
よ
る
上
半
身

（
頸
部
の
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
の
効
果
領

域
）と
下
半
身（
腰
部
の
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注

射
の
効
果
領
域
）の
境
界
域
は
、
臨
床
経
験
か

ら
胸
部（
肋
骨
）の
下
縁
付
近
を
目
安
と
し
て
い

ま
す
。

こ
の
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
も
ト
リ
ガ
ー

ポ
イ
ン
ト
注
射
と
同
様
に
約
３
日
間
の
疼
痛
緩

和
期
間
を
認
め
て
い
ま
す
。

こ
の
理
由
は
、
皮
下
深
部
の
交
感
神
経
の
節

後
線
維
を
局
麻
剤
で
約
２
時
間
ブ
ロ
ッ
ク
す
る

事
で
、
支
配
領
域
の
筋
肉
組
織
を
含
め
て
全
て

の
組
織
を
栄
養
す
る
細
動
脈
の
周
囲
を
取
り
囲

ん
で
い
る
平
滑
筋
の
α
１
作
用
が
抑
制
さ
れ
て

平
滑
筋
が
弛
緩
し
細
動
脈
が
拡
張
し
て
血
流
が

約
２
時
間
増
加
す
る
事
で
、
筋
肉
組
織
で
直
ち

に
使
用
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
貯
金
で
あ
る

A
T
P
の
備
蓄（
A
D
P
が
有
酸
素
解
糖
系
に

て
A
T
P
に
変
換
）が
約
２
時
間
実
行
さ
れ
る

事
と
な
り
、
以
後
の
元
々
の
血
流
障
害
に
よ
る

A
T
P
の
減
少
か
ら
枯
渇
ま
で
の
約
３
日
間

の
期
間
の
疼
痛
緩
和
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

又
、
交
感
神
経
の
効
果
器
の
働
き
具
合
を
常

時
モ
ニ
タ
ー
し
て
い
る
感
覚
神
経
の
イ
ン
パ
ル

ス
が
脊
髄
視
床
下
部
路
を
通
り
視
床
下
部
の
自

律
神
経
核
群
に
届
け
ら
れ
る
交
感
神
経
の
賦
活

化
に
関
与
す
る
と
考
え
る
情
報
が
ブ
ロ
ッ
ク
さ

れ
る
事
で
自
律
神
経
核
群
か
ら
の
交
感
神
経
へ

の
賦
活
信
号
が
弱
ま
る
事
と
な
り
、
交
感
神
経

の
α
１
作
用
を
弱
め
る
効
果
も
実
行
さ
れ
て
い

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

筋
肉
痛
が
起
こ
る
機
序
と
し
て
は
、
血
流
不

足
に
て
血
中
の
グ
ル
コ
ー
ス
や
酸
素
が
欠
乏
し

て
筋
肉
活
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
A
T
P
が

枯
渇
す
る
と
、
筋
肉
組
織
が
酸
欠
状
態
を
感
知

し
て
近
傍
の
筋
肉
組
織
を
栄
養
す
る
細
動
脈
の

内
皮
細
胞
か
ら
体
内
の
最
大
の
発
痛
物
質
で
あ

り
血
管
拡
張
作
用
の
あ
る
ブ
ラ
ジ
キ
ニ
ン
が
分

泌
さ
れ
て
近
傍
の
感
覚
神
経
に
感
知
さ
れ
て
筋

肉
痛
と
し
て
知
覚
さ
れ
る
事
に
な
る
も
の
と
考

え
ま
す
。

尚
、
一
般
的
に
筋
肉
活
動
中
に
生
じ
る
筋
肉

痛
は
即
発
性
筋
痛
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
筋

肉
活
動
後
の
数
時
間
か
ら
数
日
後
に
現
れ
る
筋

肉
痛
は
遅
発
性
筋
痛
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

一
見
す
る
と
、
遅
発
性
筋
痛
は
不
思
議
な
現

象
と
思
わ
れ
ま
す
。

現
行
の
理
論
で
は
、
遅
発
性
筋
痛
は
微
少
な

筋
肉
損
傷
に
よ
り
損
傷
部
位
を
修
復
す
る
為
の

炎
症
が
徐
々
に
生
じ
て
、
カ
リ
ク
レ
イ
ン
・
キ

ニ
ン
系
で
産
生
さ
れ
た
ブ
ラ
ジ
キ
ニ
ン
が
筋
肉

痛
を
起
こ
し
て
い
る
と
の
解
釈
が
な
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
最
近
で
は
筋
肉
損
傷
が
生
じ
て
い

な
い
非
炎
症
の
状
態
で
も
ブ
ラ
ジ
キ
ニ
ン
が
産

生
さ
れ
て
い
る
事
が
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
上
の
様
に
、
現
行
の
通
説
の
理
論
で
は
、

筋
肉
痛
は
筋
肉
組
織
の
損
傷
を
起
因
と
す
る
損

傷
部
位
を
修
復
す
る
為
の
炎
症
が
生
じ
て
ブ
ラ

ジ
キ
ニ
ン
が
産
生
さ
れ
て
筋
肉
痛
が
生
じ
る
と

い
う
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
が
貫
か
れ
て
い
る
様

で
あ
り
、
慢
性
の
筋
肉
痛
は
炎
症
と
は
無
縁
に

て
脳
内
で
生
じ
る
心
因
性
の
疼
痛
と
い
う
筋
書

き
で
、
神
経
障
害
性
疼
痛
の
治
療
薬
が
処
方
さ

れ
て
い
る
も
の
と
理
解
し
ま
す
。
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私
が
考
え
る
遅
発
性
の
筋
肉
痛
が
生
じ
る
機

序
は
、
筋
肉
活
動
中
に
は
筋
肉
に
必
要
な
栄
養

を
補
給
し
よ
う
と
す
る
機
能
が
働
い
て
筋
肉
組

織
を
栄
養
し
て
い
る
細
動
脈
の
周
囲
を
取
り
囲

ん
で
い
る
平
滑
筋
に
存
在
す
る
β
２
受
容
体
が

働
い
て
平
滑
筋
が
弛
緩
し
て
細
動
脈
が
拡
張
し

て
血
流
を
増
加
し
て
筋
肉
活
動
に
必
要
な
栄

養（
A
T
P
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
産
生
す
る
有
酸

素
解
糖
系
に
必
要
な
グ
ル
コ
ー
ス
と
酸
素
）を

増
加
さ
せ
る
事
に
な
り
ま
す
が
、
筋
肉
活
動
を

休
止
す
る
と
筋
肉
組
織
へ
の
血
流
増
加
が
必
要

で
無
く
な
り
β
２
受
容
体
の
機
能
が
停
止
し
て

血
流
が
減
少
し
ま
す
が
、
過
度
な
血
流
減
少
が

生
じ
る
場
合
は
血
流
不
足
が
生
じ
て
備
蓄
用

の
A
T
P
の
産
生
用
の
栄
養
補
給
さ
え
不
十

分
と
な
り
、
数
日
を
か
け
て
徐
々
に
備
蓄
の

A
T
P
が
枯
渇
す
る
様
に
な
り
ブ
ラ
ジ
キ
ニ

ン
が
分
泌
さ
れ
て
筋
肉
痛
が
生
じ
る
の
で
は
な

い
か
と
推
測
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
様
々
な
疼
痛
時
に
ル
ー
チ
ン
で
処

方
さ
れ
て
い
る
消
炎
鎮
痛
剤
は
、
非
炎
症
性
の

筋
肉
痛
に
は
本
質
的
に
鎮
痛
効
果
が
無
い
事
が

推
測
さ
れ
ま
す
。

但
し
、
消
炎
鎮
痛
剤
の
解
熱
作
用
に
て
細
動

脈
の
拡
張
に
伴
っ
て
筋
肉
組
織
を
栄
養
す
る
細

動
脈
の
拡
張
が
生
じ
る
事
で
、
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ

ン
ト
注
射
の
効
果
と
同
様
に
筋
肉
組
織
を
栄
養

す
る
血
流
が
増
加
し
て
筋
肉
痛
が
改
善
し
て
い

る
可
能
性
も
否
定
出
来
ま
せ
ん
。

ト
リ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
の
本
来
の
目
的
は

圧
痛
部
位
周
囲
の
麻
酔
剤
に
よ
る
数
時
間
の
除

痛
効
果
で
す
が
、
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
で

は
除
痛
効
果
が
無
い
分
、
直
ち
に
疼
痛
を
取
り

除
く
事
を
意
図
す
る
場
合
は
満
足
出
来
な
い
事

に
な
り
ま
す
の
で
、
ど
ち
ら
の
疼
痛
治
療
法
が

適
当
か
は
要
望
に
よ
り
使
い
分
け
た
り
併
用
す

る
事
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
の
最
大
の
特
徴

は
、
鎮
痛
効
果
が
生
じ
る
範
囲
が
格
段
に
大
き

い
事
で
す
。

つ
ま
り
、

両
方
と
も
局

麻
剤
に
よ
る

浸
潤
麻
酔
で

あ
り
、
局
麻

剤
の
使
用
量

は
同
量
で
あ

り
麻
酔
が
及

ぶ
範
囲
に
違

い
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
疼

痛
緩
和
部
位

の
範
囲
に
大

き
な
違
い
が

生
じ
て
い
ま

す
。局

麻
剤
は
原
則
と
し
て
１
回
の
注
射
で
１
%

カ
ル
ボ
カ
イ
ン
10
㎖
を
使
用
し
、太
さ
25
G（
橙

針
）で
長
さ
2
・
5
㎝
の
注
射
針
を
使
用
し
て

根
部
ま
で
刺
入
し
て
注
射
を
行
い
ま
す
が
、
必

要
な
箇
所
に
分
注（
四
ヶ
所
な
ら
2
・
5
㎖
×

４
）す
る
事
に
な
り
ま
す
。（
参
考
画
像
＆
イ
ラ

ス
ト
・
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
手
技
）

こ
れ
ま
で
の
臨
床
経
験
か
ら
、
幸
運
に
も
頸

部
の
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
に
て
頭
部
を
含

め
た
上
半
身
全
体
の
疼
痛
の
緩
和
及
び
腰
部
の

タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
に
て
下
半
身
全
体
の

疼
痛
の
緩
和
を
認
め
て
き
て
い
ま
す
。

▲頸部タイガーポイント注射手技

▲腰部タイガーポイント注射手技
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つ
ま
り
、
頚
部
と
腰
部
の
合
計
四
ヶ
所
の
タ

イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
に
て
全
身
の
血
流
障
害

が
改
善
す
る
例
を
多
く
の
臨
床
経
験
に
て
確
認

し
て
い
ま
す
。

頚
部
と
腰
部
の
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
注
射

部
位
は
、
脊
髄
の
頚
膨
大
と
腰
膨
大
と
い
う
神

経
線
維
が
多
く
出
入
り
し
て
い
る
部
位
の
近
傍

で
あ
り
、
周
囲
の
密
に
分
布
し
て
い
る
多
く
の

神
経
が
浸
潤
麻
酔
で
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
る
事
が
推

測
さ
れ
ま
す
が
、
臨
床
経
験
で
全
身
に
効
果
が

及
ん
で
い
る

事
実
を
考
え

ま
す
と
、
正

に
幸
運
の
一

語
に
尽
き
ま

す
。今

後
、
エ

コ
ー
検
査
法

を
活
用
し
て

神
経
解
剖
学

的
に
最
適
な

注
射
部
位（
タ

イ
ガ
ー
ポ
イ

ン
ト
）を
見
つ

け
る
作
業
が

必
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

尚
、
タ
イ

ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
の
レ
セ
プ
ト
の
請
求
は
ト

リ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
に
準
じ
て
お
り
ま
す

し
、
原
則
と
し
て
実
施
間
隔
の
制
限
も
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
重
症
の
場
合
は
毎
日
実
施
し
て
い

ま
す
。

脊
柱
の
腹
側
に
あ
る
交
感
神
経
幹
の
中
で
、

第
７
頸
椎
近
傍
の
左
右
の
交
感
神
経
節
と
し
て

星
状
神
経
節
が
あ
り
、
交
感
神
経
の
過
緊
張
状

態
に
対
す
る
局
所
麻
酔
剤
に
因
る
星
状
神
経
節

を
直
接
麻
酔
す
る
星
状
神
経
節
ブ
ロ
ッ
ク
が
有

名
で
す
。

正
確
に
神
経
節
に
局
麻
剤
を
注
入
す
る
為
に

は
、
手
技
に
熟
練
を
要
し
ま
す
。

タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
と
同
様
に
注
射
側

の
上
半
身
の
血
流
が
改
善
し
、
約
３
日
間
の
疼

痛
の
緩
和
が
得
ら
れ
ま
す
。

効
果
が
絶
大
で
す
の
で
、
重
症
の
場
合
に
推

奨
し
ま
す
。

仙
骨
裂
孔
か
ら
の
硬
膜
外
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
腰

椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
の
根
性
疼
痛
等
の
強
い
疼

痛
時
に
重
宝
さ
れ
る
除
痛
療
法
で
す
が
、
局
所

麻
酔
剤
に
よ
る
両
下
肢
全
体
の
約
２
時
間
の
除

痛
時
間
を
遙
か
に
超
え
る
約
３
日
間
の
疼
痛
緩

和
期
間
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
長
い
疼
痛
緩
和
期
間
が
生
じ
る
理
由

は
、
血
流
障
害
に
よ
る
阻
血
痛
が
合
併
し
て
い

る
事
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

仙
骨
裂
孔
の
周
辺
の
硬
膜
内
の
く
も
膜
下
腔

に
存
在
す
る
脊
髄
液
に
浸
さ
れ
た
馬
尾
神
経
に

は
、
脊
髄
視
床
路
を
通
る
痛
覚
神
経
線
維
が
あ

り
、
こ
の
神
経
の
麻
酔
が
こ
の
除
痛
療
法
の
直

接
の
目
的
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
視
床
下
部
の
自
律
神
経
核
群
か

ら
の
命
令
が
視
床
下
部
脊
髄
路
を
経
由
し
て
脊

髄
の
側
角
細
胞
か
ら
始
ま
る
交
感
神
経
の
節
前

線
維
の
所
で
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
る
事
と
な
り
ま
す
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の
で
、
交
感
神
経
を
励
起
し
て
い
る
信
号
の
大

半
が
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
て
α
１
作
用
が
抑
制
さ
れ

て
細
動
脈
が
拡
張
す
る
事
で
迷
走
神
経
反
射
に

似
た
血
圧
の
極
端
な
低
下
を
来
す
事
が
あ
り
ま

す
の
で
、
麻
酔
時
間
で
あ
る
約
２
時
間
の
血
圧

の
管
理
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

こ
の
血
流
増
加
の
効
果
で
、
麻
酔
時
間
の
約

２
時
間
を
遙
か
に
超
え
る
約
３
日
間
の
阻
血
痛

の
疼
痛
緩
和
が
得
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

次
に
交
感
神
経
の
支
配
領
域
の
効
果
器
の
状

態
を
常
時
モ
ニ
タ
ー
し
て
い
る
セ
ン
サ
ー（
侵

害
受
容
器
で
あ
る
ポ
リ
モ
ー
ダ
ル
受
容
器
？
）

が
取
得
し
た
信
号
が
脊
髄
視
床
下
部
路
の
後
角

細
胞
に
伝
達
さ
れ
る
途
中
で
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
る

事
で
、
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
時
と
同
様
の

効
果
を
視
床
下
部
の
自
律
神
経
核
群
に
も
た
ら

す
事
に
な
る
も
の
と
推
測
し
ま
す
が
、
不
詳
で

す
。最

後
に
、
錐
体
路
を
通
り
脊
髄
前
角
か
ら
始

ま
る
運
動
神
経
が
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
る
事
で
、
下

肢
の
脱
力
感
が
麻
酔
時
間
の
間
生
じ
る
事
に
な

り
ま
す
の
で
、
ブ
ロ
ッ
ク
後
の
約
２
時
間
の
臥

床
位
が
望
ま
れ
ま
す
。

振
り
返
っ
て
観
ま
す
と
、
馬
尾
神
経
は
末
梢

神
経
の
束
で
あ
り
、
様
々
な
末
梢
神
経
が
存
在

す
る
皮
下
深
部
と
似
た
環
境
に
あ
り
、
腰
部
の

タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
が
仙
骨
裂
孔
硬
膜
外

ブ
ロ
ッ
ク
と
似
た
効
果
を
生
じ
る
と
考
え
て
も

見
当
違
い
で
は
無
い
様
に
思
い
ま
す
。

こ
の
観
点
か
ら
、
腰
部
の
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン

ト
の
最
適
な
場
所
の
検
討
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
時
に
下
肢
の
脱
力

感
が
希
に
生
じ
ま
す
が
、
浸
潤
麻
酔
で
近
傍
を

通
る
運
動
神
経
線
維
の
一
部
の
麻
酔（
約
２
時

間
）が
生
じ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

両
者
の
唯
一
の
違
い
は
、
硬
膜
外
ブ
ロ
ッ
ク

の
場
合
は
脊
髄
後
角
か
ら
始
ま
る
交
感
神
経
の

節
前
線
維
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
生
じ
ま
す
が
、
タ
イ

ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
の
場
合
は
交
感
神
経
幹
に

あ
る
交
感
神
経
節
か
ら
始
ま
る
節
後
線
維
の
ブ

ロ
ッ
ク
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。

実
際
の
臨
床
の
場
で
は
、
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン

ト
注
射
後
数
分
以
内
に
筋
肉
痛
が
緩
和
さ
れ
る

事
に
な
り
、
注
射
部
位
に
対
応
す
る
全
て
の
組

織
の
細
動
脈
の
血
流
増
加（
α
１
作
用
の
抑
制
）

が
筋
肉
を
栄
養
す
る
細
動
脈
に
も
及
ん
で
い
る

も
の
と
解
釈
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
筋
肉
組
織
を
栄
養
し
て
い
る
細

動
脈
の
周
囲
を
取
り
囲
ん
で
い
る
平
滑
筋
の
β

２
受
容
体（
平
滑
筋
の
弛
緩
）に
ど
の
様
に
影
響

を
与
え
て
い
る
の
か
は
不
詳
で
す
。

言
う
ま
で
も
無
く
、
α
１
作
用
の
抑
制
と
β

２
作
用（
α
１
作
用
の
ブ
ロ
ッ
ク
）の
亢
進
は
、

い
ず
れ
も
筋
肉
組
織
を
栄
養
す
る
細
動
脈
の
拡

張
に
よ
る
血
流
増
加
を
も
た
ら
す
事
に
な
り
ま

す
。

▔
交
感
神
経
の
β
２
作
用
に
つ
い
て�

▁

ス
ト
レ
ス
等
で
交
感
神
経
が
過
緊
張
状
態

に
陥
る
事
が
血
流
障
害
を
生
じ
る
原
因
と
考

え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
状
態
で
は
筋
肉
組
織

を
栄
養
す
る
末
梢
細
動
脈
の
周
囲
を
取
り
囲

ん
で
い
る
平
滑
筋
の
β
２
受
容
体
に
は
ど
の

様
な
作
用
が
及
ん
で
い
る
の
か
と
い
う
素
朴

な
疑
問
が
あ
り
ま
す
。

も
し
、
こ
の
交
感
神
経
の
β
２
作
用（
筋
肉

組
織
を
栄
養
す
る
細
動
脈
の
拡
張
に
よ
る
血

流
増
加
）が
生
じ
て
い
る
な
ら
ば
、
慢
性
の
筋

肉
痛
は
生
じ
な
い
筈
で
あ
る
と
の
考
え
で
す
。

し
か
し
、
実
際
は
慢
性
の
筋
肉
痛
が
生
じ

て
い
る
訳
で
あ
り
、
ス
ト
レ
ス
等
で
生
じ
る

交
感
神
経
の
過
緊
張
時
に
は
こ
の
β
２
作
用

が
生
じ
て
い
な
い
事
は
確
実
と
考
え
ま
す
。

こ
の
様
な
一
見
す
る
と
矛
盾
す
る
状
態
が

存
在
し
て
い
る
事
を
ど
の
様
に
解
釈
す
べ
き

で
し
ょ
う
か
！？

生
命
の
危
機
に
遭
遇
す
る
と
、
交
感
神
経

が
極
度
に
刺
激
さ
れ
て
副
腎
髄
質
か
ら
ア
ド
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レ
ナ
リ
ン
と
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
が
血
中
に

放
出
さ
れ
、
心
筋
を
始
め
全
身
の
筋
肉
組
織

を
栄
養
す
る
細
動
脈
の
血
流
が
増
加（
β
２
作

用
）し
て
筋
肉
活
動
を
最
大
限
に
高
め
る
準
備

（
火
事
場
の
馬
鹿
力
）が
行
わ
れ
ま
す
が
、
そ

の
他
の
組
織
へ
は
α
１
作
用
に
て
末
梢
細
動

脈
が
収
縮
し
て
血
流
が
減
少
し
、
総
力
を
挙

げ
て
心
筋
を
含
め
て
筋
肉
組
織
へ
の
血
液
の

供
給
を
増
加
さ
せ
よ
う
と
し
ま
す
。

現
代
の
ス
ト
レ
ス
社
会
に
於
い
て
は
、
本

来
の
目
的
で
あ
る
筋
肉
活
動
を
高
め
る
機
能

（
β
２
作
用
）が
発
揮
さ
れ
る
機
会（
闘
争
か
逃

走
）は
一
般
的
に
殆
ど
無
い
事
に
な
り
ま
す
の

で
、
無
駄
な
機
能
の
発
動
が
抑
制
さ
れ
た
状

態
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

筋
肉
組
織
を
栄
養
す
る
細
動
脈
の
中
膜
の

周
囲
を
取
り
囲
ん
で
い
る
平
滑
筋
の
β
２
受

容
体
は
交
感
神
経
の
節
後
線
維
の
標
的
器
官

で
は
無
く
、
専
ら
副
腎
髄
質
か
ら
血
中
に
放

出
さ
れ
る
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
と
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ

リ
ン
に
よ
り
細
動
脈
の
近
傍
を
通
る
栄
養
血

管
を
介
し
て
効
果
を
発
現
し
て
い
る
だ
け
と

推
測
す
る
事
は
、
後
述
の
現
象
で
無
理
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

尚
、
日
常
経
験
す
る
ス
ト
レ
ス
位
で
は
緊

急
事
態
で
の
副
腎
髄
質
か
ら
の
ア
ド
レ
ナ
リ

ン
と
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
の
大
量
放
出
の
様

な
現
象
は
起
こ
ら
な
い
と
考
え
る
の
が
妥
当

と
考
え
ま
す
。

「
火
事
場
の
馬
鹿
力
」が
生
じ
る
様
な
希
な

緊
急
事
態（
最
大
級
の
ス
ト
レ
ス
）に
限
り
、

副
腎
髄
質
か
ら
の
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
と
ノ
ル
ア

ド
レ
ナ
リ
ン
の
大
量
放
出
が
生
じ
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
日
常
の
ス
ト
レ
ス
で
交
感
神
経

が
過
緊
張
状
態
に
な
る
と
、
全
身
の
細
動
脈

の
α
１
作
用
に
て
全
身
の
組
織
の
血
流
の
減

少
が
生
じ
ま
す
が
、
筋
肉
組
織
も
例
外
無
く

血
流
が
減
少
す
る
事
に
な
る
も
の
と
推
測
し

ま
す
。

こ
の
状
態
が
現
代
の
ス
ト
レ
ス
社
会
に
於

け
る
慢
性
疼
痛
の
発
症
機
序
と
考
え
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
筋
肉
活
動
を
行
う
と
、
筋
肉

の
動
き
を
感
知
し
た
筋
膜
内
の
セ
ン
サ
ー（
侵

害
受
容
器
で
あ
る
ポ
リ
モ
ー
ダ
ル
受
容
器
？
）

が
働
い
て
合
目
的
に
筋
肉
組
織
を
栄
養
す
る

細
動
脈
の
拡
張（
β
2
作
用
）が
生
じ
て
筋
肉

活
動
に
必
要
な
栄
養
の
供
給
が
増
加
す
る
事

に
な
る
も
の
と
推
測
し
ま
す
が
、
β
2
作
用

が
ど
の
様
な
ル
ー
ト
で
発
現
す
る
の
か
は
情

報
不
足
で
解
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
血
液
を
介
す
る
ル
ー
ト
と
共
に

β
２
受
容
体
が
交
感
神
経
の
節
後
線
維
の
標

的
器
官
に
な
っ
て
い
る
事
は
間
違
い
無
い
と

考
え
ま
す
。

筋
肉
活
動
を
感
知
し
た
感
覚
神
経
の
侵
害

受
容
器
の
イ
ン
パ
ル
ス
が
脊
髄
視
床
下
部
路

を
通
り
、
視
床
下
部
の
自
律
神
経
核
群
か
ら

交
感
神
経
へ
指
令
さ
れ
て
視
床
下
部
脊
髄
路

を
介
し
て
交
感
神
経
の
節
後
線
維
に
伝
達
さ

れ
る
第
２
の
ル
ー
ト
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

感
覚
神
経
が
交
感
神
経
幹
の
交
感
神
経
節

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
ル
ー
タ
ー
？
）を
中
継

と
し
て
バ
イ
パ
ス
的
に
節
後
線
維
に
イ
ン
パ

ル
ス
が
伝
わ
る
第
３
の
ル
ー
ト
の
存
在
の
可

能
性
は
如
何
で
し
ょ
う
か
？

更
に
、
常
識
を
無
視
し
た
第
４
の
ル
ー
ト

と
し
て
、
侵
害
受
容
器
の
イ
ン
パ
ル
ス
を
伝

え
る
感
覚
神
経
線
維
が
筋
肉
組
織
の
栄
養
細

動
脈
の
平
滑
筋
の
β
２
受
容
体
に
直
接
に
接

続
し
て
い
る
可
能
性
は
無
い
の
で
し
ょ
う

か
！？と

こ
ろ
で
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
と
動
悸

（
心
拍
数
を
高
め
る
β
１
作
用
）が
生
じ
ま
す

が
、
ス
ト
レ
ス
そ
の
も
の
が
心
機
能
を
増
加

さ
せ
よ
う
と
す
る
心
臓
の
冠
状
動
脈
に
及
ぼ

す
交
感
神
経
の
β
２
作
用
が
発
動
さ
れ
る
事

は
無
い
の
で
し
ょ
う
か
？

心
臓（
心
筋
）を
被
う
心
膜
内
の
セ
ン
サ
ー

の
情
報
は
、
他
の
筋
肉
組
織
の
筋
膜
内
の
セ

ン
サ
ー
の
情
報
と
同
様
に
、
ど
の
様
に
し
て

交
感
神
経
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
の

か
の
詳
細
な
記
述
を
探
し
出
す
事
が
出
来
て

い
ま
せ
ん
。
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胎
児
の
時
期
か
ら
始
ま
る
心
臓
の
筋
肉
の

間
断
無
い
収
縮
作
用
と
い
う
血
液
を
全
身
に

送
出
す
る
ポ
ン
プ
作
用
が
適
切
な
状
態
で
維

持
さ
れ
る
為
に
は
、
心
筋
を
包
み
込
ん
で
い

る
筋
膜
内
の
セ
ン
サ
ー
に
て
心
筋
を
栄
養
し

て
い
る
冠
状
動
脈（
左
前
下
行
枝
、
左
回
旋
枝
、

右
冠
動
脈
）の
血
流
を
常
時
適
量（
最
大
量
？
）

に
保
つ
様
に
β
２
作
用
に
て
自
律
的
に
制
御

さ
れ
て
い
る
も
の
と
推
測
し
ま
す
。

も
し
、
心
筋
が
疲
れ
て
一
休
み（
停
止
）で

も
す
る
と
即
死
を
招
く
事
に
な
り
ま
す
の
で
、

心
筋
だ
け
は
臨
終
迄
の
約
一
世
紀
間
は
絶
え

間
な
く
筋
肉
活
動
が
続
い
て
い
る
訳
で
す
が
、

そ
の
間
に
大
小
の
多
く
の
ダ
メ
ー
ジ
が
心
筋

に
及
ん
で
い
る
事
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

心
筋
の
ダ
メ
ー
ジ
の
長
年
の
蓄
積
が
心
機

能
の
低
下（
心
不
全
）と
し
て
現
れ
て
い
る
と

考
え
ま
す
の
で
、
心
機
能
の
客
観
的
な
評
価

が
健
康
の
目
安（
健
康
診
断
）と
し
て
重
要
と

思
わ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
ス
ポ
ー
ツ
心
臓
と
い
う
心
筋

の
合
目
的
な
肥
大
と
不
整
脈
が
頻
発
す
る
例

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
不
整
脈
は
、
ス
ポ
ー
ツ
時
の
心
筋
の

働
き
を
高
め
る
訓
練
に
よ
り
肥
大
し
た
心
筋

の
ポ
ン
プ
作
用
が
非
運
動
時
に
は
余
剰
と
な

り
、
心
機
能
を
抑
制
す
る
働
き
の
現
れ
と
考

え
ま
す
と
、
治
療
が
必
要
な
病
的
状
態
は
殆

ど
無
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

但
し
、
ス
ポ
ー
ツ
時
の
突
然
死
の
例
が
あ

り
ま
す
の
で
、
定
期
的
な
検
診
が
必
要
と
考

え
ま
す
。

因
み
に
、
ス
ポ
ー
ツ
時
の
準
備
運
動（
W
a

r
m
i
n
g 

u
p
）は
予
め
β
２
作
用
に
て

筋
肉
組
織
へ
の
血
流
を
増
加
さ
せ
て
お
く
事

で
、
最
大
の
筋
肉
活
動
時
に
も
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
が
不
足
し
な
い
事
を
目
指
す
筋
肉
の
予

備
運
動
と
思
わ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
腰
痛
持
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手

の
場
合
に
競
技
直
前
に
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト

注
射
を
行
う
と
、
筋
肉
組
織
を
含
め
て
全
身

の
組
織
を
栄
養
す
る
細
動
脈
の
血
流
が
増
加

（
α
１
作
用
の
抑
制
）し
ま
す
の
で
一
見
す
る

と
好
都
合
の
様
に
思
え
ま
す
が
、
筋
肉
組
織

を
栄
養
す
る
細
動
脈
の
平
滑
筋
に
存
在
す
る

β
２
受
容
体
に
ど
の
様
に
作
用
す
る
の
か
は

不
明
で
す
。

因
み
に
、
気
管
支
の
周
囲
を
取
り
囲
ん
で

い
る
平
滑
筋
に
存
在
す
る
β
２
受
容
体
の
働

き
で
あ
る
気
管
支
の
拡
張
作
用（
β
２
作
用
）

が
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
で
抑
制
さ
れ
る

事
で
喘
息
発
作
が
生
じ
る
事
実
か
ら
、
細
動

脈
の
β
２
作
用（
実
際
は
α
１
作
用
の
抑
制
）

も
抑
制
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
筋
肉
組
織
以
外
の
組

織
に
も
血
流
が
増
加
す
る
事
で
、
筋
肉
組
織

へ
の
栄
養
の
集
中
が
出
来
な
く
な
り
最
大
の

筋
肉
活
動
を
行
う
上
で
は
不
利
な
状
態
と
思

わ
れ
ま
す
。

タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
の
直
前
と
直
後

の
全
身
の
筋
力
を
測
定
す
る
事
で
、
功
罪
の

決
着
が
出
来
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

筋
力
測
定
で
の
優
位
差
の
有
無
で
、
タ
イ

ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
の
実
施
の
選
択
が
必
要

で
す
。

そ
こ
で
、
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
の
麻

酔
時
間
は
約
２
時
間
で
す
の
で
、
注
射
後
の

２
時
間
以
降
に
競
技
を
始
め
る
様
に
指
導
す

る
事
が
無
難
と
思
い
ま
す
。

因
み
に
、
腰
痛
は
注
射
後
約
３
日
間
の
疼

痛
緩
和
期
間
が
あ
り
ま
す
。

以
上
の
事
柄
は
、
腰
痛
を
持
病
に
持
つ
ス

ポ
ー
ツ
選
手
全
般
に
拘
わ
る
重
要
な
事
項
と

思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、「
火
事
場
の
馬
鹿
力
」と
い
う
有

名
な
諺
が
あ
り
、
決
死
の
場
面
で
は
非
力
な

人
で
も
信
じ
ら
れ
な
い
力
を
発
揮
出
来
る
と

い
う
事
実
で
す
が
、
力
が
必
要
と
必
死
に
念

じ
る
だ
け
で
交
感
神
経
の
作
用
で
副
腎
髄
質

か
ら
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
と
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン

が
血
中
に
放
出
さ
れ
て
筋
肉
組
織
を
栄
養
す

る
細
動
脈
の
周
囲
を
取
り
巻
い
て
い
る
平
滑
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筋
の
β
２
作
用
が
発
動
さ
れ
て
平
滑
筋
が
弛

緩
し
細
動
脈
が
拡
張
し
て
筋
肉
を
栄
養
す
る

血
流
が
増
加
す
る
事
で
、
筋
肉
の
パ
ワ
ー
が

増
加
す
る
事
に
な
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

す
る
と
、「
闘
争
か
逃
走
か
」と
い
う
生
死
の

境
目
の
最
大
の
ス
ト
レ
ス
の
場
面
で
は
、
α

１
作
用
と
β
２
作
用
が
同
時
に
発
現
す
る
が
、

現
代
社
会
の
単
な
る
ス
ト
レ
ス
だ
け
で
は
α

１
作
用
だ
け
が
発
現
し
β
２
作
用
は
発
現
し

な
い
と
考
え
る
事
が
合
理
的
と
考
え
ま
す
。

つ
ま
り
、
頑
張
ろ
う
！
と
念
ず
る
意
志
の

イ
ン
パ
ル
ス
が
大
脳
の
思
考
野
か
ら
発
せ
ら

れ
て
、
扁
桃
体
を
介
し
て
視
床
下
部
の
自
律

神
経
核
を
刺
激
し
て
交
感
神
経
の
β
２
作
用

を
発
現
す
る
も
の
と
推
測
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
頑
張
ろ
う
と
念
ず
る
前
向
き
思

考
が
精
神
的
に
重
要
で
あ
る
事
が
解
り
ま
す
。

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
瞬
発
力

を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
こ
の「
火
事
場
の
馬

鹿
力
」の
機
能
が
発
現
さ
れ
て
い
る
典
型
例
と

考
え
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
恐
怖
に
遭
遇
す
る
と「
腰
が
抜

け
る
シ
ョ
ッ
ク
状
態
」と
い
う
身
体
の
反
応
が

希
に
起
き
ま
す
が
、
こ
れ
は
交
感
神
経
の
過

剰
な
緊
張
状
態
を
一
時
的
に
リ
セ
ッ
ト
す
る

副
交
感
神
経
の
迷
走
神
経
反
射
と
い
う
自
律

神
経
反
射
の
一
種
と
似
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、「
闘
争
か
逃
走
か
」と
い
う
二
者
選

択
の
場
面
で
は
交
感
神
経
が
過
剰
な
緊
張
状

態
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
ち
ら
の
能
力
も

無
い
と
判
断
し
て
第
三
の
選
択
と
し
て
の
諦

め
の
境
地
に
達
し
た
際
に
交
感
神
経
の
過
剰

な
緊
張
状
態
を
一
時
的
に
リ
セ
ッ
ト
す
る
為

に
働
い
た
結
果
と
解
釈
す
る
事
が
出
来
ま
す
。

「
闘
争
か
逃
走
か
」と
い
う
生
死
を
賭
け
た

極
限
の
場
面
で
は
交
感
神
経
が
極
度
に
緊
張

し
た
状
態
に
な
り
ま
す
の
で
、
迷
走
神
経
反

射
が
自
動
的
に
生
じ
れ
ば
潜
在
力
を
発
揮
す

る
事
が
出
来
な
い
ば
か
り
か
、
動
け
な
く
な

り
死
を
招
く
事
に
な
り
ま
す
の
で
、
真
逆
の

迷
走
神
経
反
射
が
起
き
な
い
仕
組
み
が
あ
る

筈
で
す
。

そ
こ
で
、
頑
張
ろ
う
と
念
ず
る
意
志
の
イ

ン
パ
ル
ス
が
大
脳
の
思
考
野
か
ら
発
せ
ら
れ

て
、
情
動
の
中
枢
で
あ
る
扁
桃
体
を
介
し
て

視
床
下
部
の
自
律
神
経
核
群
を
刺
激
す
る
事

で
、
下
位
の
延
髄
の
脳
幹
血
管
運
動
中
枢
に

て
迷
走
神
経
反
射
が
生
じ
る
事
態
を
ブ
ロ
ッ

ク
す
る
機
構
が
あ
る
も
の
と
推
測
し
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
。

そ
こ
で
、
迷
走
神
経
反
射
が
容
易
に
頻
発

し
て
困
窮
し
て
い
る
例
で
は
、
再
発
防
止
を

実
現
す
る
何
ら
か
の
精
神
療
法
が
検
討
さ
れ

る
べ
き
と
思
い
ま
す
。

以
上
の
様
に
、
ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
、
闘
争

心
が
如
何
に
重
要
か
と
い
う
事
が
解
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
軽
い
筋
肉
運
動
と
し
て
太
極

拳
と
い
う
中
国
の
古
来
か
ら
の
健
康
法
が
あ

り
、
現
在
で
は
バ
ラ
ン
ス
運
動
に
因
る
お
年

寄
り
の
転
倒
防
止
の
効
果
が
認
め
ら
れ
て
静

か
な
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ス
ト

レ
ス
解
消
と
共
に
お
年
寄
り
も
無
理
な
く
出

来
る
軽
い
全
身
の
筋
肉
運
動
で
筋
肉
組
織
を

栄
養
す
る
細
動
脈
の
β
２
作
用
を
発
動
さ
せ

て
筋
肉
組
織
へ
の
血
流
を
増
加
さ
せ
る
事
に

よ
り
慢
性
の
筋
肉
痛
の
改
善
を
も
目
指
す
優

れ
た
運
動
療
法
と
考
え
ま
す
。

▔
寛
容
性
、
耐
性
、
順
応�

▁

現
状
の
身
体
の
状
態
を
維
持
し
よ
う
と
す
る

性
質
と
し
て
、
寛
容
性
が
医
学
用
語
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
耐
性
も
視
点
の
違
い
で

あ
り
本
質
的
に
は
同
様
の
用
語
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

神
経
を
介
す
る
情
報
収
集
の
一
環
と
し
て
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
機
能
と
い
う
ル
ー
プ
機
構
に

於
い
て
、
情
報
の
積
み
重
ね
で
培
わ
れ
る
神
経
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機
能
の
構
成
要
素
の
集
合
体
が
各
個
人
の
行
動

や
思
考
等
の
個
性
や
知
性
や
人
格
を
形
成
す
る

も
の
と
考
え
ま
す
。

思
考
と
は
、
意
図
す
る
目
的
を
見
つ
け
出
す

為
の
こ
れ
迄
の
経
験
に
よ
り
大
脳
に
蓄
積
さ
れ

た
膨
大
な
情
報
を
引
き
出
し
て
複
雑
な
検
索
を

行
う
一
連
の
作
業
過
程
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
情
報
の
蓄
積（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
記

憶
素
子
に
相
当
）が
細
胞
内
の
ど
の
部
分
で
行

わ
れ
て
い
る
の
か
は
不
明
で
す
が
、
細
胞
内
の

滑
面
小
胞
体
が
神
経
の
伝
達
物
質
で
あ
る
カ
ル

シ
ウ
ム
・
イ
オ
ン
の
蓄
積
場
所
で
あ
る
事
か
ら
、

一
個
の
カ
ル
シ
ウ
ム
・
イ
オ
ン
が
記
憶
の
単
位

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
記
憶
単
位
の
１
ビ
ッ
ト

に
相
当
）と
想
定
す
る
事
に
し
ま
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
・
イ
オ
ン
は
神
経
線
維
に
よ
る

情
報
伝
達
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、
情
報
が
目
的

の
神
経
細
胞
に
伝
達
さ
れ
る
時
に
１
個
の
カ
ル

シ
ウ
ム
・
イ
オ
ン
が
神
経
細
胞
内
の
滑
面
小
胞

体
に
取
り
込
ま
れ
る
事
に
な
り
、
こ
の
時
に
記

憶
と
し
て
刻
ま
れ
る
事
に
な
る
も
の
と
推
定
し

ま
す
。

こ
の
仮
定
が
正
し
い
か
否
か
の
実
験
は
、
神

経
細
胞
に
入
力
さ
れ
た
信
号
の
頻
度
に
応
じ
て

そ
の
細
胞
内
の
滑
面
小
胞
体
の
カ
ル
シ
ウ
ム
・

イ
オ
ン
濃
度
の
測
定
で
判
定
可
と
考
え
ま
す
。

尚
、
一
定
期
間
内
に
情
報
が
入
力
さ
れ
な
い

と
滑
面
小
胞
体
内
の
カ
ル
シ
ウ
ム
・
イ
オ
ン
が

小
胞
体
外
に
流
失
す
る
事
で
記
録
情
報（
記
憶
）

が
薄
れ
る
事（
忘
却
や
能
力
の
劣
化
））に
な
る

と
推
測
し
ま
す
の
で
、
そ
の
結
果
、
記
録
保
持

さ
れ
て
い
る
情
報
の
維
持
度（
重
要
度
）が
決
定

さ
れ
る
事
に
な
る
も
の
と
推
定
し
て
い
ま
す
。

寛
容
性
と
は
、
記
録
保
持
さ
れ
て
い
る
情
報

を
強
固
に
維
持
し
よ
う
と
す
る
機
能
の
現
れ
と

考
え
ま
す
が
、
こ
の
機
能
が
膨
大
な
情
報
量
と

し
て
蓄
積
さ
れ
る
と
、
長
期
間
に
渡
り
確
か
な

記
憶
が
保
持
さ
れ
る
べ
き
知
識
や
思
考
能
力
や

運
動
能
力
と
し
て
、
一
個
人
の
知
性
や
知
能
や

人
格
を
形
成
す
る
事
に
な
る
も
の
と
考
え
ま

す
。尚

、
こ
の
情
報
の
維
持
状
態
の
量
的
な
目
安

と
し
て
、
記
定
値（
既
定
値
の
意
味
も
含
め
て
）

な
る
概
念
を
考
え
て
い
ま
す
。

頑
固
な
疼
痛
の
際
に
、
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト

注
射
を
行
う
と
、
深
部
の
感
覚
神
経（
侵
害
受

容
器
で
あ
る
ポ
リ
モ
ー
ダ
ル
受
容
器
？
）の
交

感
神
経
の
標
的
器
官
の
効
果
の
情
報
を
局
麻
剤

で
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
結
果
、
脊
髄
視
床
下
部
路
を

経
由
し
て
自
律
神
経
核
群
に
達
す
る
信
号
が
抑

制
さ
れ
て
交
感
神
経
を
励
起
す
る
信
号
強
度

（
∝
記
定
値
）が
低
下
す
る
事
で
、
交
感
神
経
の

過
剰
な
機
能
状
態
が
抑
制
さ
れ
て
、
末
梢
血
流

を
増
加
さ
せ
る
方
向
に
働
き
、
阻
血
痛
が
改
善

す
る
事
に
な
る
も
の
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
線
維
筋
痛
症（
F
i
b
r
o
m

y
a
l
g
i
a
）の
病
名
の
語
源
を
調
べ
て
い

ま
す
が
、
線
維
の
語
源
を
述
べ
て
い
る
文
献
を

知
り
ま
せ
ん
。

こ
の
疾
患
も
慢
性
の
血
流
障
害
が
病
因
で
あ

り
、
慢
性
の
筋
肉
痛
が
全
身
に
拡
大
し
た
重
症

の
病
態
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
筋
原
繊
維
の

一
部
が
壊
死
に
陥
り
線
維
化
が
生
じ
て
い
る
病

理
学
的
な
所
見
を
呈
す
る
疾
患
な
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

こ
の
様
な
状
態
を
呈
す
る
他
の
臓
器
の
疾
患

と
し
て
、
肺
線
維
症（
間
質
性
肺
炎
）や
腎
臓
線

維
症
や
膀
胱
線
維
症
や
肝
硬
変
等
の
疾
患
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。

尚
、
線
維
筋
痛
症
は
、
現
行
の
理
論
で
は
筋

肉
組
織
自
体
の
病
変
が
無
い
脳
内
の
神
経
障
害

性
疼
痛
と
し
て
プ
レ
ガ
バ
リ
ン（
リ
リ
カ
）や
デ

ュ
ロ
キ
セ
チ
ン（
サ
イ
ン
バ
ル
タ
）等
で
治
療
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
敢
え
て
筋
肉
組
織
自
体
の

病
変
を
論
ず
る
記
述
が
控
え
ら
れ
る
様
に
な
っ

た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

又
、
他
項
で
詳
し
く
述
べ
ま
す
が
、
全
身
の

特
定
部
位（
米
国
リ
ウ
マ
チ
学
会
分
類
基
準
の

十
八
箇
所
の
圧
痛
点
）の
う
ち
十
一
箇
所
以
上

の
痛
み
で
確
定
診
断（
ス
テ
ー
ジ
I
）と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
圧
痛
点
が
存
在
す
る
事
自
体

が
圧
痛
部
位
に
病
変
が
存
在
す
る
証
拠
で
あ
る

事
は
明
白
で
す
。

重
症
の
線
維
筋
痛
症
の
場
合
は
、
タ
イ
ガ
ー
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ポ
イ
ン
ト
注
射
を
毎
日（
最
重
症
例
で
は
１
日

に
朝
晩
の
２
回
）で
月
単
位
の
長
期
間
に
連
続

し
て
実
施
す
る
事
で
記
定
値
が
次
第
に
低
下
し

て
正
常
状
態
時
の
記
定
値
に
近
づ
い
て
く
る
事

で
非
常
に
重
症
で
頑
固
な
症
状
も
改
善
し
て
来

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

因
み
に
、
慢
性
疲
労
症
候
群
も
重
症
の
血
流

障
害
状
態
の
疾
患
で
あ
り
、
主
訴
で
あ
る
筋
肉

疲
労
に
因
る
筋
肉
痛
か
脱
力
感
か
の
違
い
だ
け

で
本
質
的
に
は
線
維
筋
痛
症
と
同
様
な
疾
患
と

考
え
ま
す
。

更
に
、
筋
肉
組
織
を
栄
養
す
る
細
動
脈
の
周

囲
を
取
り
囲
ん
で
い
る
平
滑
筋
の
β
２
作
用

（
筋
肉
の
弛
緩
作
用
）の
働
き
具
合
の
違
い
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

又
、
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
は
、
麻
酔
時

間
が
約
２
時
間
持
続
す
る
カ
ル
ボ
カ
イ
ン
を
使

用
し
て
お
り
ま
す
が
、
重
症
例
で
は
長
時
間
型

の
約
十
時
間
持
続
す
る
0
・
25
%
ポ
プ
ス
カ

イ
ン
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

但
し
、
レ
セ
プ
ト
請
求
で
は
ポ
プ
ス
カ
イ
ン

は
適
用
外
と
の
事
で
カ
ル
ボ
カ
イ
ン
で
の
請
求

し
か
出
来
ま
せ
ん
が
、
ト
リ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注

射（
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
）を
適
用
に
加
え

て
頂
き
た
い
と
念
願
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
、
最
重
要
な
事
柄
は
、
気
管
支
喘
息

の
持
病
が
あ
る
方
の
場
合
は
、
喘
息
発
作
の
誘

発
を
予
防
出
来
な
い
事
態
を
招
く
恐
れ
が
あ

り
、
長
時
間
作
用
の
局
麻
剤
の
使
用
は
絶
対
禁

忌
と
し
て
い
ま
す
。

疼
痛
の
症
状
が
改
善
し
て
来
ま
し
た
ら
、
仕

上
げ
の
段
階
と
し
て
の
後
療
法
と
し
て
足
腰
の

筋
力
を
回
復
す
る
筋
力
増
強
訓
練
を
徐
々
に
行

う
事
が
是
非
必
要
で
す
。

▔
所
謂
、
鞭
打
ち
症
に
つ
い
て�

▁

信
号
待
ち
で
停
車
中
の
車
に
後
方
の
車
が
追

突
す
る
交
通
事
故
に
於
い
て
、
所
謂
、
鞭
打
ち

症
が
交
通
外
傷
の
自
賠
責
に
絡
む
大
き
な
問
題

と
し
て
横
た
わ
っ
て
い
ま
す
。

停
車
中
に
後
方
か
ら
追
突
し
た
車
の
衝
撃
で

座
席
に
固
定
さ
れ
た
体
部
と
頭
部
が
瞬
間
的
に

前
方
に
加
速
さ
れ
て
、
体
部
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

の
抵
抗
に
て
加
速
力
が
抑
制
さ
れ
ま
す
が
、
頭

部
は
抑
制
を
受
け
な
い
為
に
前
方
に
加
速
力
を

受
け
て
動
か
さ
れ
る
と
い
う
現
象
が
鞭
打
ち
に

似
て
い
る
為
に
、
こ
の
俗
名
が
ま
か
り
通
っ
て

い
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
実
際
の
事
故
状
況
で
頚
部
が
典

型
的
な
鞭
打
ち
状
態
に
な
る
例
は
希
で
す
。

追
突
さ
れ
て
頚
部
に
力
が
加
え
ら
れ
る
事
は

事
実
で
す
が
、
大
半
は
軽
微
で
す
。

事
故
の
状
況
証
拠
と
し
て
、
追
突
さ
れ
た
車

の
後
部
の
損
傷
具
合
で
衝
突
の
激
し
さ
の
程
度

が
推
測
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
証
拠

写
真
で
鞭
打
ち（
頚
部
周
囲
の
ダ
メ
ー
ジ
）の
程

度
が
推
測
さ
れ
て
治
療
期
間
の
推
定
が
一
般
的

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

受
傷
直
後
は
頚
部
の
症
状
が
殆
ど
無
く
、
数

日
の
経
過
中
に
増
悪
し
た
り
頭
痛
や
目
眩
や
耳

鳴
感
や
嘔
気
や
眼
精
疲
労
や
羞
明
感
等
の
不
定

愁
訴（
バ
レ
リ
ュ
ー
症
候
群
）が
生
じ
る
例
が
散

見
さ
れ
ま
す
。

こ
の
症
状
を
、気
分
的
で
精
神
的
な
症
状（
気

の
せ
い
）と
し
て
片
づ
け
ら
れ
て
い
る
事
例
が

多
い
事
が
大
き
な
問
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
発
症
機
序
は
、
交
感
神
経
が
過
緊
張
状

態
と
な
る
典
型
例
と
考
え
ま
す
。

交
通
事
故
に
よ
り
生
じ
る
頚
部
周
囲
の
外
傷

に
起
因
す
る
疼
痛
等
の
身
体
的
ス
ト
レ
ス
に
加

え
て
、
外
傷
を
受
け
た
と
い
う
被
害
者
意
識
と

い
う
精
神
的
ス
ト
レ
ス
も
加
わ
り
ス
ト
レ
ス
が

強
く
な
る
と
、
交
通
事
故
の
衝
撃
か
ら
推
測
す

る
外
傷
の
程
度
を
遙
か
に
超
え
る
症
状
が
数
日

間
に
出
現
し
増
悪
す
る
例
を
経
験
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
交
感
神
経
の
過

緊
張
が
生
じ
て
細
動
脈
の
過
剰
な
収
縮
に
よ

る
末
梢
血
流
の
低
下
に
て
、
末
梢
組
織（
特
に
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筋
肉
組
織
）の
筋
肉
活
動
時
に
供
給
す
る
為
の

備
蓄
の
エ
ネ
ル
ギ
ー（
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
内
の

A
T
P
と
し
て
蓄
積
）が
欠
乏
を
来
し
て
生
じ

る
筋
肉
の
阻
血
痛
や
コ
リ
感
等
の
様
々
な
症
状

で
あ
り
、
頭
部
の
血
流
減
少
に
よ
り
頭
皮
の
表

情
筋
の
筋
肉
痛（
頭
痛
）や
内
耳
の
三
半
規
管
の

機
能
不
全
に
よ
る
回
転
性
の
目
眩
や
蝸
牛
の
聴

神
経
の
機
能
不
全
に
対
処
す
る
為
に
聴
覚
の
感

度
の
閾
値
を
下
げ
て
雑
音
を
拾
う
様
に
な
る
事

で
耳
鳴
感
が
生
じ
る
事
や
、
延
髄
の
嘔
吐
中
枢

の
機
能
不
全
に
よ
る
嘔
気
や
嘔
吐
の
症
状
や
、

眼
精
疲
労（
外
眼
筋
の
血
流
障
害
に
よ
る
筋
肉

痛
や
輻
輳
反
射
の
機
能
障
害
に
よ
る
複
視
）が

生
じ
、
交
感
神
経
の
過
剰
反
応
と
し
て
の
虹
彩

の
拡
散（
散
瞳
）に
よ
る
羞
明
感
等
が
生
じ
る
事

に
な
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

こ
れ
ら
の
症
状
が
新
た
な
身
体
的
ス
ト
レ
ス

を
惹
起
し
て
症
状
を
悪
化
さ
せ
て
重
積
状
態
と

な
る
要
因
と
な
り
ま
す
。

精
神
的
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
感
受
性
の
違
い

が
症
状
の
悪
化
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
例
が
多

い
と
思
わ
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
真
面
目
に
物
事
に
対
処
す
る
様
な

律
儀
な
性
格
の
人
は
精
神
的
ス
ト
レ
ス
を
真
面

に
受
け
止
め
て
頑
張
る
傾
向
が
強
い
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
被
害
者
意
識
も
加
わ
り
ス
ト
レ
ス
を

強
く
感
じ
て
不
定
愁
訴
が
出
易
く
、
増
悪
し
易

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

交
通
外
傷
の
場
合
は
、
以
上
の
様
な
増
悪
の

パ
タ
ー
ン
を
回
避
す
る
為
に
受
傷
時
に
速
や
か

に
適
切
な
治
療
を
開
始
す
る
事
が
必
要
と
な
り

ま
す
が
、
不
幸
に
も
慢
性
化
し
て
治
療
に
難
渋

し
て
い
る
例
を
散
見
し
ま
す
。

不
定
愁
訴
に
対
処
す
る
方
法
と
し
て
、
抗

不
安
薬
の
投
与
が
一
般
的
に
行
わ
れ
、
慢
性

化
す
る
と
神
経
障
害
性
疼
痛（
線
維
筋
痛
症
、

帯
状
疱
疹
後
神
経
痛
、
脊
髄
損
傷
後
疼
痛
、

e
t
c
）に
適
用
さ
れ
て
い
る
薬
剤
が
投
薬
さ

れ
る
例
が
一
般
的
で
す
。

私
は
、
抗
不
安
薬
を
受
傷
初
期
の
段
階
に
限

り
使
用
す
る
事
は
理
に
叶
っ
て
い
る
と
考
え
ま

す
が
、一
般
的
な
鎮
痛
剤
の
投
与
の
み
に
止
め
、

頚
部
の
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
に
よ
る
頭
部

も
含
め
て
上
半
身
の
細
動
脈
の
血
流
の
増
加
で

ほ
ぼ
全
例
の
症
状
の
改
善
を
認
め
て
い
ま
す
。

交
通
外
傷
に
よ
る
頚
部
痛
に
対
し
て
、
頸
椎

捻
挫（
治
療
期
間
が
長
引
く
為
か
？
）と
い
う
病

名
が
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
て
頸
椎
カ
ラ
ー
の

装
着
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
強
い
外
力
が
加

え
ら
れ
な
い
限
り
捻
挫
と
い
う
頸
椎
周
囲
の
靱

帯
損
傷
を
生
じ
る
事
は
無
く
、
大
半
は
頚
部
周

囲
の
筋
肉
痛
が
頚
部
痛
の
本
態
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

そ
こ
で
、
頚
部
周
囲
の
筋
肉
痛
及
び
上
肢
の

疼
痛（
主
に
筋
肉
の
阻
血
痛
）や
痺
れ
感（
感
覚

神
経
の
知
覚
過
敏
状
態
で
あ
り
異
常
感
覚
）及

び
頭
部
の
不
定
愁
訴
を
含
め
て
外
傷
性
頚
部
症

候
群（
私
流
の
正
式
名
称
・
外
傷
性
頚
部
交
感

神
経
過
緊
張
症
候
群
）と
い
う
従
来
か
ら
理
に

叶
っ
て
使
わ
れ
て
い
る
正
式
名
称
を
使
用
し
て

い
ま
す
。

更
に
、
交
通
外
傷
に
よ
り
生
じ
る
腰
部
の
疼

痛
や
下
肢
の
疼
痛（
俗
に
坐
骨
神
経
痛
の
呼
称

で
あ
り
主
に
筋
肉
の
阻
血
痛
）や
痺
れ
感
も
散

見
さ
れ
ま
す
が
、
こ
ち
ら
の
病
名
も
腰
椎
捻
挫

と
い
う
実
態
を
伴
わ
な
い
病
名
が
付
け
ら
れ
て

い
る
例
が
散
見
さ
れ
ま
す
。

作
用
機
序
は
頚
部
の
場
合
と
同
一
と
考
え
て

頚
部
の
例
に
習
っ
て
、外
傷
性
腰
部
症
候
群（
私

流
の
正
式
名
称
・
外
傷
性
腰
部
交
感
神
経
過
緊

張
症
候
群
）と
い
う
新
し
い
病
名
を
提
案
し
て

使
用
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
敢
え
て
、
苦
言
を
呈
し
ま
す
。

交
通
外
傷
と
い
う
自
賠
責
の
制
度
の
基
で
の

治
療
で
は
、
保
険
会
社
の
担
当
者
が
受
傷
者
に

ア
ド
バ
イ
ス
す
る
事
に
な
り
ま
す
が
、
医
療
機

関
よ
り
も
整
体（
整
骨
院
）で
の
治
療
を
勧
め
る

事
が
多
く
認
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
意
図
は
、
ズ
バ
リ
、
整
体（
整
骨
院
）で

の
治
療
が
よ
り
効
果
的
で
あ
る
と
の
臨
床
実
績

に
因
り
ま
す
。

現
行
の
西
洋
医
学
で
は
、
慢
性
の
緩
徐
な
血

流
障
害
に
よ
り
生
じ
る
病
態
の
概
念
を
論
じ
る

文
献
は
殆
ど
無
く
、
精
神
的
で
気
分
的
な
症
状
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（
気
の
性
）と
の
見
解
に
止
ま
り
、
血
流
を
改
善

す
る
治
療
法
を
見
つ
け
出
す
努
力
が
行
わ
れ
て

い
な
い
事
が
実
情
と
思
わ
れ
ま
す
。

私
は
、
末
梢
の
血
流
が
障
害
さ
れ
る
病
態
を

約
十
年
間
考
え
た
結
果
、
交
感
神
経
過
緊
張
症

候
群
と
い
う
病
態
名
を
提
唱
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
研
究
過
程
で
鍼
灸
等
の
東
洋
医
学
も
血
流

障
害
を
改
善
す
る
治
療
法
で
は
な
い
か
と
推
測

し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
筋
肉
組
織
を
包
み
込
ん
で
い
る
筋

膜
内
に
分
布
し
て
い
る
筋
肉
の
活
動
状
態
を
常

時
モ
ニ
タ
ー
し
て
い
る
セ
ン
サ
ー（
侵
害
受
容

器
で
あ
る
ポ
リ
モ
ー
ダ
ル
受
容
器
？
）を
刺
激

す
る
事
で
、
脊
髄
視
床
下
部
路
を
経
由
し
て
視

床
下
部
の
自
律
神
経
核
群
に
情
報
が
伝
達
さ
れ

て
交
感
神
経
に
指
令
が
与
え
ら
れ
て
交
感
神
経

の
筋
肉
組
織
を
栄
養
す
る
細
動
脈
の
血
流
を
増

加
さ
せ
る
β
２
作
用
に
て
筋
肉
組
織
の
栄
養
不

足
状
態
が
回
復
し
筋
肉
の
阻
血
痛
が
改
善
す
る

事
に
な
る
も
の
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

尚
、
筋
肉
組
織
を
栄
養
す
る
細
動
脈
の
周
囲

を
取
り
囲
ん
で
い
る
平
滑
筋
の
β
２
受
容
体
に

交
感
神
経
の
節
後
線
維
が
ど
の
様
に
接
続
し
て

い
る
の
か
は
、
不
詳
で
す
。

こ
れ
で
、
自
賠
責
の
保
険
会
社
が
整
体（
整

骨
院
）で
の
治
療
を
勧
め
る
意
図
が
理
解
出
来

る
と
考
え
ま
す
。

つ
ま
り
、
こ
の
分
野
で
の
西
洋
医
学
は
東
洋

医
学
に
後
れ
を
取
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。

慢
性
の
疼
痛
の
原
因
と
考
え
ら
れ
る
持
続
す

る
ス
ト
レ
ス
を
惹
起
す
る
環
境
は
速
や
か
に
取

り
除
く
事
が
必
要
で
あ
る
事
は
議
論
の
余
地
は

有
り
ま
せ
ん
が
、
生
真
面
目
な
性
格
に
て
ス
ト

レ
ス
を
真
面
に
感
じ
て
い
る
方
の
場
合
は
、
ス

ト
レ
ス
の
緩
和
を
目
的
に
音
楽
療
法
や
認
知
行

動
療
法
等
が
行
わ
れ
て
或
程
度
の
効
果
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

▔
脊
椎
圧
迫
骨
折
後
の
慢
性
的
で
頑
固
な
腰
痛�

▁

胸
椎
や
腰
椎
の
圧
迫
骨
折
は
約
二
ヶ
月
で
治

癒
し
、
骨
折
に
よ
る
疼
痛
も
消
失
す
る
事
に
な

り
ま
す
が
、
骨
折
痛
に
加
え
て
、
鞭
打
ち
症
の

例
の
様
に
間
も
無
く
腰
部
痛
が
出
現
し
て
徐
々

に
増
悪
し
、
骨
折
が
治
癒
す
る
二
ヶ
月
後
も
腰

痛
が
慢
性
的
に
持
続
し
て
い
る
例
が
散
見
さ
れ

ま
す
。

脊
椎
の
圧
迫
骨
折
に
対
す
る
治
療
と
し
て
胸

腰
椎
用
軟
性
コ
ル
セ
ッ
ト
の
装
着
が
一
般
的
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

他
の
部
位
の
骨
折
の
場
合
は
、
手
術（
骨
接

合
術
）や
ギ
プ
ス
等
に
よ
る
外
固
定
法
に
て
骨

折
痛
は
ほ
ぼ
抑
制
さ
れ
ま
す
が
、
脊
椎
の
圧
迫

骨
折
の
場
合
は
コ
ル
セ
ッ
ト
に
よ
る
骨
折
痛
の

抑
制
が
不
十
分
な
実
情
が
多
数
を
占
め
て
い
ま

す
。痛

み
の
抑
制
を
目
的
と
し
て
鎮
痛
薬
が
投
与

さ
れ
る
事
に
な
り
ま
す
が
、
骨
折
痛
が
完
全
に

抑
制
さ
れ
る
事
は
難
し
く
、
骨
折
痛
が
治
癒
過

程
で
自
然
に
鎮
静
化
す
る
迄
の
約
一
ヶ
月
間
の

持
続
す
る
疼
痛
が
身
体
的
ス
ト
レ
ス
と
な
り
、

交
感
神
経
を
刺
激
し
て
血
流
障
害
を
来
し
て
阻

血
痛
が
持
続
的
に
生
じ
て
い
る
事
が
原
因
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

圧
迫
骨
折
は
構
造
的
に
弱
い
前
方
の
椎
体
が

圧
壊
す
る
例
が
殆
ど
な
の
で
、
コ
ル
セ
ッ
ト
の

前
方
を
固
い
樹
脂
製
と
し
て
後
方
は
従
来
の
柔

ら
か
い
素
材
で
構
成
す
る
セ
パ
レ
ー
ト
型
の
胸

腰
椎
用
半
硬
性
コ
ル
セ
ッ
ト（
完
全
硬
性
コ
ル

セ
ッ
ト
の
装
着
は
精
神
的
ス
ト
レ
ス
が
増
大
し

疑
問
）を
装
着
し
て
、
前
方
へ
の
屈
曲（
前
屈
）

を
抑
制
し
て
前
方
の
圧
迫
骨
折
面
へ
の
力
が
加

わ
ら
な
い
様
に
工
夫
を
行
う
事
で
、
圧
迫
骨
折

に
よ
る
骨
折
痛
の
抑
制
や
圧
迫
骨
折
の
圧
壊
の

進
行
の
阻
止
に
役
立
て
て
い
ま
す
。（
参
考
画

像
・
胸
腰
椎
用
半
硬
性
コ
ル
セ
ッ
ト
）
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但
し
、
こ
れ
ら
の
工
夫
で
も
圧
迫
骨
折
に
よ

る
疼
痛
が
十
分
に
抑
制
さ
れ
る
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
交
通
外
傷
と
し
て
の
外
傷
性
頚
部

症
候
群（
鞭
打
ち
症
）の
場
合
と
同
様
に
、
圧
迫

骨
折
の
受
傷
直
後
よ
り
腰
部
の
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ

ン
ト
注
射
を
行
う
事
で
、
疼
痛
の
ス
ト
レ
ス
に

よ
る
血
流
障
害
を
予
防
し
て
ほ
ぼ
全
例
に
長
引

く
腰
痛
の
残
存
が
無
い
状
態
で
約
二
ヶ
月
間
で

治
療
を
終
了
し
て
い
ま
す
。

退
院
の
1
週
間
前（
受
傷
約
7
週

後
）に
軟
性
コ
ル
セ
ッ
ト
に
変
更（
手

持
ち
が
な
け
れ
ば
腰
椎
用
軟
性
コ
ル

セ
ッ
ト
を
作
成
）し
て
予
防
用
と
し
て

い
ま
す
。

後
述
し
ま
す
が
、
一
般
的
に
交
感

神
経
の
抑
制
が
骨
折
の
化
骨
形
成
を

抑
制
す
る
多
く
の
臨
床
経
験
が
あ
り

ま
し
た
が
、
幸
い
、
脊
椎
圧
迫
骨
折

の
場
合
は
骨
癒
合
を
阻
害
し
な
い
事

例
が
多
く
の
臨
床
経
験
に
よ
り
確
か

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

左
右
に
一
対
ず
つ
存
在
す
る
手
足

の
骨
格
と
は
異
な
り
、
脊
柱
は
体
幹

の
中
央
に
位
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
交

感
神
経
に
よ
る
脊
椎
組
織
の
栄
養
細

動
脈
は
特
殊
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
？

こ
れ
は
、
側
弯
症
に
も
関
係
す
る

事
項
と
考
え
ま
す
。

脊
椎
圧
迫
骨
折
の
際
の
腰
部
痛（
更
に
は
下

肢
の
疼
痛
や
痺
れ
感
）に
対
し
て
、
骨
折
痛
と

い
う
強
い
ス
ト
レ
ス
に
て
交
感
神
経
が
過
緊
張

状
態
と
な
り
下
半
身
の
血
流
障
害
が
生
じ
て
支

配
領
域
の
阻
血
痛
や
痺
れ
感
が
生
じ
る
病
状
と

い
う
事
で
、
頸
部
の
例
に
習
い
、
外
傷
性
腰
部

症
候
群（
私
流
の
正
式
名
称
・
外
傷
性
腰
部
交

感
神
経
過
緊
張
症
候
群
）と
い
う
病
名
を
付
け

て
い
ま
す
。

肋
骨
骨
折
の
場
合
も
、
骨
折
部
の
固
定
が
不

十
分
に
成
り
勝
ち
で
す
が
、
骨
折
痛
に
よ
る
身

体
的
ス
ト
レ
ス
が
血
流
障
害
を
惹
起
し
て
頑
固

な
胸
腰
部
の
筋
肉
痛
が
余
り
生
じ
な
い
事
は
幸

い
で
す
が
、
何
か
理
由
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
？生

命
維
持
に
最
重
要
な
心
臓
と
肺
を
保
護
す

る
外
壁
の
役
目
を
し
て
い
る
肋
骨
の
骨
折
が
心

臓
と
肺
に
悪
影
響（
血
流
低
下
）を
与
え
な
い
機

構
が
存
在
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
骨
折
に
因
る
強
い
ス
ト
レ
ス
が
生

じ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
肋
間
筋（
呼
吸
補
助
筋
）の

阻
血
痛（
よ
く
肋
間
神
経
痛
と
誤
診
）が
余
り
生

じ
な
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

▔
変
形
性
関
節
症
に
関
す
る
私
見�

▁

肩
関
節
の
疼
痛
は
希
な
病
状
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

X
線
写
真
で
関
節
の
変
形
が
無
い
場
合
は
、

肩
関
節
周
囲
炎
と
い
う
症
状
を
的
確
に
表
現
し

▲胸腰椎用半硬性コルセット
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て
い
る
病
名
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
肩
関
節
の
関
節
面
に
は
異
常
所
見

（
変
形
性
関
節
症
）を
認
め
ま
せ
ん
が
、
肩
関
節

周
囲
の
疼
痛
が
生
じ
て
い
る
状
態
と
い
う
事
に

な
り
ま
す
。

私
は
、
こ
の
疼
痛
は
血
流
障
害
に
よ
る
関
節

周
囲
の
骨
格
筋
の
阻
血
痛（
非
炎
症
性
）で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

約
５
年
間
に
渡
り
肩
関
節
の
X
線
写
真
を

撮
影
し
た
例
か
ら
、
肩
関
節
周
囲
炎
か
ら
変
形

性
肩
関
節
症
に
進
展
し
増
悪
す
る
経
過
の
所
見

を
経
験
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
血
流
障
害
に
て
最
初
は
肩
関
節
周

囲
の
骨
格
筋
の
筋
肉
痛
が
生
じ
、
増
悪
す
る
と

関
節
面
の
障
害
に
も
波
及
す
る
様
に
な
る
と
い

う
事
実
で
す
。

肩
関
節
は
、
荷
重
関
節
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
膝
関
節
の
様
な
荷
重
に
よ
る
関
節
軟
骨
の

菲
薄
化
は
生
じ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
関
節
軟
骨
の
菲
薄
化
は
、
肩
関
節

組
織
を
栄
養
す
る
細
動
脈
の
血
流
障
害
に
よ
る

関
節
へ
の
栄
養
の
障
害
に
て
軟
骨
の
正
常
な
生

成
が
抑
制
さ
れ
て
い
る
事
が
原
因
と
考
え
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。

勿
論
、
膝
関
節
の
場
合
も
例
外
で
は
無
く
、

血
流
障
害
に
よ
り
関
節
周
囲
の
疼
痛（
膝
関
節

周
囲
炎
）が
生
じ
、
進
行
す
る
と
荷
重
面
の
関

節
軟
骨
の
菲
薄
化（
荷
重
に
よ
る
軟
骨
の
消
耗

化
が
軟
骨
の
再
生
能
力
を
上
回
る
）や
関
節
縁

の
骨
棘
形
成（
関
節
の
機
能
を
正
常
に
保
と
う

と
す
る
防
御
的
な
反
応
）や
更
に
進
行
す
る
と

関
節
面
の
破
壊（
現
状
維
持
の
修
復
作
業
が
追

い
つ
か
な
い
状
態
？
）が
生
じ
て
き
ま
す
。

尚
、
変
形
性
関
節
症
の
場
合
は
関
節
液
の
増

加
を
認
め
る
例
が
多
く
あ
り
、血
流
障
害
時（
静

脈
の
環
流
障
害
時
）に
皮
下
の
間
質
に
浸
出
液

が
貯
留
す
る
浮
腫
と
同
様
に
、
関
節
組
織
の
栄

養
を
司
っ
て
い
る
滑
膜
の
機
能
と
し
て
の
関
節

内
の
代
謝
後
の
老
廃
物
の
排
出
先
で
あ
る
静
脈

側
の
血
流
障
害
に
よ
る
排
出
障
害
が
生
じ
て
い

る
状
態
と
考
え
ま
す
。

因
み
に
、
下
腿
の
静
脈
瘤
は
静
脈
の
血
流
障

害（
重
力
作
用
が
禍
す
る
環
流
障
害
で
う
っ
血
）

と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト

注
射
で
改
善
す
る
例
を
認
め
て
い
ま
す
。

関
節
液
を
排
除
す
る
処
置
は
賛
否
が
分
か
れ

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
疼
痛
が
強
い
場
合
は
排
液

を
行
い
、
局
所
麻
酔
剤
を
数
㎖
（
局
麻
剤
に
よ

る
約
３
日
間
の
疼
痛
緩
和
を
期
待
？
）と
ヒ
ア

ル
ロ
ン
酸
製
剤（
軟
骨
の
材
料
で
あ
る
が
効
果

は
不
詳
）、
更
に
強
い
疼
痛
時
に
限
り
ス
テ
ロ

イ
ド
剤（
両
刃
の
剣
）の
混
注
が
効
果
的
で
す
。

関
節
内
へ
の
注
入
療
法
は
、
レ
セ
プ
ト
請
求

上
、
週
１
回
が
限
度
で
す
が
、
臨
床
経
験（
改

善
状
態
に
成
ら
ず
足
踏
み
状
態
）か
ら
週
２
回

（
３
～
４
日
に
１
回
）の
関
節
内
注
入
が
疼
痛
改

善
に
は
必
要
と
考
え
ま
す
。

関
節
痛
が
生
じ
て
い
る
関
節
に
於
い
て
X

線
写
真
で
関
節
の
変
形
が
生
じ
て
い
な
い
場
合

は
、（
関
節
名
）＋（
周
囲
炎
）と
い
う
病
名
が
相

応
し
い
と
考
え
ま
す
。

因
み
に
、
膝
関
節
周
囲
炎
の
範
疇
の
圧
痛
部

位
別
の
病
名
と
し
て
、
膝
蓋
腱
炎
、
膝
蓋
腱
付

着
炎
、
鵞
足
炎
、
腸
脛
靱
帯
炎
等
が
あ
り
ま
す

が
、
圧
痛
部
位
へ
の
局
麻
剤
の
注
入（
ト
リ
ガ

ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
）に
て
約
２
時
間
の
除
痛
お

よ
び
局
所
の
血
流
改
善
に
て
約
３
日
間
の
疼
痛

緩
和
の
期
間
を
認
め
ま
す
。

手
指
の
D
I
P
関
節
の
変
形
性
関
節
症
は
、

関
節
リ
ウ
マ
チ
と
誤
診
さ
れ
る
例
が
あ
り
、
何

故
か
強
い
変
形
が
生
じ
る
事
が
一
般
的
で
如
何

に
も
痛
そ
う
で
す
が
、
特
別
に
ヘ
バ
ー
デ
ン
結

節
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

手
指
の
変
形
性
関
節
症
が
P
I
P
関
節
に

は
殆
ど
生
じ
ま
せ
ん
が
、
何
故
で
し
ょ
う
か
？

こ
れ
は
、
D
I
P
関
節
の
変
形
性
関
節
症

が
何
故
生
じ
る
の
か
と
の
表
裏
の
疑
問
で
す
。

疼
痛
が
強
い
時
に
は
、
頚
部
の
同
側
の
タ
イ

ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
が
効
果
的
で
あ
り
、
血
流

障
害
が
主
因
で
あ
る
事
を
示
唆
し
ま
す
。

手
根
管
症
候
群
と
い
う
正
中
神
経
が
手
関
節

部
の
横
手
根
靱
帯
の
ア
ー
ケ
ー
ド
の
下
を
通
る

部
位（
手
根
管
）で
絞
扼
さ
れ
て
母
指
か
ら
環
指

に
か
け
て
疼
痛
や
痺
れ
感
を
生
じ
る
疾
患
が
あ
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り
ま
す
。

こ
の
疾
患
の
確
定
診
断
は
、
母
指
か
ら
環
指

に
か
け
て
の
知
覚
鈍
麻
及
び
、
絞
扼
部
を
叩
く

事
で
母
指
か
ら
環
指
へ
の
放
散
痛
が
生
じ
る
テ

ィ
ネ
ル
・
サ
イ
ン
が
陽
性
の
理
学
検
査
所
見
で

す
。も

し
、
手
の
痺
れ
が
生
じ
て
い
る
だ
け
で
確

定
診
断
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
血
流
障
害
に
よ

る
痺
れ
感
の
可
能
性
を
考
え
、
頸
部
の
同
側
の

タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
を
行
う
事
で
、
鑑
別

診
断
が
出
来
ま
す
。

顎
関
節
症
と
い
う
比
較
的
多
い
顎
関
節
部
の

疼
痛
が
生
じ
る
疾
患
が
有
り
ま
す
が
、
痛
み
の

原
因
は
関
節
自
体
よ
り
も
咀
嚼
筋（
側
頭
筋
と

咬
筋
）の
筋
肉
痛（
顎
関
節
周
囲
炎
！？
）が
大
半

で
す
の
で
、
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
が
効
果

的
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
変
形
性
膝
関
節
症
や
関
節
リ
ウ

マ
チ（
リ
ウ
マ
チ
性
膝
関
節
炎
）の
極
限
期
に
全

人
工
膝
関
節
置
換
術（
T
K
A
）を
実
施
し
た
場

合
は
膝
関
節
の
疼
痛
は
原
則
的
に
は
消
失
し
ま

す
が
、
術
後
に
起
き
な
い
筈
の
関
節
痛
が
生
じ

て
、
一
瞬
、
術
後
感
染
症
が
生
じ
た
の
か
と
青

ざ
め
ま
す
が
、
感
染
の
所
見
は
無
く
何
が
起
き

た
の
か
途
方
に
暮
れ
ま
す
が
、
血
流
障
害
が
原

因
で
あ
る
膝
関
節
周
囲
炎
が
生
じ
て
い
た
と
い

う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
、
腰
部
の
同
側
の
タ
イ

ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
で
改
善
し
ま
し
た
。

関
節
リ
ウ
マ
チ
の
膝
関
節
の
特
徴
は
、
荷
重

面
以
外
に
も
関
節
全
体
の
軟
骨
の
菲
薄
化
が
生

じ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
す
。

こ
れ
こ
そ
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
は
血
流
障
害
が

病
因
で
は
な
い
か
と
私
が
考
え
る
理
由
で
す
。

更
に
、
関
節
の
栄
養
を
司
っ
て
い
る
関
節
滑

膜
の
増
殖
が
特
徴
的
で
す
が
、
関
節
内
の
栄
養

不
足
を
懸
命
に
改
善
す
る
過
程
で
増
殖
し
て
機

能
を
増
加
し
て
修
復
作
業
を
行
っ
て
い
る
結
果

と
考
え
ま
す
。

更
に
、
関
節
面
の
骨
組
織
の
欠
損
部（
骨
嚢

腫
）に
滑
膜
が
入
り
込
ん
で
い
る
事
が
認
め
ら

れ
る
時
に
は
、
滑
膜
が
関
節
を
破
壊
す
る
犯
人

で
あ
る
と
の
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私

の
解
釈
は
全
く
逆
で
、
関
節
の
栄
養
障
害
に
よ

り
修
復
の
限
界
を
超
え
て
生
じ
た
関
節
の
骨
組

織
の
破
壊
跡
の
骨
嚢
腫
に
入
り
込
ん
で
、
栄
養

を
補
給
し
て
懸
命
に
修
復
し
よ
う
と
し
て
い
る

涙
ぐ
ま
し
い
努
力
の
現
れ
と
し
か
思
え
ま
せ

ん
。

滑
膜
が
悪
者
と
考
え
ら
れ
て
、
滑
膜
切
除
が

行
わ
れ
て
い
る
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

関
節
リ
ウ
マ
チ
が
変
形
性
関
節
症
と
大
き
な

違
い
と
し
て
、
関
節
液
の
粘
性
の
低
下
や
デ
ブ

リ
ス
と
呼
ば
れ
る
老
廃
物
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
滑
膜
に
よ
り
産
生
さ
れ
る
関
節
液

の
成
分
の
栄
養
不
足
や
老
廃
物
の
代
謝
障
害
の

現
れ
と
考
え
ま
す
。

関
節
リ
ウ
マ
チ
の
重
症
例
で
は
、
関
節
が
破

壊
さ
れ
尽
く
し
て
不
思
議
に
炎
症（
関
節
痛
）が

沈
静
化
し
て
い
る
例
を
認
め
ま
す
が
、
関
節
が

破
壊
さ
れ
尽
く
し
て
関
節
機
能
が
消
失
し
た
結

果
、
修
復
す
る
過
程
で
生
じ
る
筈
の
炎
症
さ
え

も
無
駄
と
の
関
節
組
織
の
判
断
な
の
か
、
僅
か

に
炎
症
が
燻
り
続
け
る
焼
け
野
が
原
の
状
態
と

考
え
ま
す
。

こ
の
状
態
で
は
、
関
節
破
壊
の
張
本
人
と
目

さ
れ
て
い
る
滑
膜
の
増
殖
も
関
節
の
機
能
維
持

と
い
う
目
標
を
無
く
し
て
認
め
無
く
な
り
ま

す
。

▔
痛
風
発
作
の
怪�

▁

高
尿
酸
血
症
で
生
じ
る
痛
風
発
作
は
比
較
的

多
い
疾
患
で
す
。

痛
風
発
作
の
好
発
部
位
が
母
趾
の
M
T
P

関
節
で
あ
る
事
も
有
名
で
す
が
、
理
由
は
不
詳

で
す
。

発
作
時
に
は
関
節
内
に
析
出
し
た
尿
酸
結
晶
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が
異
物
と
し
て
認
識
さ
れ
て
免
疫
反
応
が
発
生

し
て
非
常
に
強
い
疼
痛（
風
が
吹
い
て
も
増
悪

す
る
痛
み
と
の
意
味
合
い
の
通
説
）を
伴
う
炎

症
が
生
じ
ま
す
。

尿
酸
は
、
人
類
の
進
化
の
過
程
で
尿
酸
オ
キ

シ
ダ
ー
ゼ
活
性
の
故
意
？
の
失
活
に
よ
り
プ
リ

ン
体
の
最
終
産
物
と
な
り
、
腎
臓
か
ら
の
尿
や

腸
間
膜
か
ら
の
便
と
し
て
排
出
さ
れ
る
事
に
な

り
ま
す
が
、
体
内
の
最
大
の
抗
酸
化
作
用
を
有

す
る
物
質
で
も
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
尿
酸
は
、
細
菌
の
殺
菌
作
用
に
利

用
さ
れ
る
一
方
で
細
胞
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る

善
悪
の
物
質
で
あ
る
活
性
酸
素
と
互
い
に
打
ち

消
し
合
う
抗
酸
化
作
用
に
て
体
内
の
健
康
を
維

持
す
る
為
に
、
老
廃
物
で
あ
る
血
中
の
尿
酸
濃

度
を
敢
え
て
下
げ
な
い
生
体
防
御
機
構
が
働
い

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
尿
酸
は
血
液
中
に
溶
解
し
難
い

物
質
の
筆
頭
で
有
り
、
関
節
内（
痛
風
発
作
）や

皮
下（
痛
風
結
節
）に
析
出
す
る
事
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

血
液
中
の
尿
酸
濃
度
は
3
・
6
か
ら
8
・
3

㎎
／
㎗
程
度
で
あ
り
、
こ
れ
以
上
に
増
加
す
る

と
、
析
出
し
て
結
晶
化
す
る
事
が
論
理
的
に
推

測
さ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
ル
ー
チ
ン
の
血
液
検
査
で
は
、

何
と
！
、
11
㎎
／
㎗
を
超
え
る
例
を
特
に
女
性

に
時
々
見
か
け
ま
す
。

飽
和
濃
度（
8
・
3
㎎
／
㎗
程
度
）を
超
え
る

尿
酸
が
、
血
液
中
に
ど
の
様
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
で

溶
解
可
能
と
な
っ
て
い
る
の
か
の
約
四
十
年
来

の
私
の
疑
問
に
対
す
る
回
答
の
文
献
を
未
だ
に

見
い
出
す
事
が
出
来
て
お
り
ま
せ
ん
。

も
し
、
全
身
を
循
環
中
の
血
液
内
で
尿
酸
が

析
出
す
る
と
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
D
I
C
（
原

因
の
一
つ
？
）に
陥
り
即
死
に
至
る
も
の
と
推

測
出
来
ま
す
。

痛
風
発
作
の
発
生
率
の
95
％
が
男
性
と
い
う

事
実
に
因
り
、
私
の
推
測
を
述
べ
ま
す
。

人
類
は
進
化
の
過
程
で
、
尿
酸
の
分
解
を
行

う
尿
酸
オ
キ
シ
ダ
ー
ゼ
活
性
の
失
活
を
敢
え
て

行
い
プ
リ
ン
体
の
最
終
産
物
と
し
て
の
尿
酸
の

血
中
濃
度
を
非
常
に
高
く
維
持
す
る
奇
跡
的
な

生
理
現
象
を
執
り
続
け
て
い
ま
す
。

尿
酸
は
腎
臓
で
排
出
さ
れ
る
過
程
で
約
90
％

が
再
吸
収
さ
れ
る
事
も
、
尿
酸
が
老
廃
物
で
は

無
く
生
体
に
大
変
貴
重
な
存
在
で
あ
る
事
を
物

語
っ
て
い
ま
す
。

女
性
は
、
妊
娠
と
出
産
と
育
児（
授
乳
）と
い

う
人
生
で
最
大
の
尊
い
難
事
業
を
一
手
に
引
き

受
け
て
い
ま
す
。

約
十
ヶ
月
間
の
妊
娠
期
間
中
や
更
に
出
産
後

の
授
乳
期
に
は
、
母
体
を
犠
牲
に
し
て
迄
も
胎

児
や
乳
児
へ
の
栄
養
分
を
十
分
に
補
給
し
続
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
に
な
り
ま
す
が
、
活
性

酸
素
と
い
う
組
織
毒
が
胎
児
や
乳
児
の
成
長
の

障
害
に
な
ら
な
い
様
に
、
合
目
的
に
高
濃
度
の

血
中
尿
酸
を
維
持
し
て
い
る
事
が
推
測
さ
れ
ま

す
し
、
こ
の
子
孫
を
残
す
崇
高
で
尊
い
大
事
業

の
最
も
重
要
な
期
間（
昔
は
十
人
程
度
の
子
供

を
も
う
け
る
場
合
が
一
般
的
で
あ
り
連
続
し
た

至
福
の
二
十
数
年
間
）に
痛
風
発
作
が
生
じ
な

い
様
な
強
固
な
機
構
が
働
い
て
い
る
も
の
と
考

え
ま
す
。（
独
り
言
・
生
理
と
は
、
卵
子
が
新
居

を
設
け
て
永
久
の
命
を
宿
す
為
に
精
子
と
の
束

の
間
の
出
会
を
熱
望
し
ま
す
が
、
叶
わ
ず
に
新

居
と
共
に
消
え
去
る
際
に
流
す
悲
し
み
の
血
の

涙
哉
）

痛
風
発
作
の
ス
イ
ッ
チ
が
ど
の
様
な
目
的
で

入
る
の
か
は
余
り
解
明
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
血
中
の
尿
酸
の
濃
度
が
高
く
な
っ
た
為
と

い
う
単
純
な
理
由
で
は
無
い
事
は
確
実
と
考
え

ま
す
。

血
中
尿
酸
を
高
濃
度
に
保
つ
機
構
の
一
環
と

し
て
、
血
中
で
尿
酸
の
析
出
が
起
こ
り
そ
う
な

状
況
に
な
っ
た
場
合
に
、
D
I
C
に
至
ら
な

い
安
全
な
閉
鎖
空
間
で
あ
る
関
節
内
で
の
尿
酸

の
析
出
が
生
じ
る
事
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
筋
書
き
を
考
え
ま
す
。

筋
肉
痛
は
無
理
な
筋
肉
活
動
の
抑
制
を
促
す

警
報
で
あ
り
、
そ
の
他
の
部
位
の
疼
痛
も
安
静

や
行
動
の
中
止
を
促
す
警
報
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
痛
風
発
作
も
安
静
を
促
す
警
報
と
解

釈
す
る
事
が
妥
当
で
し
ょ
う
か
？
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痛
風
と
似
た
疾
患
と
し
て
、
高
齢
者
に
好
発

す
る
ピ
ロ
リ
ン
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
が
関
節
内（
膝

関
節
が
好
発
部
位
で
軟
骨
組
織
に
沈
着
し
て
関

節
内
に
剥
離
）に
析
出
し
て
結
晶
化
す
る
偽
痛

風
発
作
が
あ
り
ま
す
が
、
何
が
発
作
の
原
因
で

あ
る
か
不
詳
で
あ
り
、
安
静
を
促
す
目
的
の
警

報
と
解
釈
す
る
事
が
妥
当
で
あ
る
理
由
が
曖
昧

で
あ
り
、
大
変
迷
惑
な
疾
患
と
言
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
が
ピ
ロ
リ
ン
酸
カ
ル
シ
ウ
ム

の
代
謝
時
に
触
媒
と
し
て
必
要
と
の
事
で
、
便

秘
時
に
使
用
さ
れ
る
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
製
剤
を
服

用
し
て
頂
い
た
事
が
あ
り
ま
す
が
、
偽
痛
風
発

作
を
予
防
す
る
効
果
は
不
詳
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
痛
風
発
作
と
推
測
し
て
血
中
尿

酸
値
を
測
定
し
た
と
こ
ろ
、
正
常
値
の
上
限
の

7
㎎
／
㎗
以
下
の
正
常
の
値
を
認
め
る
例
が
多

く
あ
り
ま
す
が
、
尿
酸
値
が
正
常
の
値
に
て
痛

風
発
作
で
は
無
い
と
判
断
し
誤
診
が
生
じ
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

何
故
、
高
尿
酸
血
症
が
あ
る
の
に
痛
風
発
作

時
に
は
尿
酸
値
が
低
下
す
る
の
か
と
い
う
疑
問

に
対
す
る
明
確
な
説
明
の
文
献
を
見
か
け
ま
せ

ん
が
、
腎
臓
か
ら
の
尿
酸
の
再
吸
収
を
抑
制
し

て
尿
中
に
排
泄
し
て
高
尿
酸
状
態
を
一
時
的
に

解
除
す
る
為
の
一
連
の
目
的
不
詳
な
生
体
防
御

反
応
の
一
環
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

又
、
痛
風
発
作
に
て
約
1
週
間
の
炎
症
期
間

が
あ
り
ま
す
が
、
疼
痛
抑
制
の
為
の
抗
炎
症
剤

の
投
与
と
共
に
高
尿
酸
血
症
を
改
善
す
る
尿
酸

低
下
剤
を
投
与
す
る
と
、
炎
症
期
間
が
何
故
か

遷
延
し
て
沈
静
化
が
遅
れ
る
例
が
多
々
あ
り
ま

す
の
で
、
良
か
れ
と
し
て
投
与
す
る
尿
酸
低
下

剤
の
投
与
は
炎
症
が
沈
静
化
し
た
状
態
に
於
い

て
高
尿
酸
血
症
を
確
か
め
て
か
ら
投
与
を
行
う

事
が
肝
要
で
す
。

以
上
の
様
に
、
尿
酸
に
ま
つ
わ
る
多
く
の
謎

が
残
存
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

▔
血
管
炎�

▁

血
管
炎
症
候
群
と
い
う
一
連
の
炎
症
疾
患

が
あ
り
、
中
で
も
A
N
C
A
関
連
血
管
炎

（
A
N
C
A
（
抗
好
中
球
細
胞
質
抗
体
）と
い

う
血
中
の
抗
体
が
陽
性
の
自
己
免
疫
疾
患
）は

全
身
の
筋
肉
痛
や
関
節
痛
を
伴
う
事
が
多
く
、

C
R
P
が
高
値
を
示
し
増
悪
と
寛
解
を
周
期

的
に
繰
り
返
す
例
が
多
く
あ
り
ま
す
。

関
節
リ
ウ
マ
チ
と
リ
ウ
マ
チ
性
多
発
筋
痛
症

と
A
N
C
A
関
連
血
管
炎
の
共
通
の
所
見
は
、

C
R
P
が
高
値
で
あ
り
、
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
が

特
効
薬
で
あ
り
、
増
悪
と
寛
解
を
周
期
的
に
繰

り
返
す
事
で
す
。

関
節
リ
ウ
マ
チ
の
主
な
罹
患
部
位
は
比
較
的

小
さ
な
関
節
で
あ
り
、
リ
ウ
マ
チ
性
多
発
筋
痛

症
の
主
な
罹
患
部
位
は
肩
関
節
周
囲
や
股
関
節

周
囲
の
様
な
大
き
な
関
節
を
動
か
す
骨
格
筋
組

織
の
筋
肉
痛
で
す
が
、
A
N
C
A
関
連
血
管

炎
で
は
関
節
痛
と
筋
肉
痛
の
両
方
の
症
状
が
現

れ
ま
す
。

す
る
と
、
A
N
C
A
関
連
血
管
炎
が
関
節

リ
ウ
マ
チ
と
リ
ウ
マ
チ
性
多
発
筋
痛
症
の
発
症

原
因
の
鍵
を
握
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
と
リ
ウ
マ
チ
性
多

発
筋
痛
症
は
、
両
者
と
も
血
管
炎（
罹
患
血
管

の
違
い
？
）が
病
因
で
は
な
い
か
と
い
う
事
に

な
り
ま
す
。

私
の
推
測
で
す
が
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
は
関
節

の
栄
養
細
動
脈
に
血
管
炎
が
生
じ
て
血
管
の
内

腔
が
狭
窄
す
る
結
果
、
重
度
な
血
流
障
害
に
よ

る
重
症
の
関
節
の
栄
養
障
害
が
生
じ
て
関
節
の

破
壊
を
生
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
。正

に
、
血
管
炎
が
著
し
い
悪
性
関
節
リ
ウ
マ

チ
は
そ
の
典
型
と
言
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
は
、
標
的
器
官
で
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あ
る
隠
れ
た
血
管
炎
を
治
療（
血
流
を
改
善
）す

る
事
が
本
来
の
治
療
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

更
に
推
測
し
ま
す
と
、
細
動
脈
自
体
は
血
管

内
腔
の
血
液
か
ら
栄
養
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
無

く
、
細
動
脈
に
伴
走
す
る
栄
養
血
管
か
ら
栄
養

さ
れ
て
い
る
訳
で
あ
り
、
こ
の
栄
養
血
管
の
血

流
障
害
が
生
じ
る
と
細
動
脈
の
主
に
中
膜（
血

管
の
周
囲
を
取
り
囲
ん
で
い
る
平
滑
筋
の
筋

層
）の
栄
養
障
害
が
起
こ
り
、
組
織
を
修
復
す

る
為
の
炎
症（
C
R
P
が
高
値
で
疼
痛
）が
生

じ
ま
す
が
、
中
膜
の
壊
死
に
因
る
繊
維
化
を
来

す
血
管
炎
ま
で
進
展
す
る
と
細
動
脈
の
器
質
的

な
狭
窄
に
よ
る
重
度
な
血
流
障
害
が
生
じ
る
と

い
う
筋
書
き
を
考
え
ま
す
。

関
節
リ
ウ
マ
チ
で
特
徴
的
な
症
状
と
し
て
、

「
朝
の
こ
わ
ば
り
」が
あ
り
ま
す
が
、
一
日
中
で

最
も
気
温
が
低
く
な
る
早
朝
は
体
が
冷
え
て
体

温
が
低
下
す
る
事
に
な
り
ま
す
の
で
、
体
温
の

低
下
を
防
ぐ
為
に
末
梢
血
管
が
収
縮
し
て
血
流

が
更
に
低
下
す
る
事
で
、
指
の
こ
わ
ば
り
感
が

生
じ
る
事
に
な
る
も
の
と
推
測
し
ま
す

増
悪
と
寛
解
を
周
期
的
に
繰
り
返
す
理
由
と

し
て
は
、
血
管
炎
が
発
症
し
て
罹
患
血
管
の
狭

窄
が
高
度
に
な
る
と
疼
痛
等
の
増
悪
を
来
し

ま
す
が
、
組
織
を

栄
養
す
る
代
替
え

の
新
生
血
管
が
増

生
し
始
め
て
血
流

が
回
復
し
て
来
る

と
、
血
流
障
害
に

よ
り
生
じ
て
い
た

関
節
炎
に
因
る
疼

痛
等
の
症
状
が
改

善
し
て
寛
解
状
態

に
な
る
と
の
筋
書

き
が
考
え
ら
れ
ま

す
。（
参
考
イ
ラ
ス

ト
・
動
脈
の
構
造
）

そ
こ
で
、
血
管

炎
を
伴
っ
て
い
る

と
考
え
る
こ
れ
ら
の
３
疾
患
の
場
合
は
、
血
流

増
加
を
期
待
し
て
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
を

行
い
、
あ
る
程
度
疼
痛
が
軽
減
し
て
い
る
例
を

経
験
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
３
疾
患
が
罹
患
し
て
い
る
細
動
脈

の
違
い
で
、
臨
床
症
状
が
異
な
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
？

血
管
炎
と
い
う
炎
症
の
消
炎
効
果
と
し
て
ス

テ
ロ
イ
ド
剤
は
絶
大
で
す
が
、
血
管
炎
の
修
復

を
阻
害
し
た
り
様
々
な
副
作
用
も
生
じ
る
と
い

う
功
罪
の
考
慮
が
必
要
で
あ
り
、
ス
テ
ロ
イ
ド

剤
の
投
与
量
は
炎
症
に
よ
る
疼
痛
を
抑
制
す
る

最
小
限
に
抑
え
、
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
に

よ
る
血
流
増
加
を
強
力
に
行
い
血
管
炎
の
再
発

の
予
防
を
期
待
す
る
事
が
理
に
叶
っ
て
い
る
と

考
え
ま
す
。

こ
れ
ら
の
３
疾
患
は
、
炎
症（
疼
痛
）の
増
悪

と
寛
解
を
繰
り
返
す
疾
患
で
あ
り
、
寛
解
時
！

に
血
流
障
害
に
よ
る
炎
症
の
再
発
を
防
止
す
る

目
的
で
、
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
を
定
期
的

（
週
２
回
程
度
）に
行
っ
て
お
く
事
も
効
果
的
と

考
え
ま
す
。

副
腎
皮
質
で
１
日
に
数
㎎
が
生
合
成
さ
れ
て

い
る
グ
ル
コ
コ
ル
チ
コ
イ
ド（
免
疫
系
の
暴
走

を
抑
制
？
）を
元
に
ス
テ
ロ
イ
ド
剤（
プ
レ
ド
ニ

ゾ
ロ
ン
等
）が
合
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
１
日

数
㎎
程
度
の
長
期
間
服
用
で
は
殆
ど
副
作
用
は

生
じ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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近
年
、
生
物
学
的
製
剤
が
、
関
節
リ
ウ
マ
チ

等
の
炎
症
疾
患
の
炎
症
を
強
力
に
抑
制
す
る
と

の
臨
床
の
高
い
評
価
を
受
け
て
新
規
の
開
発
が

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
面
目
が
あ
り
ま
せ
ん

が
処
方
の
経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
で
、
A
N
C
A
関
連
血
管
炎
で
は

A
N
C
A
と
い
う
血
中
に
自
己
抗
体
が
認
め

ら
れ
ま
す
が
、
血
流
障
害
に
因
る
血
管
の
主
に

中
膜
の
壊
死
が
生
じ
る
際
に
、
壊
死
物
質
を
排

除
す
る
為
の
掃
除
屋
の
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
が
活

動
す
る
際
の
一
連
の
免
疫
反
応
時
に
、
壊
死
物

質
を
抗
原
と
認
識
す
る
抗
体
が
作
成
さ
れ
る
事

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

更
に
、
滑
膜
を
抗
原
と
す
る
自
己
免
疫
疾
患

と
考
え
ら
れ
て
い
る
関
節
リ
ウ
マ
チ
も
同
様
な

機
序
が
生
じ
て
い
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

閉
塞
性
血
栓
性
血
管
炎（
バ
ー
ジ
ャ
ー
病
）と

い
う
原
因
が
不
明
で
血
管
炎
が
生
じ
て
末
梢
細

動
脈
が
全
体
に
細
く
な
り
、
血
栓
が
出
来
た
り

し
て
十
分
な
血
流
が
保
て
な
く
な
る
疾
患
が
あ

り
ま
す
。

20
歳
か
ら
50
歳
ま
で
特
に
30
歳
代
の
高
度

な
喫
煙
者（
受
動
喫
煙
も
含
む
）で
ス
ト
レ
ス
が

過
多
な
人
に
多
発
す
る
事
で
、
タ
バ
コ（
ニ
コ

チ
ン
）に
よ
る
強
い
血
管
収
縮
作
用（
α
１
作

用
）が
発
症
の
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

末
梢
細
動
脈
が
全
体
に
細
く
な
る
と
の
記
述

は
、
交
感
神
経
の
α
１
作
用
に
て
細
動
脈
が
強

く
収
縮
し
て
い
る
状
態（
筋
硬
結
？
）で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。

臨
床
経
験
に
乏
し
い
の
で
す
が
、
上
記
の
３

疾
患
と
同
様
に
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
の
効

果
が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、
喫
煙
を
中
止
さ
せ
る

事
が
先
決
で
す
。

閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
は
、
閉
塞
性
血
栓
性
血

管
炎
の
罹
患
動
脈
よ
り
も
中
枢
側
の
太
い
動
脈

に
発
生
す
る
場
合
が
多
く
、
老
化
現
象
の
範
疇

で
論
じ
ら
れ
て
い
る
事
が
多
い
の
で
す
が
、
こ

ち
ら
も
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
の
効
果
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

突
発
性
難
聴
と
い
う
突
発
的
に
聴
覚
が
ほ
ぼ

消
失
す
る
疾
患
が
あ
り
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
の
服
用

が
効
果
を
示
し
ま
す
が
、
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト

注
射
が
特
効
で
注
射
後
数
分
で
聴
力
が
回
復
す

る
例
を
経
験
し
て
い
ま
す
。

ス
テ
ロ
イ
ド
依
存
性
感
音
難
聴
と
い
う
ス
テ

ロ
イ
ド
剤
の
投
与
を
続
け
な
い
と
難
聴
が
悪
化

す
る
と
い
う
難
病
が
あ
り
、
未
経
験
で
す
が
内

耳
を
栄
養
す
る
細
動
脈
が
血
管
炎
ま
で
増
悪
し

た
不
可
逆
性
の
状
態
を
考
え
ま
す
。

眼
疾
患
の
多
く
は
高
齢
者
が
罹
患
し
て
慢
性

に
進
行
し
ま
す
の
で
、
眼
組
織
を
栄
養
す
る
細

動
脈
の
血
管
炎（
老
化
現
象
？
）の
可
能
性
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

▔
脊
椎
疾
患�

▁

強
い
下
肢
痛
を
生
じ
る
疾
患
と
し
て
、
腰
椎

椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
が
有
名
で
す
。

こ
の
疾
患
で
は
、
第
１
腰
椎
レ
ベ
ル
の
脊
髄

の
円
錐
状
の
末
端（
脊
髄
円
錐
）よ
り
末
梢
の
神

経
線
維（
神
経
根
）が
馬
の
尾
の
様
に
束
と
な
っ

て
出
て
い
る
事
で
馬
尾
神
経
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
神
経
根
が
上
下
の
椎
体
で
構
成
さ

れ
る
左
右
の
椎
間
口
よ
り
出
入
り
す
る
所
で
椎

間
板
ヘ
ル
ニ
ア
に
よ
る
ヘ
ル
ニ
ア
塊
で
圧
迫
さ

れ
る
と
下
肢
の
強
い
疼
痛（
根
性
坐
骨
神
経
痛
）

や
運
動
神
経
や
知
覚
神
経
の
麻
痺
が
生
じ
る
事

に
な
り
ま
す
。

こ
の
耐
え
難
い
疼
痛
は
、
絞
扼
に
よ
り
馬
尾

神
経
の
痛
覚
神
経
線
維
の
信
号
伝
達
が
中
途
半

端
に
途
切
れ
た
り
通
電
し
た
り
す
る
度
に
強
い

電
気
信
号
と
な
り
大
脳
の
知
覚
野
に
伝
達
さ
れ

る
事
で
生
じ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

又
、
神
経
線
維
に
障
害
が
生
じ
て
い
る
事
で

過
敏
状
態
に
な
り
発
火
し
て
ア
ー
チ
フ
ァ
ク
ト

の
異
常
な
電
気
信
号
が
頻
発
し
て
い
る
事
も
考
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え
ら
れ
ま
す
。

神
経
根
の
圧
迫
を
解
除
す
る
為
に
は
、
手
術

に
よ
る
ヘ
ル
ニ
ア
塊
の
摘
除
が
必
要
に
な
り
ま

す
。因

み
に
、
三
叉
神
経
痛
は
、
脳
内
の
く
も
膜

下
腔
の
三
叉
神
経（
顔
面
の
知
覚
神
経（
眼
神

経
、
上
顎
神
経
、
下
顎
神
経
の
３
つ
の
神
経
束
）

の
集
合
体
）が
近
く
を
走
行
し
て
い
る
血
管
に

よ
り
圧
迫
を
受
け
る
事
で
生
じ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
直
接
の
鎮
痛
作
用
が
無
い
タ

イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
は
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
の

場
合
と
同
様
に
無
効
で
す
。

ヘ
ル
ニ
ア
塊
の
除
去
後
に
残
る
運
動
神
経
と

知
覚
神
経
の
不
全
麻
痺
は
自
然
に
改
善
す
る
事

は
困
難
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
タ
イ
ガ
ー

ポ
イ
ン
ト
注
射
に
て
血
流
を
増
加
さ
せ
る
事

で
、
瀕
死
の
状
態（
不
全
麻
痺
）に
あ
る
神
経
の

機
能
が
回
復
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

因
み
に
、
頸
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
と
い
う
比

較
的
希
な
耐
え
難
い
根
性
疼
痛
を
生
じ
る
疾
患

も
、
腰
椎
の
場
合
に
準
じ
る
病
態
で
あ
り
、
タ

イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
は
無
効
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
や
腰
椎
す

べ
り
症
の
場
合
も
腰
痛
や
坐
骨
神
経
痛
様
の
下

肢
の
疼
痛
や
痺
れ
感
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。こ

こ
で
、
血
流
障
害
に
よ
る
筋
肉
痛
や
痺
れ

感
が
合
併
し
て
い
る
可
能
性
を
考
慮
し
て
、
責

任
病
巣
を
判
定
す
る
為
に
腰
部
の
同
側
の
タ
イ

ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
を
行
う
事
を
お
勧
め
し
ま

す
。

▔
鍼
灸
及
び
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
温
熱
療
法�

▁

慢
性
疼
痛
の
治
療
法
と
し
て
鍼
灸
の
治
療
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

又
、
最
近
で
は
筋
膜
リ
リ
ー
ス
注
射
法
や
筋

膜
リ
リ
ー
ス
法
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
共
通
の
標
的
器
官
が
筋
肉
組
織
を

包
み
込
ん
で
い
る
筋
膜
組
織
と
い
う
事
で
す
。

筋
膜
組
織
に
は
、
筋
肉
組
織
の
状
態
を
常
時

モ
ニ
タ
ー
し
て
い
る
感
覚
神
経（
侵
害
受
容
器

で
あ
る
ポ
リ
モ
ー
ダ
ル
受
容
器
？
）が
存
在
し
、

筋
肉
活
動
時
に
は
筋
膜
の
動
き
の
刺
激
を
受
け

脊
髄
視
床
下
部
路
を
経
由
し
て
間
脳
の
視
床
下

部
の
自
律
神
経
核
群
に
信
号
を
送
っ
て
い
る
も

の
と
推
測
し
ま
す
。

次
に
、
こ
の
信
号
が
筋
肉
組
織
を
栄
養
す
る

細
動
脈
の
周
囲
を
取
り
囲
ん
で
い
る
平
滑
筋
の

β
２
受
容
体
に
作
用
し
て
平
滑
筋
を
弛
緩
さ
せ

て
細
動
脈
が
拡
張
し
て
血
流
が
増
加
し
て
筋
肉

組
織
の
阻
血
痛
を
緩
和
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
推
測
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
筋
膜
リ
リ
ー
ス
注
射
に
よ
り
筋
膜

部
分
に
注
射
を
行
い
ま
す
と
、
筋
膜
が
刺
激
を

受
け
て
感
覚
受
容
器
に
感
知
さ
れ
て
上
記
の
プ

ロ
セ
ス
に
て
筋
肉
組
織
の
阻
血
痛
が
改
善
す
る

事
に
な
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

こ
の
推
測
の
根
拠
は
、
筋
膜
リ
リ
ー
ス
注
射

に
於
い
て
一
般
的
に
生
理
食
塩
水
が
使
用
さ
れ

ま
す
が
、
局
麻
剤
を
使
用
す
る
場
合
は
鎮
痛
効

果
が
生
じ
な
い（
感
覚
受
容
器
が
麻
酔
さ
れ
て

信
号
が
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
る
）と
い
う
臨
床
事
実

に
因
り
ま
す
。

尚
、
筋
膜
リ
リ
ー
ス
法
は
古
来
か
ら
行
わ
れ

て
い
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
療
法
と
同
様
に
、
筋
膜
を

刺
激
す
る
事
で
筋
膜
リ
リ
ー
ス
注
射
と
同
様
な

機
序
に
て
血
流
が
増
加
し
て
疼
痛
の
緩
和
が
達

成
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

又
、
温
熱
療
法
は
古
来
か
ら
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
る
疼
痛
の
緩
和
療
法
で
す
が
、
体
を
温
め

る
事
で
上
昇
し
た
体
温
を
放
熱
す
る
目
的
で
発

汗
が
生
じ
、
上
昇
し
た
血
液
の
温
度
を
正
常
の

温
度
に
戻
す
為
の
放
熱
の
目
的
で
交
感
神
経
の

α
１
作
用
が
抑
制
さ
れ
て
細
動
脈
が
拡
張
し
て

血
流
が
増
加
し
ま
す
が
、
そ
の
結
果
と
し
て
阻

血
痛
が
改
善
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

関
節
運
動
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ（
A
K
A
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（
A
r
t
h
r
o
k
i
n
e
m
a
t
i
c 

A
p

p
r
o
a
c
h
））と
い
う
関
節
の
動
き
を
治

療
す
る
事
で
体
の
疼
痛
の
改
善
を
意
図
す
る
特

異
な
治
療
法
が
6
6
6
あ
り
、
特
に
A
K
A

博
田
法
が
有
名
で
す
が
、
詳
し
く
は
有
り
ま
せ

ん
が
筋
膜
の
刺
激
に
よ
る
血
流
増
加
が
1
つ
の

効
果
と
考
え
ま
す
。

▔
発
癌
に
つ
い
て�

▁

発
癌
の
研
究
で
は
、
発
癌
物
質
の
研
究
が
主

流
と
思
わ
れ
ま
す
。

癌
化
は
正
常
細
胞
の
突
然
変
異
で
生
じ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
細
胞
の
突
然
変
異
を
起
こ
す
物

質（
発
癌
物
質
）の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
訳
で

す
。正

常
細
胞
の
癌
化
は
、
未
分
化
細
胞
が
成
熟

細
胞
に
分
化
の
際
の
細
胞
分
裂
時
に
突
然
変
異

が
生
じ
て
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
、
私
の
考
え
を
述
べ
ま
す
。

細
胞
分
裂
時
に
、
D
N
A
が
２
倍
の
４
倍

体
に
増
え
て
、
分
裂
を
司
る
紡
錘
体
が
２
倍
体

の
D
N
A
同
士
に
分
離
さ
せ
る
事
に
な
り
ま

す
が
、
こ
の
際
に
A
T
P
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

交
感
神
経
の
機
能
が
過
剰
に
な
る
と
末
梢
血

流
の
減
少
に
よ
り
血
中
の
グ
ル
コ
ー
ス
と
酸
素

の
供
給
が
低
下
し
て
有
酸
素
解
糖
系
の
機
能
が

不
十
分
と
な
り
A
T
P
の
産
生
が
減
少
し
て

細
胞
分
裂
の
際
の
紡
錘
体
の
機
能
が
低
下
し

て
、
誤
っ
て
１
倍
体
と
３
倍
体
の
D
N
A
に

分
離
さ
れ
る
と
、
1
倍
体
の
D
N
A
を
有
す

る
細
胞
は
致
死
因
子
と
な
り
直
ち
に
自
滅（
ア

ポ
ト
ー
シ
ス
）し
ま
す
が
、
巨
大
で
異
常
な
核

（
３
倍
体
以
上
の
D
N
A
）を
有
し
て
際
限
な

く
細
胞
分
裂
す
る
異
常
細
胞
が
生
き
残
っ
た
場

合
は
、
免
疫
に
関
与
す
る
リ
ン
パ
球
の
キ
ラ
ー

T
細
胞
に
認
識
さ
れ
て
抹
殺
さ
れ
る
事
に
な

り
ま
す
。

細
胞
分
裂
時
に
頻
繁
に
発
生
す
る
全
身
の
異

常
細
胞
を
キ
ラ
ー
T
細
胞
が
虱
潰
し
に
抹
殺

す
る
事
が
常
時
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
異
常
細

胞
の
一
部
が
キ
ラ
ー
T
細
胞
に
よ
る
抹
殺
を

免
れ
た
場
合
に
腫
瘍
細
胞
と
し
て
生
き
残
る
事

に
な
り
ま
す
。

交
感
神
経
の
機
能
が
過
剰
な
状
態
と
な
る
と

免
疫
機
能
が
抑
制
さ
れ
る
事
に
な
り
、
癌
化
し

た
異
常
細
胞
を
抹
殺
す
る
キ
ラ
ー
T
細
胞
の

活
動
が
低
下
す
る
事
に
な
る
も
の
と
考
え
ま

す
。以

上
の
様
に
、
交
感
神
経
の
機
能
の
過
剰
状

態
や
老
化
現
象
の
本
体
と
考
え
る
末
梢
血
流
の

減
少
状
態
が
細
胞
の
癌
化
に
大
き
な
要
因
に
な

っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

因
み
に
、
キ
ラ
ー
T
細
胞
の
暴
走（
正
常
細

胞
へ
の
過
剰
な
攻
撃
）を
防
ぐ
為
に
制
御
性
T

細
胞
に
よ
る
キ
ラ
ー
T
細
胞
の
暴
走
を
制
御

す
る
機
能
が
あ
り
ま
す
が
、
癌
細
胞
が
こ
の
機

能
を
悪
用
し
て
キ
ラ
ー
T
細
胞
か
ら
の
抹
殺

を
免
れ
よ
う
と
す
る
悪
知
恵
の
作
用
が
あ
り
、

癌
細
胞
の
こ
の
悪
用
を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
事
で
キ

ラ
ー
T
細
胞
の
癌
細
胞
を
抹
殺
す
る
働
き
を

促
進
す
る
抗
癌
剤（
日
本
で
開
発
の
オ
プ
ジ
ー

ボ
）が
脚
光
を
浴
び
て
い
ま
す
。

▔
圧
痛
に
つ
い
て�

▁

疼
痛
部
位
を
指
で
圧
迫
す
る
と
疼
痛
が
増
加

す
る
現
象
を
圧
痛
と
呼
び
ま
す
が
、
こ
の
現
象

を
十
分
に
考
察
し
て
い
る
文
献
を
知
り
ま
せ

ん
。
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筋
肉
痛
と
は
、
筋
肉
組
織
を
栄
養
す
る
細
動

脈
の
血
流
が
減
少
し
て
血
中
の
グ
ル
コ
ー
ス
や

酸
素
濃
度
が
低
下
し
て
有
酸
素
解
糖
系
に
よ
る

筋
肉
活
動
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
産
生
が
減

少
す
る
事
に
な
り
、
無
理
な
筋
肉
活
動
を
抑
制

し
よ
う
と
す
る
防
御
反
応
と
し
て
筋
肉
を
栄
養

す
る
細
動
脈
の
内
皮
細
胞
か
ら
生
体
の
最
大
の

発
痛
物
質
で
あ
る
ブ
ラ
ジ
キ
ニ
ン
が
分
泌
さ
れ

て
近
く
の
感
覚
神
経
に
捉
え
ら
れ
て
疼
痛
が
知

覚
さ
れ
る
事
に
な
る
現
象
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
圧
痛
と
は
、
圧
迫
し
た
部
位
の
細

動
脈
が
圧
排
さ
れ
て
血
流
の
一
時
的
な
途
絶
に

よ
り
血
流
不
足
が
増
悪
す
る
事
に
よ
り
ブ
ラ
ジ

キ
ニ
ン
が
更
に
分
泌
さ
れ
て
疼
痛
の
増
悪
が
生

じ
る
現
象
と
考
え
ま
す
。

因
み
に
、
尿
管
結
石
と
い
う
激
痛
を
伴
う
疾

患
が
あ
り
、
背
部
の
疼
痛
の
訴
え
の
部
位
を
指

で
強
く
押
さ
え
て
も
圧
痛
が
生
じ
な
い
事
と
血

尿
が
ほ
ぼ
確
定
の
診
断
法
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

つ
ま
り
、
一
部
の
例
外（
虫
垂
炎
等
の
消
化

器
疾
患
や
皮
膚
直
下
の
臓
器
疾
患
）を
除
い
て

内
臓
痛
は
圧
痛
が
生
じ
な
い
と
い
う
事
に
な
り

ま
す
。

骨
折
時
に
は
最
も
強
い
疼
痛
が
生
じ
ま
す

が
、
骨
折
と
い
う
最
も
重
症
の
外
傷
を
修
復
す

る
為
に
生
じ
る
炎
症
時
に
分
泌
さ
れ
る
最
大
の

発
痛
物
質
で
あ
る
ブ
ラ
ジ
キ
ニ
ン
が
疼
痛
の
原

因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

幸
い
、
骨
折
の
場
合
は
骨
折
部
位
を
ギ
ブ
ス

等
で
固
定
す
る
と
疼
痛
が
落
ち
着
く
事
が
多
く

の
場
合
は
認
め
ら
れ
ま
す
が
、
動
か
す
と
骨
組

織
を
被
覆
し
て
い
る
骨
膜
が
歪
む
事
で
骨
膜
内

の
侵
害
受
容
器
が
感
知
し
て
疼
痛
が
発
生
す
る

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

骨
折
は
外
力
に
よ
る
皮
質
骨
の
連
続
性
の
破

壊
に
よ
り
生
じ
て
X
P
に
て
診
断
の
確
定
が

出
来
ま
す
が
、
骨
折
ま
で
は
及
ば
ず
骨
内
組
織

で
あ
る
骨
髄（
海
綿
骨
）の
破
壊
に
よ
る
疼
痛

が
生
じ
る
骨
挫
傷
と
い
う
外
傷
名
が
最
近
の

M
R
I
検
査
の
普
及
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ

て
来
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
飛
び
降
り
て
踵
で
着
地
し
た
場
合

の
踵
骨
の
骨
挫
傷
や
膝
関
節
の
近
傍
の
脛
骨
顆

部
に
骨
挫
傷
が
生
じ
た
場
合
は
、
単
な
る
打
撲

と
は
異
な
り
荷
重
時
に
疼
痛
が
生
じ
る
事
と
な

り
ま
す
の
で
、
約
４
週
間
の
荷
重
歩
行
を
控
え

る
事
が
望
ま
れ
ま
す
。

荷
重
時
の
疼
痛
は
、
圧
痛
と
同
様
に
外
力
に

よ
る
骨
髄
組
織
の
損
傷
部
位
の
血
流
が
低
下
す

る
事
で
生
じ
る
も
の
と
推
測
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
骨
組
織
の
血
流
障
害
が
原
因
と
考

え
る
骨
壊
死（
骨
髄
組
織
の
壊
死
）の
病
態
に
も

共
通
す
る
疼
痛
と
考
え
ま
す
。

▔
無
意
識
で
使
わ
れ
て
い
る
血
流
増
加
薬�

▁

ノ
イ
ロ
ト
ロ
ピ
ン（
N
e
u
r
o
t
r
o
p

i
n
、
ワ
ク
シ
ニ
ア
ウ
イ
ル
ス
接
種
家
兎
炎
症

皮
膚
抽
出
液
）は
、
非
オ
ピ
オ
イ
ド
系
、
非
シ

ク
ロ
オ
キ
シ
ゲ
ナ
ー
ゼ
阻
害
剤
系
鎮
痛
剤
で

す
。 下

降
性
疼
痛
抑
制
系
と
呼
ば
れ
る
脊
髄
レ
ベ

ル
で
脳
で
の
痛
み
を
感
じ
難
く
す
る
作
用
、
鼻

粘
膜
の
ム
ス
カ
リ
ン
作
動
性
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン

受
容
体
の
数
が
減
少
す
る
事
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。ノ

イ
ロ
ト
ロ
ピ
ン
が
花
粉
症
に
効
果
を
示
す

の
は
こ
う
し
た
作
用
機
序
で
あ
り
、
末
梢
循
環

改
善
作
用
に
基
づ
く
患
部
冷
温
域
の
皮
膚
温
の

上
昇
が
あ
り
ま
す
。

ノ
イ
ロ
ト
ロ
ピ
ン
の
添
付
文
書
に
お
け
る
末

梢
の
血
流
増
加
の
記
述
箇
所
の
全
文
を
転
記
し

ま
す
。

「　

⑶ 

末
梢
循
環
改
善
作
用
に
基
づ
く
患
部

冷
温
域
の
皮
膚
温
上
昇
作
用

（
臨
床
）整
形
外
科
領
域
に
お
け
る
有
痛
性
患

者
の
患
部
皮
膚
温
に
対
す
る
本
剤
の
効
果
を
サ
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ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
で
評
価
し
た
。
本
剤
2 

錠（ 

8 

N
U
）の
経
口
投
与
に
よ
り
、
患
部
皮
膚
温

の
低
下
を
改
善
し（
健
側
・
患
側
の
温
度
差
縮

小
）、
患
部
冷
温
域
に
よ
り
強
く
作
用
す
る
選

択
効
果
が
示
唆
さ
れ
た
。」

こ
の
末
梢
血
流
の
増
加
作
用
こ
そ
、
こ
の
薬

の
本
来
の
薬
効
と
考
え
ま
す
。

常
用
量
の
２
倍
量
で
効
果
が
確
信
さ
れ
る
と

の
臨
床
で
の
感
想
が
あ
り
ま
す
の
で
、
レ
セ
プ

ト
請
求
上
で
常
用
量
の
増
加
の
許
可
を
希
望
し

ま
す
。

こ
の
薬
は
、
日
本
で
開
発
さ
れ
て
１
9
５
0

年
に
承
認
さ
れ
た
世
界
に
誇
れ
る
薬
と
思
い
ま

す
。有

効
成
分
を
抽
出
し
て
薬
効
の
本
質
の
究
明

を
念
願
し
ま
す
。

カ
ロ
ナ
ー
ル（
ア
セ
ト
ア
ミ
ノ
フ
ェ
ン
）は
、

脳
の
体
温
中
枢
に
働
き
か
け
、
熱
の
放
散
を
増

大
さ
せ
ま
す
。

鎮
痛
・
解
熱
作
用
が
あ
り
ま
す
が
、
抗
炎
症

作
用
は
殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
考
え
ら
れ
て
い
る
疼
痛
緩
和
の
機
序

は
、
中
枢
性
C
O
X
阻
害
に
加
え
て
カ
ン
ナ

ビ
ノ
イ
ド
受
容
体
や
セ
ロ
ト
ニ
ン
を
介
し
た
下

行
性
抑
制
系
の
賦
活
化
で
す
。

痛
み
の
シ
グ
ナ
ル
は
末
梢
神
経
終
末
→
脊
髄

→
脳
へ
と
上
行
性
に
伝
達
さ
れ
ま
す
が
、
逆
に

中
枢
側
で
あ
る
脳
か
ら
脊
髄
へ
と
下
行
性
に
痛

み
を
抑
制
す
る
シ
グ
ナ
ル
を
伝
達
す
る
経
路

（
下
行
性
疼
痛
抑
制
系
）が
あ
り
ま
す
が
、
カ
ロ

ナ
ー
ル
は
こ
の
経
路
を
活
性
化
す
る
事
で
鎮
痛

効
果
を
も
た
ら
す
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

又
、
視
床
下
部
の
体
温
調
節
中
枢
に
作
用
し

て
解
熱
作
用
を
発
現
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。発

熱
の
経
過
中
に
末
梢
血
管
が
弛
緩
し
て
血

流
が
増
加
し
て
血
液
温
が
血
管
外
に
放
熱
さ
れ

る
事
で
解
熱
作
用
が
生
じ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

つ
ま
り
、
血
流
増
加
が
生
じ
る
事
で
、
末
梢

の
筋
肉
の
阻
血
痛
が
改
善
す
る
事
が
推
測
さ
れ

ま
す
。

尚
、
平
熱
時
に
カ
ロ
ナ
ー
ル
を
服
用
し
た
場

合
は
、
体
温
の
低
下
は
生
じ
ま
せ
ん
が
、
血
圧

低
下
が
起
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

因
み
に
、
添
付
文
書
に
は
血
流
増
加
の
臨
床

所
見
の
記
載
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
が
生
じ

て
い
れ
ば
、
末
梢
の
血
流
が
増
加
し
て
い
る
事

に
な
り
ま
す
。

ノ
イ
ロ
ト
ロ
ピ
ン
と
カ
ロ
ナ
ー
ル
は
、
中
枢

性
に
作
用
し
て
下
降
性
疼
痛
抑
制
系
の
活
性
化

と
い
う
共
通
の
薬
効
が
あ
り
ま
す
。

又
、
ノ
イ
ロ
ト
ロ
ピ
ン
に
は
解
熱
作
用
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
独
特
の
血
流
増
加
作
用
！
が
あ

る
様
で
す
。

消
炎
解
熱
鎮
痛
剤
は
、
体
温
調
節
中
枢
に

作
用
す
る
発
熱
物
質
の
プ
ロ
ス
タ
グ
ラ
ン
ジ

ン
E
２
の
産
生
を
抑
制
し
て
発
熱
時
に
解
熱

作
用
を
も
た
ら
す
過
程
で
末
梢
の
細
動
脈
の
血

流
増
加
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
が
、
平
熱
時
も

同
様
に
血
流
を
増
加
さ
せ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？漢

方
薬
の
薏
苡
仁
や
防
已
は
解
熱
作
用
が
あ

り
、
末
梢
の
血
管
拡
張
に
よ
る
血
流
増
加
作
用

が
あ
る
と
推
測
し
ま
す
。

▔
こ
む
ら
返
り�

▁

睡
眠
中
の
夜
明
け
方
に
、
突
然
、
下
腿
後
面

の
腓
腹
筋
の
攣
縮
が
生
じ
て
耐
え
難
い
痛
み
が

持
続
す
る
厄
介
な
こ
む
ら
返
り
を
時
々
経
験
し

ま
す
。

筋
肉
の
収
縮
の
程
度
を
常
時
モ
ニ
タ
ー
し
て

過
度
な
収
縮
を
抑
制
す
る
役
目
の
筋
紡
錘
が
マ
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グ
ネ
シ
ウ
ム
不
足
の
時
に
不
調
と
な
り
、
攣
縮

（
過
度
な
筋
肉
の
収
縮
状
態
）が
生
じ
る
と
の
説

明
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
の
経
験
で
は
、
早
朝
は
気
温
が
一
日
で
最

低
に
な
り
皮
膚
温
が
低
下
し
ま
す
が
、
皮
膚
か

ら
の
体
温
の
喪
失
を
防
ぐ
為
に
末
梢
細
動
脈
の

収
縮
が
反
射
的
に
起
こ
り
、
筋
肉
組
織
へ
の
血

流
が
減
少
す
る
事
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
に
よ

り
筋
肉
の
コ
リ（
筋
肉
活
動
の
停
止
状
態
）が
生

じ
、
こ
の
反
応
が
連
続
的
に
広
範
囲
に
起
こ
る

事
で
筋
肉
の
攣
縮
が
生
じ
て
ブ
ラ
ジ
キ
ニ
ン
が

分
泌
さ
れ
て
耐
え
難
い
疼
痛
が
生
じ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

漢
方
薬
の
芍
薬
甘
草
湯
が
第
一
選
択
の
特
効

薬
で
す
が
、
冷
え
た
筋
肉
を
温
め
る
事
で
改
善

出
来
る
と
考
え
ま
す
の
で
、
足
が
冷
え
な
い
様

に
保
温
す
る
事
が
優
れ
た
予
防
と
な
り
ま
す
。

▔
し
ゃ
っ
く
り�

▁

正
式
名
は『
吃
逆（
き
つ
ぎ
ゃ
く
）』で
、
俗
名

の
し
ゃ
っ
く
り
と
い
う
厄
介
な
症
状
が
あ
り
ま

す
が
、
横
隔
神
経
や
迷
走
神
経
や
呼
吸
中
枢
が

刺
激
さ
れ
、
横
隔
膜
筋
が
不
随
意
運
動
す
る
状

態
で
す
。

横
隔
膜
筋
は
、
吸
気
の
際
に
収
縮
し
て
胸
腔

を
拡
大
し
て
陰
圧
状
態
に
す
る
事
で
外
気
が
自

動
的
に
肺
胞
内
に
吸
い
込
め
る
様
に
働
き
ま

す
。肺

胞
内
に
空
気
が
吸
い
込
ま
れ
る
と
、
空
気

の
通
り
道
で
あ
る
気
道
の
蓋
で
あ
る
声
帯
が
素

早
く
閉
じ
ま
す
が
、
声
帯
が
空
気
の
流
れ
で
震

え
る
時
に
ヒ
ッ
ク
と
い
う
音（
し
ゃ
っ
く
り
の

語
源
？
）が
生
じ
ま
す
。

し
ゃ
っ
く
り
が
中
々
止
ま
ら
ず
に
不
眠
の
原

因
に
も
な
る
場
合
は
、
治
療
の
対
象
と
な
り
ま

す
。民

間
療
法
の
お
ま
じ
な
い
程
度
か
ら
医
療
機

関
で
行
わ
れ
て
い
る
治
療
法
が
色
々
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。

私
は
、
血
流
障
害
に
よ
る
機
能
不
全
が
関
与

し
て
い
る
可
能
性
を
考
え
、
頚
部
の
両
側
の
タ

イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
に
て
数
分
後
に
し
ゃ
っ

く
り
が
治
ま
る
例
を
経
験
し
て
い
ま
す
。

お
試
し
下
さ
い
。



血流障害は万病の元

32

▔
便
座
に
ク
ッ
シ
ョ
ン
を�

▁

外
傷
の
記
憶
が
無
い
の
に
脊
椎
の
圧
迫
骨
折

が
生
じ
る
例
が
多
く
あ
り
、
重
度
の
認
知
症
の

方
の
場
合
は
外
傷
を
記
憶
し
て
い
な
い
可
能
性

は
あ
り
ま
す
が
、
大
半
は
毎
日
何
回
も
使
用
す

る
便
器
の
便
座
に
座
る
際
に
、
足
腰
の
力
が
弱

っ
て
い
る
為
に
ゆ
っ
く
り
座
る
こ
と
が
出
来
ず

に
尻
餅
を
付
く
様
に
ド
ス
ン
と
座
る
事
で
生
じ

る
例
が
多
い
事
に
最
近
気
付
き
ま
し
た
。

お
年
寄
り
に
優
し
い
十
分
に
ク
ッ
シ
ョ
ン
の

付
い
た
便
座
を
標
準
に
開
発
し
て
頂
く
様
に
、

便
器
の
メ
ー
カ
ー
に
お
願
い
し
ま
す
。

又
、
椅
子
も
十
分
過
ぎ
る
ク
ッ
シ
ョ
ン
付
き

が
望
ま
れ
ま
す
。

更
に
、
携
帯
に
適
し
た
座
布
団（
丸
い
中
央

部
を
外
せ
ば
便
座
用
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
と
な
る
）

の
開
発
も
望
ま
れ
ま
す
。

▔
薬
剤
の
包
装
で
お
年
寄
り
に
優
し
い
配
慮
を�

▁

内
服
薬
は
、
一
般
的
に
一
枚
の
基
板
に
2
×

5
個
の
薬
剤
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
切
り

離
す
と
角
が
直
角
で
鋭
利
な
尖
っ
た
状
態
で
お

年
寄
り
の
菲
薄
な
皮
膚
に
は
容
易
に
刺
し
傷
が

出
来
て
し
ま
い
ま
す
。

ビ
タ
ノ
イ
リ
ン
と
い
う
複
合
ビ
タ
ミ
ン
の
カ

プ
セ
ル
剤
を
以
前
に
服
用
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
カ
プ
セ
ル
剤
を
切
り
離
し
た
後
も
予
め
角

が
丸
く
カ
ッ
ト
さ
れ
て
お
り
皮
膚
を
刺
さ
な
い

様
に
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。（
製
造
会
社
の
武
田

テ
バ
薬
品
の
製
品
の
多
数
で
角
が
丸
く
カ
ッ

ト
）そ

の
後
、
当
院
の
薬
局
の
配
慮
に
て
ビ
タ
ダ

ン
配
合
剤
と
い
う
錠
剤
に
変
更
し
て
お
り
ま
す

が
、
包
装
の
形
態
は
ビ
タ
ノ

イ
リ
ン
と
同
様
に
お
年
寄
り

に
優
し
い
配
慮
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。（
参
考
画
像
・
ビ
タ

ダ
ン
配
合
剤
）

他
の
薬
剤
も
、
お
年
寄
り

に
優
し
い
基
板
に
変
え
て

頂
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま

す
。当

院
の
薬
剤
師
の
先
生
方

に
お
願
い
し
て
薬
品
を
処
方

す
る
時
に
角
を
丸
く
カ
ッ
ト

す
る
コ
ー
ナ
ー
カ
ッ
タ
ー
で

全
て
の
尖
っ
た
角
を
処
理
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
当
院
に
入
院
中
に
転
倒
し
て
骨

折
を
受
傷
す
る
患
者
さ
ん
が
年
間
に
数
件
あ
り

ま
し
た
の
で
、約
十
年
前
の
改
装
工
事
の
際
に
、

全
館
の
床
に
緩
衝
マ
ッ
ト
を
敷
設
し
た
床
に
変

更
し
、
そ
れ
以
来
転
倒
し
て
も
大
き
な
骨
折
を

起
こ
す
例
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

ガ
ラ
ス
製
の
注
射
器
を
何
度
か
誤
っ
て
落
と

し
て
も
割
れ
な
い
と
い
う
事
実
が
、
緩
衝
マ
ッ

ト
の
優
秀
性
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

▲ビタダン配合剤
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▔
消
え
行
く
ラ
ッ
シ
ュ
ピ
ン
（
R
u
s
h 

p
i
n
）�

▁

上
腕
骨
近
位
端
骨
折（
旧
・
上
腕
骨
外
科
頚

骨
折
）は
、
高
齢
者
の
転
倒
時
に
生
じ
る
上
肢

の
比
較
的
多
い
骨
折
で
す
。

私
は
、
現
在
は
過
去
の
手
術
法
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
髄
内
釘
の
ラ
ッ
シ
ュ
ピ
ン
に
よ
る

骨
接
合
術
を
現
在
も
頻
回
に
行
っ
て
お
り
ま

す
。（
参
考
写
真
・
ラ
ッ
シ
ュ
ピ
ン
ニ
ン
グ
）

上
腕
の
骨
折
は
荷
重
関
節
で
は
有
り
ま
せ
ん

の
で
、
骨
癒
合
後
に
変
形
や
短
縮
が
生
じ
て
も

大
き
な
障
害
に
は
成
り
難
い
と
の
観
点
か
ら
、

ラ
ッ
シ
ュ
ピ
ン
ニ
ン
グ
は
強
固
な
固
定
は
期
待

出
来
ま
せ
ん
が
、
単
純
な
骨
折
か
ら
粉
砕
骨
折

ま
で
積
極
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

手
術
時
間
は
約
十
分
か
ら
三
十
分
位（
徒
手

整
復
が
不
可
の
場
合
に
骨
折
部
を
開
い
て
整

復
）で
す
。

又
、
抜
釘
は
局
麻
下
に
て
行
い
ま
す
の
で
、

外
来
手
術
が
可
能
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
他
の
医
療
機
関
で
ラ
ッ
シ
ュ
ピ

ン
を
使
用
す
る
骨
接
合
術
が
殆
ど
無
く
な
り
、

数
年
前
に
ラ
ッ
シ
ュ
ピ
ン（
ミ
ズ
ホ（
株
）製
）の

製
造
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
残
り
少
な

い
手
持
ち
の
ラ
ッ
シ
ュ
ピ
ン
を
大
事
に
使
用
し

て
い
ま
す
。
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▔
血
流
障
害
と
い
う
病
因
論�

▁

こ
れ
ま
で
の
約
十
年
間
の
臨
床
経
験
の
積
み

重
ね
の
過
程
に
於
い
て
、
筋
肉
痛
以
外
の
多
種

多
様
な
病
態
の
改
善
も
経
験
し
て
い
ま
す
。

巻
末
に
改
善
を
認
め
て
い
る
疾
患
及
び
禁
忌

疾
患
を
列
記
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
疾
患
か
ら
巨
視
的
に
推
測
し
ま
す

と
、
全
身
の
各
組
織
を
栄
養
す
る
細
動
脈
の
血

流
が
緩
徐
で
あ
る
が
長
期
に
渡
り
低
下
し
て
組

織
の
栄
養
が
欠
乏
状
態
と
な
り
機
能
不
全
に
陥

っ
て
い
る
可
能
性
を
考
え
て
い
ま
す
。

原
因
不
明
で
治
療
法
が
確
立
し
て
い
な
い
多

く
の
疾
病
の
中
で
、
血
流
を
増
加
さ
せ
る
タ
イ

ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
の
実
施
中
に
病
状
が
改
善

す
る
疾
病
が
多
く
存
在
す
る
事
を
多
く
の
臨
床

経
験
で
確
認
し
て
き
て
い
ま
す
。

間
質
性
肺
炎（
肺
線
維
症
）や
間
質
性
膀
胱
炎

は
、
組
織
の
血
流
障
害
に
て
実
質
組
織
が
壊
死

を
生
じ
て
間
質
組
織
に
置
き
換
え
ら
れ
た
も
の

（
線
維
化
）と
考
え
ま
す
が
、
肝
硬
変
も
原
因
は

多
種
に
及
び
ま
す
が
同
様
の
病
的
変
化
と
思
い

ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
耐
え
難
い
疼
痛
が
慢
性
に
続
く

帯
状
疱
疹
後
神
経
痛
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
病
態
は
、
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
が
好
ん

で
感
染
し
た
末
梢
の
痛
覚
神
経
が
瀕
死
の
機
能

不
全
に
陥
り
、
セ
ン
サ
ー
の
機
能
を
維
持
し
よ

う
と
し
て
痛
覚
の
感
度
の
閾
値
を
低
下
さ
せ
る

事
で
雑
信
号
を
拾
い
、
こ
の
信
号
が
痛
覚
刺
激

と
し
て
大
脳
の
知
覚
中
枢
に
伝
え
ら
れ
る
事
で

耐
え
難
い
疼
痛
が
生
じ
て
い
る
も
の
と
考
え
ま

す
。又

、
ウ
イ
ル
ス
に
冒
さ
れ
て
障
害
を
受
け
て

い
る
神
経
線
維
が
過
敏
状
態
と
な
り
頻
繁
の
通

電
で
シ
ョ
ー
ト
が
生
じ
て
異
常
に
強
い
信
号
を

発
生
さ
せ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
ま

す
。尚

、現
行
の
理
論
で
は
神
経
障
害
性
疼
痛（
中

枢
機
能
障
害
性
疼
痛
）と
し
て
、
脳
内
で
生
じ

る
痛
み
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
プ
レ
ガ

バ
リ
ン（
リ
リ
カ
）等
が
処
方
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
罹
患
部
位
に
対
応
す
る
タ
イ
ガ
ー
ポ

イ
ン
ト
注
射
を
実
施
す
る
事
で
、
血
流
が
増
加

し
て
栄
養
が
豊
富
に
供
給
さ
れ
て
機
能
不
全
状

態
の
痛
覚
神
経
の
機
能
が
回
復
し
て
、
感
度
が

正
常
の
閾
値
に
戻
る
事
で
雑
信
号
を
拾
う
事
も

無
く
な
り
、
更
に
障
害
を
受
け
た
神
経
線
維
の

修
復
が
行
わ
れ
て
、
頑
固
で
耐
え
難
い
疼
痛
を

抑
制
す
る
事
が
ほ
ぼ
全
例
で
可
能
と
な
っ
て
い

ま
す
。

帯
状
疱
疹
は
大
半
が
9
歳
以
下
の
幼
少
期
に

罹
患
す
る
水
痘
と
同
じ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
症
で
す
。

水
痘
は
一
度
罹
患
す
れ
ば
再
感
染
し
な
い
生

涯
免
疫
を
獲
得
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
成
人
以
降
で
体
力
の
低
下
を
切
っ
掛
け
に

免
疫
力
が
低
下
し
た
時
に
帯
状
疱
疹
と
し
て
発

症
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

又
、
帯
状
疱
疹
が
幾
度
も
発
症（
同
じ
部
位

の
再
発
で
は
無
い
）す
る
例
が
あ
り
ま
す
の
で
、

体
外
か
ら
の
感
染
で
は
無
く
、
若
年
期
に
水
痘

に
罹
患
し
た
際
に
免
疫
が
出
来
き
て
治
癒
後
も

ウ
イ
ル
ス
本
体
が
体
内
の
感
覚
神
経
細
胞
の
周

囲
に
存
在
す
る
予
備
の
衛
生
細
胞
内
に
潜
ん
で

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

す
る
と
、
交
感
神
経
が
過
緊
張
状
態
と
な
り

血
流
障
害
及
び
免
疫
力
の
低
下
が
生
じ
る
と
、

感
覚
神
経
お
よ
び
衛
生
細
胞
の
防
御
機
能
が
破

綻
し
て
ウ
イ
ル
ス
が
長
い
冬
眠
か
ら
目
覚
め
て

発
症
す
る
と
い
う
筋
書
き
で
す
。

そ
こ
で
、
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
で
血
流

が
増
加
し
て
感
覚
神
経
へ
の
栄
養
が
増
え
る
と

機
能
障
害
が
回
復
し
て
帯
状
疱
疹
後
神
経
痛
が

改
善
す
る
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。

一
つ
の
謎
と
し
て
、
帯
状
疱
疹
の
殆
ど
が
上

半
身
の
片
側
だ
け
に
生
じ
る
要
因
は
何
で
し
ょ

う
か
？

と
こ
ろ
で
、
良
く
経
験
す
る
痺
れ
感
は
、
血

流
障
害
に
て
末
梢
の
知
覚
神
経（
侵
害
受
容
器

で
あ
る
ポ
リ
モ
ー
ダ
ル
受
容
器
？
）の
機
能
障

害
が
生
じ
て
、
セ
ン
サ
ー
の
機
能
を
維
持
し
よ
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う
と
し
て
感
度
の
閾
値
を
低
下
さ
せ
る
事
で
雑

信
号（
痺
れ
感
）を
拾
っ
て
い
る
状
態
と
考
え
ま

す
の
で
、
対
応
部
位
の
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注

射
に
て
血
流
が
増
加
す
る
事
で
改
善
す
る
も
の

と
考
え
ま
す
。

足
底
部
の
灼
熱
感
も
よ
く
起
こ
る
症
状
で
す

が
、
足
底
部
は
冷
た
い
の
に
何
故
灼
熱
感
が
生

じ
る
の
か
と
不
思
議
に
思
い
ま
す
が
、
足
底
部

の
温
度
セ
ン
サ
ー（
温
覚
）の
血
流
障
害
に
よ
る

誤
作
動
と
考
え
ま
す
。

こ
れ
ら
の
例
に
類
似
す
る
疾
患
と
し
て
耳
鳴

り
が
あ
り
ま
す
。

内
耳
の
蝸
牛
組
織
の
血
流
障
害
が
生
じ
ま
す

と
聴
覚
神
経
細
胞
の
機
能
障
害
が
生
じ
ま
す

が
、
機
能
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
音
を
感
知
す

る
感
度
の
閾
値
を
下
げ
る
結
果
、
雑
音（
耳
鳴

り
）を
拾
う
様
に
な
る
も
の
と
考
え
ま
す
。  

尚
、
こ
の
状
態
が
進
行
す
る
と
、
耳
鳴
り
が

消
失
し
て
治
っ
た
か
と
安
堵
す
る
事
に
は
な
り

ま
す
が
、
実
は
耳
鳴
り
を
起
こ
し
て
い
る
瀕
死

の
聴
神
経
細
胞
が
壊
死
に
陥
り
回
復
不
能
な
聴

力
低
下
を
も
た
ら
し
た
事
に
な
り
ま
す
。

以
上
の
例
か
ら
解
る
事
は
、
筋
肉
や
痛
覚
神

経
が
発
す
る
疼
痛
や
痺
れ
感
や
耳
鳴
り
は
、
生

体
防
御
が
目
的
の
異
常
を
知
ら
せ
る
ア
ラ
ー
ム

機
能
の
発
現
と
理
解
し
、
血
流
を
改
善
す
る
処

置
を
速
や
か
に
実
施
す
る
事
が
肝
要
と
考
え
ま

す
。

重
篤
な
失
明
に
至
る
原
因
不
明
の
眼
科
疾
患

の
多
く
が
血
流
障
害
が
原
因
か
誘
因
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

失
明
に
至
る
最
も
多
い
疾
患
が
緑
内
障
で
す

が
、
頚
部
の
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
に
て
眼

組
織
へ
の
血
流
が
増
加
す
る
事
で
機
能
低
下
状

態
が
改
善
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

多
く
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
誘
因
と
し
て
ス

ト
レ
ス
が
関
与
す
る
例
が
多
い
様
に
考
え
ま

す
。つ

ま
り
、
ス
ト
レ
ス
が
交
感
神
経
を
刺
激
し

て
末
梢
血
流
が
障
害
さ
れ
る
事
が
誘
因
と
い
う

筋
書
き
で
す
。

こ
の
観
点
か
ら
の
臨
床
上
の
経
験
は
有
り
ま

せ
ん
が
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
ま
す
。

約
２
年
前
に
発
生
し
て
目
下
猛
威
を
振
る
っ

て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（
C
O

V
I
D
19
）の
症
状
と
し
て
の
味
覚
や
臭
覚
の

障
害
や
全
身
の
筋
肉
痛
や
関
節
痛
は
、
こ
れ
ま

で
多
く
の
臨
床
で
経
験
し
て
来
ま
し
た
血
流
障

害
に
よ
る
症
状
に
類
似
し
ま
す
の
で
、
ウ
イ
ル

ス
感
染
に
よ
り
交
感
神
経
が
過
緊
張
の
状
態
に

な
り
全
身
の
血
流
障
害
が
生
じ
て
い
る
可
能
性

を
考
え
ま
す
。

未
経
験
で
す
が
、
重
症
例
に
対
し
て
は
タ
イ

ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
が
効
果
を
示
す
可
能
性
を

考
え
ま
す
。

最
近
、
腰
痛
で
体
動
困
難
と
の
事
で
、
初
診

の
方
が
搬
送
さ
れ
て
来
ま
し
た
が
、
37
・
2
℃

の
微
熱
以
外
は
風
邪
症
状
も
な
く
コ
ロ
ナ
感
染

の
可
能
性
は
先
ず
無
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
念
の
為
に
コ
ロ
ナ
の
簡
易
抗
原
検
査
を
行

い
ま
し
た
と
こ
ろ
が
、
何
と
！
陽
性
を
認
め
、

完
全
防
御
服
を
着
用
し
て
腰
部
の
タ
イ
ガ
ー
ポ

イ
ン
ト
注
射
を
行
い
、
腰
痛
が
改
善
し
独
歩
で

帰
宅（
自
宅
待
機
）さ
れ
た
例
を
経
験
し
て
い
ま

す
。早

速
、
保
健
所
に
連
絡
し
て
翌
日
の

P
C
R
検
査
で
陽
性
を
確
か
め
て
肝
を
冷
や

す
思
い
で
し
た
。

二
次
感
染
を
防
ぐ
為
の
水
際
作
戦
と
し
て
の

厳
重
な
検
問
の
際
に
、
最
重
要
な
熱
発
の
有
無

の
検
査
を
行
い
ま
す
が
、
37
℃
以
上
を
熱
発
と

し
て
抗
原
検
査
す
る
事
は
陽
性
者
を
見
逃
す
恐

れ
が
生
じ
ま
す
。

つ
ま
り
、
平
熱
が
36
℃
程
度
の
方
は
、
コ
ロ

ナ
に
感
染
し
て
36
・
5
℃
の
熱
発
状
態
に
な
っ

て
い
て
も
抗
原
検
査
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
場
合

に
二
次
感
染
、
更
に
三
次
感
染（
集
団
感
染
）を

起
こ
す
恐
れ
が
生
じ
ま
す
の
で
、
問
診
の
時
に

平
熱
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
欄
を
設
け
る
事
に
致
し

ま
し
た
。

こ
こ
で
、
私
事
で
恐
縮
で
す
が
一
つ
の
エ
ピ
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ソ
ー
ド
を
述
べ
ま
す
。

結
核
は
、
戦
前
迄
は
死
の
病
と
し
て
死
因
の

第
一
位
に
数
え
ら
れ
た
恐
ろ
し
い
感
染
症
で
し

た
が
、
抗
結
核
剤
の
開
発
の
お
陰
で
治
癒
す
る

普
通
の
感
染
症（
感
染
症
法
に
基
づ
き
保
健
所

に
届
け
出
が
必
要
）に
な
り
ま
し
た
。

私
が
十
歳
頃
に
、
覚
え
始
め
た
将
棋
の
面
白

さ
に
夢
中
に
な
り
、
当
院
の
小
規
模
の
結
核
病

棟
に
入
院
中
の
患
者
さ
ん
の
所
に
、
父
に
厳
し

く
怒
ら
れ
な
が
ら
も
頻
繁
に
通
っ
て
い
ま
し
た

と
こ
ろ
、
案
の
定
、
肺
結
核
に
罹
患
し
数
年
間

の
抗
結
核
剤
の
三
者
併
用
で
一
応
治
癒
状
態
に

な
り
ま
し
た
が
、
左
下
肺
野
に
直
角
三
角
形
様

の
縦
6
㎝
×
横
4
㎝
の
大
き
さ
の
石
灰
化
陰
影

が
残
存
し
、
定
期
的
な
健
康
診
断
の
時
の
胸
部

Ｘ
線
撮
影
で
経
過
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

こ
の
石
灰
化
組
織
に
関
し
て
持
論
を
申
し
ま

す
と
、
結
核
を
根
絶
出
来
な
か
っ
た
際
に
結
核

巣
の
周
囲
を
骨
の
成
分
で
あ
る
石
灰
と
い
う
頑

丈
な
物
質
で
塗
り
固
め
て
セ
メ
ン
ト
壁
を
構
築

し
て
取
り
囲
み
、
結
核
菌
を
閉
じ
込
め
て
お
く

牢
屋
と
し
て
の
役
目
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

生
命
は
、
生
き
延
び
る
為
に
陰
日
向
無
く
人

知
を
超
え
た
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
執
り
続
け
て
い

る
と
の
思
い
で
す
。

私
は
七
十
二
歳
と
い
う
老
年
期
に
突
入
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
牢
屋
を
修
復
す
る
機
能
も
老

化
現
象
で
低
下
し
て
き
て
い
る
も
の
と
感
じ
ま

す
。近

い
将
来
、
老
朽
化
し
た
牢
屋
の
破
れ
の
隙

間
か
ら
結
核
菌
が
這
い
出
し
て
結
核
が
再
発
す

る
可
能
性
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期

に
な
っ
て
来
た
と
の
思
い
が
あ
り
ま
す
。

若
い
臨
床
医
は
、
結
核
患
者
を
診
断
す
る
機

会
が
殆
ど
無
く
な
り
誤
診
の
恐
れ
も
有
る
と
の

事
で
、
過
去
の
病
気
で
は
無
い
事
を
肝
に
銘
じ

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

▔
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
時
の
重
篤
な
副
作
用�

▁

骨
折
治
療
中
に
、
頚
部
や
腰
部
の
疼
痛
の
訴

え
が
あ
る
場
合
に
、
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
例
え
ば
上
肢
の
骨
折
時

に
同
側
の
頚
部
の
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
を

行
い
血
流
が
増
加
す
る
事
で
骨
癒
合
に
寄
与
す

る
と
最
初
の
頃
は
考
え
て
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、

仮
骨
形
成
が
逆
に
不
良
な
例（
骨
癒
合
不
良
）を

散
見
し
、
調
べ
て
み
ま
し
た
と
こ
ろ
交
感
神
経

が
骨
癒
合
に
関
与（
骨
芽
細
胞
の
賦
活
）し
て
い

る
と
の
記
載
を
認
め
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
が
交
感

神
経
の
化
骨
形
成
の
機
能
を
抑
制
す
る
事
に
気

付
き
、
深
く
反
省
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
臨
床
経
験
か
ら
、
脊
椎
の
圧
迫

骨
折
の
場
合
は
骨
癒
合
を
阻
害
す
る
所
見
は
認

め
ら
れ
ず
、
骨
密
度
を
む
し
ろ
増
加
さ
せ
る
作

用（
破
骨
細
胞
の
機
能
の
抑
制
？
）が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

脊
椎
は
体
幹
の
正
中
部
に
位
置
し
て
お
り
ま

す
が
、
交
感
神
経
の
機
能
に
左
右
さ
れ
な
い
特

別
な
機
能
が
存
在
し
て
い
る
可
能
性
は
如
何
で

し
ょ
う
か
？

脊
椎
圧
迫
骨
折
で
入
院
治
療
を
始
め
る
際

は
、
骨
折
痛
と
い
う
強
い
ス
ト
レ
ス
に
て
生
じ

る
交
感
神
経
の
過
緊
張
状
態
に
よ
る
腰
部
周
囲

筋
の
阻
血
痛
を
防
止
す
る
為
に
全
例
に
腰
部
の

タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
を
極
力
行
い
、
約
２

ヶ
月
間
で
ほ
ぼ
全
例
に
筋
肉
痛
が
残
存
せ
ず
に

軽
快
退
院
と
な
っ
て
い
ま
す
。

気
管
支
の
周
囲
を
取
り
巻
い
て
い
る
平
滑
筋

が
病
的
に
収
縮
し
て
気
管
支
の
狭
窄
が
生
じ
て

呼
吸
障
害
を
来
す
気
管
支
喘
息
は
比
較
的
多
い

疾
患
で
す
が
、
頚
部
痛
に
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト

注
射
を
行
う
際
は
喘
息
発
作
と
い
う
重
篤
な
副

作
用
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
生
じ
ま
す
の
で
、
喘
息
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の
既
往
歴
に
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

気
管
支
の
周
囲
を
取
り
巻
い
て
い
る
平
滑
筋

の
拡
張
を
司
っ
て
い
る
交
感
神
経
の
β
２
作
用

は
、
筋
肉
組
織
の
栄
養
細
動
脈
の
周
囲
を
取
り

巻
い
て
い
る
平
滑
筋
の
弛
緩
を
司
っ
て
い
る
交

感
神
経
の
β
２
作
用
と
同
様
に
運
動
時
に
合
目

的
に
働
き
ま
す
が
、
平
時
に
気
管
支
の
狭
窄
傾

向
の
あ
る
患
者
さ
ん
の
場
合
は
、
安
静
時
も
β

２
作
用
が
働
い
て
い
る
も
の
と
推
測
し
ま
す
。

兎
に
角
、
こ
の
様
な
状
態
の
時
に
タ
イ
ガ
ー

ポ
イ
ン
ト
注
射
を
行
う
と
、
気
管
支
を
拡
張
す

る
機
能
で
あ
る
β
２
作
用
が
抑
制
さ
れ
る
事
に

な
り
、
数
分
後
に
喘
息
発
作
が
出
現
す
る
事
に

な
り
ま
す
の
で
、
安
静
時
に
も
β
２
作
用
が
働

い
て
い
る
事
は
確
実
と
考
え
ま
す
。

頸
部
痛
が
強
く
て
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
直
前
に
β
２
刺
激
剤

（
メ
プ
チ
ン
エ
ア
ー
等
の
短
時
間
作
用
剤
）の
吸

入
を
実
施
し
て
頂
く
事
で
、
喘
息
発
作
を
阻
止

す
る
事
が
出
来
て
い
ま
す
。

但
し
、
β
２
刺
激
剤
の
頻
回
の
吸
入
は
副
作

用
が
強
く
な
り
ま
す
の
で
、
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン

ト
注
射
は
週
２
回
程
度（
治
療
に
有
効
な
最
低

限
の
回
数
）に
限
ら
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

喘
息
発
作
の
重
積
状
態
の
恐
れ
が
あ
る
場
合

は
、
β
２
作
用
に
悪
影
響（
阻
害
）を
及
ぼ
さ
な

い
と
考
え
ら
れ
る
圧
痛
部
位
に
注
射
を
行
う
ト

リ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
の
実
施
が
適
当
と
考
え

ま
す
。

こ
こ
で
、
気
管
支
喘
息
の
病
因
論
の
仮
説
を

述
べ
ま
す
。

疫
学
調
査
を
し
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

気
管
支
喘
息
が
あ
り
頚
部
の
筋
肉
痛
を
訴
え
る

方
が
多
い
事
が
気
に
懸
か
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
気
管
支
喘
息
の
背
景
に
慢
性
の
血

流
障
害
が
存
在
す
る
可
能
性
を
考
え
ま
す
。

こ
れ
は
、
交
感
神
経
の
過
緊
張
時
に
筋
肉
組

織
を
栄
養
す
る
細
動
脈
の
周
囲
を
取
り
巻
い
て

い
る
平
滑
筋
の
β
２
作
用
の
発
現
の
有
無
の
考

察
の
内
容
と
類
似
し
て
、
気
管
支
の
平
滑
筋
の

β
２
作
用
も
発
現
し
て
い
な
い
事
が
推
測
さ
れ

ま
す
の
で
、
元
々
、
気
管
支
に
何
ら
か
の
障
害

の
有
る
方
の
場
合
は
喘
息
発
作
が
生
じ
や
す
い

状
態
と
な
っ
て
い
る
事
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

尚
、
勉
強
不
足
で
す
が
、
気
管
支
の
平
滑
筋

に
は
β
２
受
容
体
の
み
の
記
述
し
か
無
く
、
筋

肉
組
織
を
栄
養
す
る
細
動
脈
の
平
滑
筋
に
は
存

在
し
て
い
る
α
１
受
容
体
の
記
述
が
見
当
た
ら

な
い
事
が
不
思
議
で
す
。

細
動
脈
の
場
合
の
β
２
受
容
体
の
作
用
は
、

同
部
に
存
在
す
る
α
１
作
用
を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る

事
で
あ
り
、
気
管
支
の
場
合
も
α
１
受
容
体
が

無
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
交
感
神
経
が
過
緊
張
状
態
に
な
る

と
、
細
動
脈
と
気
管
支
の
平
滑
筋
の
α
１
作
用

が
働
き
、
細
動
脈
と
気
管
支
は
狭
小
化
さ
れ
る

事
に
な
り
ま
す
が
、
細
動
脈
や
気
管
支
に
障
害

が
無
い
大
半
の
方
達
は
、
筋
肉
の
阻
血
痛
や
喘

息
発
作
迄
に
は
至
ら
な
い
と
い
う
筋
書
き
で

す
。こ

こ
で
の
問
題
提
起
と
し
て
、
慢
性
の
筋
肉

痛
が
生
じ
て
い
る
背
景
に
は
、
筋
肉
組
織
を
栄

養
す
る
細
動
脈
の
機
能
障
害
や
器
質
的
変
化
を

考
察
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
考
え
ま
す
が
、
今
後

の
課
題
と
し
ま
す
。

全
身
の
筋
肉
痛
の
極
大
状
態
に
陥
る
事
に
な

る
線
維
筋
痛
症
の
場
合
は
、
細
動
脈
の
器
質
的

変
化
が
生
じ
て
い
る
可
能
性
を
考
え
ま
す
。

気
管
支
の
障
害（
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
等
に
因
る

ア
レ
ル
ギ
ー
素
因
を
主
と
す
る
気
管
支
の
浮
腫

を
予
防
す
る
吸
入
の
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
）が
あ
る

方
の
場
合
は
気
管
支
の
狭
小
化
が
或
る
閾
値
を

超
え
る
と
酸
欠
状
態
が
生
じ
て
、
そ
れ
を
感
知

し
た
感
覚
神
経
の
イ
ン
パ
ル
ス
が
視
床
下
部
の

自
律
神
経
核
群
に
伝
え
ら
れ
て
、
交
感
神
経
の

β
２
作
用
が
発
現
し
て
気
管
支
の
過
度
な
収
縮

を
抑
制
す
る
機
構
が
あ
る
も
の
と
推
測
し
ま

す
。そ

こ
で
、
喘
息
発
作
が
生
じ
な
い
ギ
リ
ギ
リ

の
状
態
に
あ
る
場
合
に
、
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト

注
射
を
行
い
交
感
神
経
の
過
緊
張
を
抑
制
す
る

と
、
β
２
作
用
が
α
１
作
用
よ
り
も
優
位
に
働

い
て
い
る
状
態（
β
２
作
用＞

α
１
作
用
）が
同

時
に
抑
制
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
す
が
、
β
２
作
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用
が
強
く
抑
制
さ
れ
る
事
に
な
り
気
管
支
の
狭

小
化
が
増
悪
し
て
喘
息
発
作
が
生
じ
る
事
に
な

る
と
い
う
結
論
に
な
り
ま
す
。

以
上
の
考
察
に
て
、
気
管
支
喘
息
の
発
症
の

１
つ
の
要
因
は
、
ス
ト
レ
ス
社
会
に
暴
露
さ
れ

て
生
じ
る
交
感
神
経
の
過
緊
張
状
態
と
考
え
ま

す
。交

感
神
経
過
緊
張
症
候
群
で
最
も
多
い
症
状

が
筋
肉
痛
で
す
が
、
同
じ
範
疇
に
加
え
る
の
が

意
外
と
適
当
と
考
え
る
気
管
支
喘
息
の
治
療
が

一
筋
縄
で
は
叶
わ
な
い
事
が
理
解
さ
れ
ま
す
。

因
み
に
、
慢
性
の
筋
肉
痛
の
場
合
は
、
筋
肉

活
動
を
行
っ
て
い
な
い
安
静
時
に
は
β
２
作
用

は
殆
ど
生
じ
て
い
な
い
事
と
考
え
ま
す
の
で
、

タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
に
於
い
て
抑
制
さ
れ

る
交
感
神
経
の
作
用
は
α
１
作
用
が
主
で
、
僅

か
に
発
現
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
β
２
作
用

も
抑
制
さ
れ
ま
す
が
、（
α
１
作
用
の
抑
制
効

果
）≫

（
β
２
作
用
の
抑
制
効
果
）と
な
り
、
細

動
脈
の
拡
張
を
生
じ
て
血
流
障
害
が
改
善
し
て

筋
肉
組
織
の
阻
血
痛
が
改
善
す
る
事
に
な
る
も

の
と
考
え
ま
す
。

こ
こ
で
、
慢
性
の
筋
肉
痛
は
血
流
障
害
が
直

接
の
原
因
と
考
え
ま
す
が
、
筋
肉
組
織
を
栄
養

す
る
細
動
脈
の
栄
養
血
管
も
血
流
障
害
が
生
じ

て
い
る
筈
で
あ
り
、
細
動
脈
の
中
膜（
平
滑
筋

の
層
）部
を
中
心
の
血
管
炎
が
生
じ
て
不
可
逆

的
な
細
動
脈
の
器
質
的
な
狭
窄
状
態
に
増
悪
す

る
病
態
も
推
測
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
す
が
、
今

後
の
課
題
で
す
。

更
に
、
気
管
支
拡
張
症
は
、
血
流
障
害
に
よ

り
気
管
支
の
平
滑
筋
が
弛
緩
し
た
状
態（
気
管

支
喘
息
の
気
管
支
の
狭
窄
と
真
逆
？
）で
器
質

的
変
化（
線
維
化
？
）に
陥
っ
た
病
態
の
可
能
性

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

筋
肉
組
織
を
栄
養
す
る
細
動
脈
の
β
２
作
用

は
筋
肉
活
動
時
に
筋
肉
へ
の
栄
養（
有
酸
素
解

糖
系
に
必
要
な
グ
ル
コ
ー
ス
と
酸
素
）の
増
加

を
目
的
と
す
る
役
割
で
あ
り
、
気
管
支
の
β
２

作
用
は
筋
肉
活
動
時
に
必
要
な
酸
素
の
取
り
込

み
を
増
加
す
る
為
の
呼
吸
時
の
気
道
を
拡
大
す

る
事
が
役
割
で
す
。

交
感
神
経
の
α
１
作
用
は
限
り
あ
る
血
液
を

全
て
の
組
織
に
隈
無
く
過
不
足
無
く
分
配
す
る

事
が
役
割
で
あ
り
、
β
２
作
用
は
筋
肉
活
動
時

に
必
要
な
栄
養
の
補
給
を
増
加
さ
せ
る
為
に
特

化
し
た
役
割
と
言
う
事
に
な
り
ま
す
。

大
椎（
だ
い
つ
い
）や
肺
兪（
は
い
ゆ
）の
ツ
ボ

（
ト
リ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
類
似
？
）へ
の
鍼
治
療

で
気
管
支
喘
息
が
改
善
す
る
効
果
を
上
げ
て
い

る
と
の
事
で
あ
り
、
気
管
支
の
周
囲
を
取
り
囲

ん
で
い
る
平
滑
筋
の
β
２
作
用
に
よ
る
平
滑
筋

の
弛
緩
に
よ
る
気
管
支
の
拡
張
効
果
に
て
気
道

の
拡
大
に
関
連
し
て
い
る
事
が
推
測
さ
れ
ま
す

が
、
情
報
不
足
の
状
態
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
老
化
現
象
と
い
う
加
齢
に
よ
る

各
組
織
の
機
能
の
低
下
が
実
感
を
持
っ
て
漠
然

と
語
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
本
質
は
血
流
障

害
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

交
感
神
経
の
過
緊
張
に
よ
る
細
動
脈
の
血
流

障
害
以
外
に
、
加
齢
と
共
に
日
常
生
活
の
運
動

量
が
低
下
状
態
と
成
り
、
心
筋
の
心
拍
出
量
も

余
分
で
無
駄
な
活
動
を
抑
制
す
る
様
に
な
り
、

血
流
も
低
下
し
て
来
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

血
管
年
齢
と
い
う
健
康
状
態
を
測
定
す
る
検

査
が
流
行
し
て
い
ま
す
。

最
も
精
度
が
高
い
測
定
法
と
し
て
、

C
A
V
I
検
査（
仰
臥
位
に
て
両
腕
の
動
脈
及

び
両
足
首
の
動
脈
の
血
圧
と
脈
波
を
測
定
し

て
、
血
管
固
有
の
硬
さ（
ス
テ
ィ
フ
ネ
ス
パ
ラ

メ
ー
タ
β
）を
推
測
）が
あ
り
ま
す
。

加
齢
と
共
に
血
管
の
弾
性
が
低
下
し
て
硬
く

な
る
事
は
事
実
で
あ
り
、
大
半
の
血
管
が
器
質

的
な
変
化（
線
維
化
）を
生
じ
る
様
に
な
る
も
の

と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
血
管
年
齢
は
、
生
活
習
慣
病
の

推
定（
老
化
は
血
管
か
ら
始
ま
る
？
）と
共
に
、

様
々
な
血
管
の
病
変
の
発
症
初
期
か
ら
の
重
症

度
を
推
測
す
る
重
要
な
目
安
に
な
り
得
る
と
考

え
ま
す
。

尚
、
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
前
と
約
一
ヶ

月
間
の
頚
腰
部
の
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
後
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の
血
管
年
齢
の
測
定
で
若
返
っ
て
い
た
と
の
僅

か
一
例
で
す
が
患
者
さ
ん
の
臨
床
報
告
が
あ

り
、
今
後
に
追
試
が
必
要
で
す
。

冠
状
動
脈
の
病
的
な
収
縮（
α
１
作
用
）で
あ

る
攣
縮
時
や
動
脈
硬
化（
器
質
的
な
狭
窄
）が
生

じ
て
い
る
場
合
は
、
血
流
障
害
に
て
心
筋
が
辛

う
じ
て
可
逆
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
ブ
ラ
ジ

キ
ニ
ン
が
分
泌
さ
れ
て
強
い
疼
痛
が
生
じ
る
狭

心
症（
血
液
を
介
し
て
血
管
の
平
滑
筋
の
弛
緩

に
て
血
管
の
拡
張
作
用
の
あ
る
ニ
ト
ロ
グ
リ
セ

リ
ン
製
剤
の
服
用
）や
心
筋
が
部
分
的
に
壊
死

状
態
に
陥
る
重
篤
な
心
筋
梗
塞
が
生
じ
る
事
に

な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
は
タ
イ
ガ
ー

ポ
イ
ン
ト
注
射
の
実
施
上
の
特
に
注
意
す
べ
き

疾
患
で
す
。

一
見
す
る
と
、
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
で

心
臓
に
お
け
る
交
感
神
経
の
α
１
作
用
を
抑
制

す
る
結
果
、
冠
状
動
脈
の
攣
縮
を
予
防
し
冠
状

動
脈
の
血
流
増
加
を
も
た
ら
す
事
に
な
り
悪
影

響
は
な
い
様
に
思
え
ま
す
が
、
心
臓
の
β
１
作

用
の
抑
制
に
よ
る
心
機
能
の
抑
制
の
恐
れ
や
冠

状
動
脈
の
β
２
作
用
に
抑
制
的
に
働
く
恐
れ
等

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

特
に
、
気
管
支
喘
息
が
持
病
の
人
に
タ
イ
ガ

ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
を
行
う
と
、
気
管
支
の
拡
張

機
能
を
司
る
β
２
作
用
を
抑
制
し
て
喘
息
発
作

を
誘
発
す
る
事
に
な
り
ま
す
の
で
、
冠
状
動
脈

の
拡
張
機
能
を
司
る
β
２
作
用
を
抑
制
す
る
事

で
狭
心
症
発
作
の
誘
発
や
心
筋
梗
塞
の
再
発
を

招
く
恐
れ
が
推
測
さ
れ
ま
す
の
で
、
狭
心
症
や

心
筋
梗
塞
は
禁
忌
疾
患
と
し
て
い
ま
す
。

頚
部
の
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
を
是
非
行

い
た
い
場
合
は
、
冠
状
動
脈
の
拡
張
作
用
を
有

す
る
硝
酸
薬
の
テ
ー
プ
を
常
時
貼
付
し
て
狭
心

症
発
作
を
予
防
し
て
お
く
処
置
が
必
要
で
す
。

頚
部
痛
が
強
く
て
改
善
が
強
く
望
ま
れ
る
場

合
は
、
冠
状
動
脈
の
β
２
作
用
に
悪
影
響
を
及

ぼ
さ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
圧
痛
部
位
に
注
射
を

行
う
ト
リ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
の
実
施
が
適
当

と
考
え
ま
す
。

心
不
全
の
状
態
で
は
、
全
身
の
血
液
循
環
が

減
少
し
て
生
命
維
持
に
支
障
を
来
し
て
い
る
状

態
を
改
善
す
る
為
に
心
臓
の
ポ
ン
プ
作
用
を
高

め
よ
う
と
し
て
交
感
神
経
の
β
１
作
用
が
強
ま

る
結
果
、
慢
性
の
疲
労
状
態
に
陥
っ
て
い
る
心

筋
を
容
赦
な
く
鞭
打
つ
状
態
に
な
り
、
更
に
心

筋
の
疲
労（
心
筋
の
部
分
的
な
壊
死
？
）の
増
加

を
招
き
機
能
低
下
が
進
行
す
る
と
い
う
悪
循
環

に
陥
り
ま
す
。

こ
の
疾
患
で
の
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
は

β
１
作
用
を
阻
害
す
る
事
で
末
梢
循
環
不
全
を

増
悪
さ
せ
る
作
用
が
生
じ
る
と
推
測
さ
れ
ま
す

の
で
、
禁
忌
疾
患
と
し
て
い
ま
す
。

但
し
、
心
不
全
の
中
等
症
ま
で
は
心
筋
の
慢

性
疲
労
を
和
ら
げ
る
目
的
で
β
ブ
ロ
ッ
カ
ー
の

投
与
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
と
の
事
で
す
が
、
タ

イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
の
新
し
い
役
目
が
見
い

出
せ
る
か
ど
う
か
は
、
今
後
の
課
題
で
す
。

心
不
全
の
状
態
で
頚
部
痛
を
改
善
し
た
い
場

合
は
、
心
機
能
に
悪
影
響
を
与
え
な
い
と
考
え

ら
れ
る
圧
痛
部
位
に
注
射
を
行
う
ト
リ
ガ
ー
ポ

イ
ン
ト
注
射
の
実
施
が
適
当
と
考
え
ま
す
。

も
う
一
つ
の
頚
部
の
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注

射
の
副
作
用
と
し
て
、
経
過
観
察
中
の
慢
性
硬

膜
下
血
腫
の
場
合
は
、
脳
内
の
血
流
を
増
加
さ

せ
る
事
で
血
腫
の
増
大
を
招
く
事
が
予
測
さ
れ

ま
す
の
で
、
禁
忌
疾
患
と
し
て
い
ま
す
。

尚
、
大
脳
動
脈
輪（
ウ
ィ
リ
ス
動
脈
輪
）の
未

破
裂
動
脈
瘤
の
経
過
観
察
中
の
場
合
に
も
頚
部

の
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
で
脳
内
の
血
流
が

増
加
し
て
動
脈
瘤
が
破
裂
す
る
可
能
性
を
考
慮

し
て
、
禁
忌
疾
患
と
し
て
い
ま
す
。

脳
内
の
禁
忌
疾
患
の
場
合
は
、
交
感
神
経
の

α
１
作
用
を
抑
制
し
て
脳
内
の
血
流
を
増
加
さ

せ
る
恐
れ
が
無
い
と
考
え
ら
れ
る
圧
痛
部
位
に

注
射
を
行
う
ト
リ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
の
実
施

が
適
当
と
考
え
ま
す
。

以
上
の
様
な
禁
忌
疾
患
の
既
往
に
十
分
な
注

意
が
必
要
で
す
。

タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
の
長
所
と
短
所
を

考
慮
し
て
、
長
年
の
実
績
が
あ
り
副
作
用
が
極
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め
て
少
な
い
ト
リ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
と
の
使

い
分
け
が
肝
要
で
す
。

▔
さ
い
ご
に�

▁

血
流
障
害
に
よ
る
多
く
の
病
態
が
存
在
す
る

と
い
う
私
の
こ
れ
迄
の
提
案
は
、
今
日
の
半
ば

形
骸
化
し
た
医
学
知
識
に
基
づ
く
医
療
関
係
者

の
考
え
か
ら
は
全
く
馴
染
め
な
い
状
態
に
あ
り

ま
す
。

比
較
的
大
き
な
動
脈
の
器
質
的
な
障
害
と
し

て
有
名
な
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
が
あ
り
、
動
脈

の
栄
養
血
管
の
血
流
障
害
が
高
度
に
な
る
と
、

動
脈
組
織
の
壊
死
が
生
じ
て
血
管
腔
の
狭
窄
が

進
行
し
て
下
肢
の
切
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
恐

れ
が
生
じ
る
大
変
怖
い
病
気
で
す
。

一
方
、
緩
徐
で
長
期
に
渡
る
可
逆
的
な
血
流

障
害
の
病
態
に
関
す
る
研
究
が
行
わ
れ
て
来
た

文
献
を
知
り
ま
せ
ん
。

筋
肉
痛
と
い
う
誰
で
も
最
も
頻
繁
に
経
験
す

る
症
状
の
考
察
か
ら
出
発
し
た
今
回
の
研
究
で

す
が
、
多
く
の
疾
患
が
血
流
障
害
に
因
り
生
じ

て
い
る
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
事
が
出
来
た
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
報
告
書
は
、
約
十
年
前
の
幸
運
に
も
貴

重
な
臨
床
経
験（
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
発
見
）

を
切
っ
掛
け
に
多
く
の
臨
床
経
験
を
糧
に
し
て

浅
学
で
拙
い
考
察
を
重
ね
て
来
た
結
果
を
書
き

貯
め
た
備
忘
録
で
す
。

こ
こ
十
年
余
り
で
、
多
く
の
患
者
の
皆
様
方

の
ご
協
力
で
貴
重
な
臨
床
経
験
を
積
み
重
ね
て

来
る
事
が
出
来
ま
し
た
事
に
、
深
く
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

慢
性
の
血
流
障
害
に
因
る
多
く
の
病
態
が
存

在
す
る
事
実
を
少
し
で
も
多
く
の
医
療
関
係
者

に
理
解
し
て
頂
き
、
臨
床
の
場
で
活
用
し
て
頂

け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

動
物
実
験
に
応
用
出
来
れ
ば
、
更
な
る
基
礎

研
究
の
推
進
に
貢
献
出
来
る
も
の
と
考
え
ま

す
。尚

、
多
く
の
実
名
の
薬
品
名
等
を
挙
げ
て
お

り
ま
す
が
、
利
害
関
係（
利
益
相
反
等
）は
全
く

有
り
ま
せ
ん
。
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▔
巻
末・

タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
の
臨
床
経
験
の
結
果�

▁

タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
は
ト
リ
ガ
ー
ポ
イ

ン
ト
注
射
と
同
様
に
、
抗
凝
固
剤
等
の
服
用
中

等
で
出
血
傾
向
が
陽
性
で
も
禁
忌
と
は
な
り
ま

せ
ん
が
、
注
射
部
位
に
巨
大
な
血
腫
を
作
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
慎
重
な
実
施
が
必
要

で
す
。

因
み
に
、
硬
膜
外
ブ
ロ
ッ
ク
は
巨
大
な
血
腫

を
形
成
し
て
神
経
麻
痺
を
起
こ
す
恐
れ
が
あ

り
、
禁
忌
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

下
記
に
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
に
関
連
す

る
疾
患
と
評
価
を
列
記
し
ま
す
。

評
価
は
、私
独
自
の
お
手
盛
り
の
判
断
で
す
。

各
科
の
専
門
医
の
先
生
方
に
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ

ン
ト
注
射
を
実
施
し
て
頂
き
、
週
２
回
以
上
で

最
低
一
ヶ
月
間
の
治
療
に
て
、
実
際
の
効
果
を

確
か
め
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

外
傷
性
頸
部
（
交
感
神
経
過
緊
張
）
症
候
群
・

著
効

外
傷
性
腰
部
（
交
感
神
経
過
緊
張
）
症
候
群
・

著
効

線
維
筋
痛
症
・
著
効

慢
性
疲
労
症
候
群
・
著
効

骨
壊
死
の
荷
重
時
の
疼
痛
・
著
効
（
例
・
大
腿

骨
頭
壊
死
で
の
人
工
骨
頭
置
換
術
の
回
避
）

椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
（
神
経
根
性
疼
痛
）・
無
効

骨
折
（
脊
椎
圧
迫
骨
折
を
除
く
）・
禁
忌
（
治

癒
迄
の
約
六
週
間
は
化
骨
形
成
を
阻
害
）

脊
椎
圧
迫
骨
折
・
効
果
（
化
骨
形
成
の
阻
害
は

不
明
で
骨
髄
形
成
を
促
進
？
）

骨
粗
鬆
症
・
効
果

強
直
性
脊
椎
炎
・
効
果
？

関
節
周
囲
炎
・
著
効

変
形
性
関
節
症
・
効
果

関
節
リ
ウ
マ
チ
・
効
果

リ
ウ
マ
チ
性
多
発
筋
痛
症
・
効
果

A
N
C
A
関
連
血
管
炎
・
効
果

閉
塞
性
血
栓
性
血
管
炎
（
バ
ー
ジ
ャ
ー
病
）・

効
果
？

閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
・
効
果

う
つ
病
・
著
効

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
・
著
効

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
・
効
果

統
合
失
調
症
・
不
明
～
効
果
？

脳
梗
塞
（
血
管
性
認
知
症
）・
効
果

特
発
性
正
常
圧
水
頭
症
（
血
流
障
害
に
よ
る
静

脈
系
の
環
流
障
害
？
）・
効
果
？
～
禁
忌
？

脳
出
血
・
禁
忌
（
脳
内
血
流
増
加
に
て
再
出
血

の
可
能
性
）

未
破
裂
脳
動
脈
瘤
・
禁
忌
（
脳
内
血
流
増
加
に

て
破
裂
の
可
能
性
）

狭
心
症
・
禁
忌
（
再
発
作
の
誘
発
）

心
筋
梗
塞
・
禁
忌
（
再
梗
塞
の
誘
発
）

心
不
全
・
禁
忌
（
増
悪
）

特
発
性
拡
張
型
心
筋
症
・
効
果
？

眼
精
疲
労
（
眼
内
筋
の
阻
血
痛
機
能
障
害
）・

著
効

飛
蚊
症
（
老
廃
物
の
代
謝
障
害
）・
著
効

白
内
障
・
効
果 

緑
内
障
・
効
果

糖
尿
病
性
網
膜
症
・
効
果

網
膜
剥
離
・
効
果
？

ぶ
ど
う
膜
炎
・
効
果
？

肝
硬
変
・
効
果

原
発
性
硬
化
性
胆
管
炎
（
血
流
障
害
に
よ
る
胆

管
炎
？
）・
著
効

潰
瘍
性
大
腸
炎
・
効
果
？
（
血
流
障
害
？
を
改

善
）

ク
ロ
ー
ン
病・効
果
？
（
血
流
障
害
？
を
改
善
）

自
己
免
疫
性
膵
炎
（
血
流
障
害
で
自
己
免
疫

性
？
）・
効
果
？

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
（
C
O
P
D
）・
効
果

（
S
p
O
2
で
評
価
）

肺
気
腫
・
効
果
（
S
p
O
2
で
評
価
）

肺
線
維
症
・
効
果
（
S
p
O
2
で
評
価
）

気
管
支
拡
張
症
・
効
果
（
S
p
O
2
で
評
価
）

気
管
支
喘
息
・
禁
忌

弛
緩
性
便
秘
～
麻
痺
性
イ
レ
ウ
ス
（
交
感
神
経

の
機
能
が
過
剰
で
副
交
感
神
経
の
排
便
機
能
を

抑
制
、
M
g
製
剤
大
量
服
用
）・
著
効
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神
経
因
性
膀
胱
（
交
感
神
経
の
機
能
が
過
剰

で
副
交
感
神
経
の
排
尿
機
能
を
抑
制
、
末
梢

型
？
）・
効
果

慢
性
腎
機
能
障
害
・
効
果
？
（
C
r
e
a
t
i

n
i
n
e
で
評
価
）

腎
線
維
症
・
効
果
？

1
＆
2
型
糖
尿
病
・
効
果
？
（
H
b
A
1
c

で
評
価
）

耳
鳴
感
・
著
効

回
転
性
目
眩
・
効
果

突
発
性
難
聴
・
著
効

ス
テ
ロ
イ
ド
依
存
性
感
音
難
聴
・
効
果
？

味
覚
障
害
・
効
果

臭
覚
障
害
・
効
果

三
叉
神
経
痛
・
無
効

顎
関
節
症
・
著
効

下
肢
静
脈
瘤
（
血
流
障
害
時
の
静
脈
の
う
っ

血
）・
効
果

痔
疾
患
（
血
流
障
害
時
の
静
脈
の
う
っ
血
）・

効
果

帯
状
疱
疹
後
神
経
痛
・
著
効

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
・
著
効

多
汗
症
・
著
効

べ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
・
効
果

E
D
（
勃
起
不
全
）・
効
果
～
著
効
？

天
気
痛
（
交
感
神
経
の
気
圧
変
動
に
対
す
る
過

剰
反
応
）・
効
果

▔
表
紙
の
ア
マ
ビ
エ
伝
説�

▁

表
紙
の
ア
マ
ビ
エ
の
絵
は
、
下
記
の
ウ
ィ
キ

ペ
デ
ィ
ア
の
画
像
を
引
用
し
て
熊
本
市
の
染
め

物
店
に
依
頼
し
て
幟（
の
ぼ
り
）を
作
成
し
た
際

の
画
像
で
す
。

ア
マ
ビ
エ
は
、
嘴
が
あ
り
羽
毛
模
様
の
体
毛

に
三
本
の
足
が
あ
り
、
こ
の
姿
か
ら
直
ち
に
連

想
さ
れ
る
の
が
神
の
使
い
と
さ
れ
る
八
咫
烏

（
や
た
が
ら
す
）で
す
。

サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
エ
ン
ブ
レ
ム
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。

目
下
、
全
世
界
の
医
療
機
関
が
全
力
を
挙
げ

て
目
に
見
え
な
い
人
類
の
最
大
の
敵
で
あ
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
壮
絶
な
戦
い
が
繰
り

広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
者
の
治
療
に
当
た
る
最
前
線
の

医
療
従
事
者（
戦
闘
員
）は
、
完
全
防
護
服（
戦

闘
服
）で
身
を
固
め
て
は
い
ま
す
が
、戦
々
恐
々

と
し
て
流
れ
弾
に
当
た
り
戦
死
す
る
恐
怖
と
常

に
闘
い
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
の
撲
滅
の
為
に
昼
夜

を
厭
わ
ず
一
生
懸
命
に
重
症
感
染
者
の
救
命
か

ら
治
癒
に
向
け
て
最
大
限
の
治
療（
殲
滅
作
戦
）

に
専
念
し
て
い
ま
す
。

私
共
の
一
般
の
医
療
機
関
で
は
、
後
方
支
援

部
隊
の
予
備
役
兵
と
し
て
最
前
線
に
駆
り
出
さ

れ
る
覚
悟
を
常
時
保
持
し
て
い
ま
す
。

尚
、
今
年
の
春
か
ら
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
療
法
が
著

効
を
奏
し
、
感
染
者
が
激
減
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
国
産
の
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
が
行
わ
れ
て
余

裕
が
生
じ
ま
し
た
ら
、
開
発
途
上
国
に
対
す
る

国
際
支
援
物
資
の
一
環
と
し
て
の
ワ
ク
チ
ン
の

無
償
提
供
を
政
府
に
考
え
て
頂
き
た
い
も
の
と

考
え
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
が
一
刻
も
早
く
終
息
し
て
、
安
寧

の
日
々
の
暮
ら
し
が
取
り
戻
せ
る
事
を
切
に
願

い
ま
す
。

こ
の
願
い
を
込
め
て
、
敢
え
て
ア
マ
ビ
エ
を

表
紙
の
画
像
に
取
り
上
げ
て
お
り
ま
す
。

又
、
裏
表
紙
に
は
、
当
院
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
横
に
２
0
１
0
年
3
月
に
建
立

の
絵
師
の
故
田
上
賢
二
氏
に
よ
る
彩
色
を
施
し

た
七
福
神
石
像
の
側
に
立
つ
著
者
の
近
影
で

す
。

ア
マ
ビ
エ 

‒ 

W
i
k
i
p
e
d
i
a

　
瓦
版
『
ア
マ
ビ
エ
（
ア
マ
ビ
ヱ
）
の
図
』（
京

都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
）
の
口
語
訳

江
戸
時
代
後
期
の
肥
後
国
（
現
・
熊
本
県
）
に
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現
れ
た
と
い
う
。
こ
の
話
は
挿
図
付
き
で
瓦
版

に
取
り
上
げ
ら
れ
、
遠
く
江
戸
に
ま
で
伝
え
ら

れ
た
。

　
弘
化
3
年
4
月
中
旬
（
1
8
4
6
年
5
月
上

旬
）
の
こ
と
、
毎
夜
、
海
中
に
光
る
物
体
が
出

没
し
て
い
た
た
め
、
役
人
が
赴
い
た
と
こ
ろ
、

そ
れ
が
姿
を
現
し
た
。
姿
形
に
つ
い
て
言
葉
で

は
書
き
留
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
挿
図
が
添
え

ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
者
は
、
役
人
に
対
し
て
「
私
は
海
中
に

住
む
ア
マ
ビ
エ
と
申
す
者
な
り
」
と
名
乗
り
、

「
当
年
よ
り
6
ヶ
年
の
間
は
諸
国
で
豊
作
が
続

く
が
疫
病
も
流
行
す
る
。
私
の
姿
を
描
き
写
し

た
絵
を
人
々
に
早
々
に
見
せ
よ
。」
と
予
言
め

い
た
こ
と
を
告
げ
、
海
の
中
へ
と
帰
っ
て
行
っ

た
。

▔
不
採
用
の
論
文�

▁

２
0
２
0
年
の
第
49
回
日
本
慢
性
疼
痛
学
会

の
学
会
誌
の
投
稿
論
文「
慢
性
疼
痛
の
治
療
法

と
発
症
機
序
の
発
見
」

上
記
の
論
文
が
不
採
用
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
く
ま
も
と
経
済
２
0
２
0
年
十
一
月
医
療

最
前
線（
２
0
２
0
︲
21
）に
掲
載
し
ま
し
た
論

文
記
事
を
提
示
し
ま
す
。
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2020 年 8 月 3 日
第49回 日本慢性疼痛学会 学会誌投稿論文 word office365

慢性疼痛の治療法と発症機序の発見

岡山 洋二1)　上野 剛2)

1) 〒 862 － 0956 熊本県熊本市中央区水前寺公園 3 － 38　医療法人社団岡山会
九州記念病院 整形外科

2) 九州記念病院 　麻酔科

約10年前に、長年実施している圧痛部位への麻酔剤の局注を頚部の特定部位に行ったと

ころ、局麻部位を超えて同側の上半身全体の疼痛の軽減と共に、同部が温かくなり血圧が

低下した事を偶然に発見し、動脈が拡張して血流が増加した事が原因であると解釈し、血

流障害による阻血痛が軽減したものと判断した。交感神経が全身の動脈の周囲を取り巻い

ている平滑筋に働き動脈を収縮させて末梢血流を調節して全身の恒常性を維持する主要な

機能を担っているが、過剰に働き血流障害が生じて筋肉の阻血痛が生じている状態が慢性

疼痛の本態と判断した。様々なストレスが情動の中枢の扁桃体を介して近傍の視床下部の

自律神経核群（自律神経系の上位中枢）に働き、実行部隊である交感神経を過緊張状態に

陥らせる仕組みが解り、慢性ストレスが慢性疼痛の発症原因と結論付けた。今回、慢性疼

痛の治療法と現行の神経生理学を拡充する一連の機能の全体像を推定したので報告する。

【キーワード】 交感神経、阻血痛、慢性ストレス、扁桃体、脊髄視床下部路
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Treatment of chronic pain and
discovery of pain onset mechanisms

Yoji Okayama 1)　Tuyosi Ueno 2)

1)Okayama Kai, 3-38 Suizenji Koen, Chuo Ward, Kumamoto, Kumamoto Prefecture, 862-0956

Kyushu Memorial Hospital, Department of Plastic Surgery
2) Kyushu Memorial Hospital, Department of Anesthesiology

Approximately 10 years ago, while injecting a local anesthetic into a tender 

area, as we had been performing routinely for many years, we incidentally 

discovered that injecting the drug at a specific site on the neck could lead to 

a decrease in pain beyond the area covered by the local anesthetic, extending 

over the entire upper body on that side. This was accompanied by a warm 

sensation in that area and decreased blood pressure. We interpreted that this 

change was due to increased blood flow resulting from arterial dilation, which 

had reduced the ischemic pain caused by a circulatory disorder. Sympathetic 

nerves are primarily responsible for maintaining homeostasis throughout the 

body by adjusting the peripheral blood flow through smooth muscle contraction 

around the arteries of the body. However, overactivity can result in circulatory 

disorders that cause ischemic pain in the muscles, which we believe is the 

true nature of chronic pain. Stresses acting on the autonomic nuclei of the 

hypothalamus (central autonomic nervous system) near the amygdala can lead 

to overactivity of the sympathetic nerves (the execution unit), implying that 

chronic stress can cause chronic pain. This report reveals an overall picture of 

a series of functions by expanding knowledge about treatment for chronic pain 

and current neurophysiology.

【Keywords】 sympathetic nerve, ischemic pain, chronic stress, amygdala, 

spinohypothalamic pathway
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は
じ
め
に
―
約
10
年
前
に
、
長
年
実
施
し
て

い
る
圧
痛
部
位
へ
の
局
麻
剤
の
皮
下
注
射
を

頚
部
の
特
定
部
位（
仮
称
・
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン

ト（
ト
リ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
も
じ
り
））に
行
っ

た
と
こ
ろ
、
局
麻
部
位
を
超
え
て
同
側
の
上
半

身
全
体
の
疼
痛
の
軽
減
と
共
に
、
同
領
域
が
温

か
く
な
り
血
圧
が
低
下
し
た
事
を
偶
然
に
発
見

し
、
こ
の
不
思
議
な
現
象
を
解
明
し
よ
う
と
早

速
研
究
を
始
め
、
今
回
ほ
ぼ
解
明
で
き
た
も
の

と
判
断
し
た
の
で
報
告
す
る
。

血
流
障
害
の
原
因

温
か
く
な
り
血
圧
が
低
下
し
た
原
因
は
動
脈

が
拡
張
し
て
血
流
が
増
加
し
た
事
で
あ
る
と
解

釈
し
、
裏
を
返
せ
ば
血
流
障
害
に
よ
る
阻
血

痛（
血
行
障
害
性
疼
痛
1
））が
ベ
ー
ス
に
あ
り
、

血
流
が
増
加
し
た
事
で
阻
血
痛
が
軽
減
し
た
も

の
と
判
断
し
た
。
交
感
神
経
2
）が
全
身
の
細

動
脈
の
周
囲
を
取
り
巻
い
て
い
る
平
滑
筋
に
働

き
、
動
脈
の
径
を
収
縮（
交
感
神
経
の
α
１
作

用
）さ
せ
て
末
梢
血
流
を
調
節
し
て
い
る
事
が

分
か
り
、
交
感
神
経
が
何
ら
か
の
原
因
で
慢
性

の
過
緊
張
状
態
に
陥
り
動
脈
の
過
剰
収
縮
に
よ

る
血
流
障
害
が
生
じ
て
筋
肉
の
阻
血
痛
が
生
じ

て
い
る
状
態
が
慢
性
疼
痛
の
本
態
と
想
定
し

た
。

交
感
神
経
の	

	
	

	

過
緊
張
状
態
の
原
因

生
死
の
境
目
と
い
う
極
限
の
恐
怖
の
ス
ト

レ
ス
3
）時
に「
闘
争
か
逃
走
か
」の
瀬
戸
際
の

選
択
に
際
し
て
、
情
動
の
中
枢
で
あ
る
扁
桃

体
4
）が
近
傍
の
視
床
下
部
5
）の
自
律
神
経
核

群（
背
内
側
核
、
腹
内
側
核
、
後
核
、
外
側
核

等
の
自
律
神
経
系
の
上
位
中
枢
）に
働
き
、
信

号
強
度
が
極
限
に
高
め
ら
れ
た
電
気
信
号
が
視

床
下
部
脊
髄
路
6
）を
介
し
て
脊
柱
の
腹
側
に

位
置
す
る
長
い
幹
状
の
交
感
神
経
幹
7
）に
在

る
交
感
神
経
節
に
達
す
る
事
に
な
る
が
、
生
命

危
機
の
非
常
時
の
反
応
と
し
て
の
交
感
神
経
節

に
相
当
す
る
副
腎
髄
質
8
）か
ら
カ
テ
コ
ル
ア

ミ
ン
9
）（
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
等
）を
血
中
に
分
泌

さ
せ
て
全
身
の
レ
セ
プ
タ
ー
に
即
座
に
作
用
さ

せ
て
身
体
機
能
を
極
限
ま
で
高
め
る
体
勢
を
整

え
る
と
共
に
、
通
常
の
反
応
の
一
環
と
し
て
の

交
感
神
経
節
後
線
維
の
効
果
器
で
あ
る
全
身
の

末
梢
細
動
脈
の
収
縮（
α
1
作
用
）と
心
筋
収
縮

力
の
増
強（
交
感
神
経
の
β
1
作
用
）及
び
心
拍

数
の
増
加（
β
1
作
用
）に
よ
る
心
拍
出
量
の
増

加
及
び
全
身
の
筋
肉
組
織
を
栄
養
す
る
細
動

脈（
心
筋
を
栄
養
す
る
冠
動
脈
を
含
む
）の
拡
張

（
交
感
神
経
の
β
2
作
用
に
よ
る
α
1
作
用
の

阻
害
）が
生
じ
て
筋
肉
組
織
に
血
流（
エ
ネ
ル
ギ

ー
）を
集
中
し
て
筋
肉
活
動
を
増
強（
所
謂
火
事

場
の
馬
鹿
力
）し
、
更
に
気
管
支
平
滑
筋
を
弛

緩（
通
常
の
α
１
作
用
で
気
管
支
の
適
度
な
収

縮
状
態
に
対
し
て
β
2
作
用
で
気
道
を
拡
張
）

し
て
労
作
時
に
必
要
な
呼
吸
時
の
空
気（
酸
素
）

の
取
り
込
み
を
増
加
さ
せ
た
り
、
散
瞳
さ
せ
て

視
覚
力
を
増
強
さ
せ
る
等
の
身
体
能
力
を
最
大

限
に
発
揮
さ
せ
よ
う
と
す
る
機
能
の
発
揮
が
有

名
で
あ
る
。

現
代
の
多
種
多
様
な
ス
ト
レ
ス
社
会
に
於
い

て
中
等
度
ま
で
の
ス
ト
レ
ス
が
生
じ
る
と
、
高

め
ら
れ
た
自
律
神
経
核
群
の
電
気
信
号
が
交

感
神
経
に
働
く（
交
感
神
経
の
過
緊
張
状
態
）

が
、
本
来
の
非
常
時
の
身
体
能
力
を
高
め
る
反

応（
主
に
β
2
作
用
の
発
揮
）に
は
何
ら
か
の
機

序
に
て
殆
ど
至
ら
ず
、
専
ら
末
梢
細
動
脈
の
過

剰
収
縮
に
よ
る
末
梢
の
血
流
の
低
下
が
生
じ
る

状
態
に
な
り
、
ス
ト
レ
ス
が
長
期
間
持
続
す
る

と
血
流
障
害
に
よ
る
各
組
織
特
有
の
栄
養
障
害

（
特
に
目
立
つ
の
が
筋
肉
組
織
の
阻
血
痛
）と
い

う
病
態
が
出
現
す
る
事
態
に
な
る
も
の
と
推
測

し
て
い
る
。

自
律
神
経
賦
活
信
号
系（
仮
称
）の
想
定

司
令
塔
と
し
て
の
自
律
神
経
核
群
が
実
行
部

隊
で
あ
る
交
感
神
経
に
送
る
命
令（
電
気
信
号
）

の
拠
り
所
と
し
て
の
情
報
収
集
の
仕
組
み
は
、

私
見
で
は
現
行
の
神
経
生
理
学
で
は
十
分
に
解

明
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

皮
膚
及
び
皮
下
深
部
の
感
覚
神
経（
自
由
終

末
？
）が
交
感
神
経
の
働
き
具
合
を
常
時
監
視

し
て
い
る
も
の
と
推
測
し
、
こ
の
電
気
信
号

理事長（整形外科）
岡山  洋二
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自
律
神
経
賦
活
信
号
系（
仮
称
）の
想
定

司
令
塔
と
し
て
の
自
律
神
経
核
群
が
実
行
部

隊
で
あ
る
交
感
神
経
に
送
る
命
令（
電
気
信
号
）

の
拠
り
所
と
し
て
の
情
報
収
集
の
仕
組
み
は
、

私
見
で
は
現
行
の
神
経
生
理
学
で
は
十
分
に
解

明
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

皮
膚
及
び
皮
下
深
部
の
感
覚
神
経（
自
由
終

末
？
）が
交
感
神
経
の
働
き
具
合
を
常
時
監
視

し
て
い
る
も
の
と
推
測
し
、
こ
の
電
気
信
号

が
脊
髄
視
床
下
部
路
10
）を
経
由
し
て
自
律
神

経
核
群
の
命
令
の
情
報
源（
賦
活
信
号
や
補
正

信
号
等
と
推
測
）と
し
て
利
用
さ
れ
る
事
で
必

須
と
思
え
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
機
構
と
し
て

働
き
、
扁
桃
体
や
視
床
の
中
継
核
等
か
ら
の

様
々
な
信
号
が
加
味
さ
れ
て
、
神
経
細
胞
に

記
憶
さ
れ
て
い
る
と
推
測
す
る
既
存
の
信
号

と
統
合（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
中
央
演
算
装
置

（
C
P
U
）に
相
当
の
複
雑
な
働
き
）さ
れ
て
出

力
さ
れ
た
電
気
信
号
が
視
床
下
部
脊
髄
路
を
介

し
て
脊
柱
の
前
方
に
位
置
す
る
交
感
神
経
幹
に

存
在
す
る
交
感
神
経
節（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の

ル
ー
タ
ー
に
相
当
）に
伝
え
ら
れ
、
適
度
な
緊

張
状
態
に
あ
る
交
感
神
経
の
働
き
に
よ
り
全
身

の
組
織
へ
限
り
あ
る
貴
重
な
血
液
の
過
不
足
の

無
い
分
配
の
精
密
な
制
御
を
通
し
て
生
命
の
恒

常
性
の
維
持
に
深
く
関
与
し
て
い
る
も
の
と
推

測
し
て
い
る
。

要
約
す
る
と
、
末
梢
の
交
感
神
経
が
効
果
器

に
及
ぼ
し
て
生
じ
た
様
々
な
情
報
を
周
囲
の
感

覚
神
経
が
感
知
し
て
上
行
性
の
脊
髄
視
床
下
部

路
を
経
由
し
た
電
気
信
号
や
扁
桃
体
や
視
床
の

中
継
核
群
等
か
ら
の
電
気
信
号
が
視
床
下
部
の

自
律
神
経
核
群
で
収
集
＆
統
合
さ
れ
、
下
行
性

に
視
床
下
部
脊
髄
路
を
通
り
実
行
部
隊
で
あ
る

交
感
神
経
に
命
令
を
伝
達
す
る
一
連
の
ル
ー
プ

を
形
成
す
る
電
気
信
号
の
機
構
を
自
律
神
経
賦

活
信
号
系（
仮
称
）と
し
て
提
案
し
て
い
る
。（
図

1
）

慢
性
疼
痛
の
治
療
法

タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
部
位
の
皮
下
深
部
に

局
麻
剤
に
よ
る
浸
潤
麻
酔
を
行
う
と
、
感
覚
神

経
が
常
時
収
集
し
て
い
る
情
報
源
が
ブ
ロ
ッ
ク

さ
れ
る
事
と
な
り
、
脊
髄
視
床
下
部
路
1
）を

経
由
し
て
自
律
神
経
核
群
に
入
力
さ
れ
て
い
る

交
感
神
経
の
賦
活
等
に
関
与
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
電
気
信
号（
自
説
の
自
律
神
経
賦
活
信

図1
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号
系
）が
抑
制
さ
れ
て
交
感
神
経
の
過
緊
張
状

態
が
緩
和
さ
れ
る
事
に
な
る
と
推
測
す
る
が
、

継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
自
律
神
経
核
群
の

働
き
が
正
常
化
の
方
向
に
向
か
い
徐
々
に
交
感

神
経
の
慢
性
的
な
過
緊
張
状
態
が
改
善
し
て
末

梢
動
脈
の
過
剰
収
縮
が
改
善
し
、
血
流
が
改
善

し
て
阻
血
痛
が
軽
減
す
る
事
に
な
る
も
の
と
推

測
し
て
い
る
。

尚
、
1
回
の
浸
潤
麻
酔
に
よ
る
１
～
2
時
間

の
麻
酔
効
果
に
て
血
流
の
同
時
間
程
度
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
が
、
こ
の
麻
酔
時
間
よ
り
遙
か

に
長
い
平
均
し
て
約
3
日
間
の
鎮
痛
効
果
が
得

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
理
由
は
、
阻
血
状
態
の
筋

肉
組
織
に
不
足
し
て
い
る
栄
養
が
補
給
さ
れ
て

阻
血
痛
が
一
旦
軽
減
す
る
が
、
そ
の
後
に
十
分

な
栄
養
の
補
給
が
続
か
な
け
れ
ば
平
均
し
て
3

日
後
に
不
足
状
態
に
戻
り
阻
血
痛
が
再
発
す
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
週
2
回
以
上

の
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射（
長
さ
25
㎜
の
太

さ
25
G
の
橙
針
を
使
用
し
１
%
メ
ピ
バ
カ
イ

ン
塩
酸
塩
注
射
液
10
㎖
を
分
注
）を
継
続
し
て

実
施（
中
等
症
ま
で
は
1
ヶ
月
間
程
度
）す
る
こ

と
で
大
半
の
症
例
で
寛
解
か
ら
治
癒
ま
で
達
成

出
来
て
い
る
。（
原
因
療
法
で
あ
り
完
治
可
能
）

尚
、
誘
因
と
な
っ
て
い
る
ス
ト
レ
ス
に
曝
さ
れ

て
い
る
社
会
環
境
の
改
善
も
必
要
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
の
約
10
年
間
で
の
多
数
の
臨
床
経
験
か

ら
、
多
く
の
原
因
不
明
の
疾
患
の
大
半
が
交
感

神
経
の
過
緊
張
に
よ
る
緩
徐
な
血
流
障
害
が
長

期
間
続
く
事
に
よ
り
生
じ
る
組
織
の
慢
性
の
栄

養
障
害
が
引
き
起
こ
し
て
い
る
病
態
と
考
え
て

い
る
。（
仮
称；

交
感
神
経
過
緊
張
症
候
群
）

ス
ト
レ
ス
の
影
響
を
受
け
て
い
な
い
健
常
人

の
労
作
時
の
筋
肉
疲
労（
比
較
的
血
流
障
害
）が

生
じ
る
と
、
筋
肉
組
織
の
疲
労
状
態
の
程
度
等

の
健
康
状
態
を
監
視
し
て
い
る
と
推
測
す
る
筋

膜
等
に
主
に
分
布
し
て
い
る
と
考
え
る
感
覚
神

経（
自
由
終
末
？
）が
筋
肉
活
動
に
必
要
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
産
生
す
る
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
の
酸
欠

状
態
を
感
知
し
て
筋
肉
痛（
筋
肉
の
栄
養
細
動

脈
の
内
皮
細
胞
か
ら
の
生
体
の
最
大
の
発
痛
物

質
の
ブ
ラ
ジ
キ
ニ
ン
11
）の
分
泌
）や
筋
肉
の
緊

張
状
態（
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
に
よ
る
筋
肉
の
円

滑
な
活
動
の
停
滞
状
態
）等
が
生
じ
て
、
筋
肉

疲
労
を
増
悪
さ
せ
る
労
作
活
動
を
中
止
し
安
静

を
促
す
ア
ラ
ー
ム
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
が
、

同
時
に
血
流
不
足
の
信
号
を
感
覚
神
経
が
感
知

し
て
自
説
の
自
律
神
経
賦
活
信
号
系
を
経
由
し

て
、
標
的
器
官
で
あ
る
筋
肉
組
織
の
栄
養
細
動

脈
に
対
す
る
交
感
神
経
の
β
2
作
用
に
て
筋
肉

を
栄
養
す
る
細
動
脈
が
拡
張
し
て
血
流
が
増
加

す
る
事
で
筋
肉
疲
労
を
早
く
回
復
さ
せ
る
機
能

が
備
わ
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

絶
え
間
な
い
ス
ト
レ
ス
が
原
因
で
慢
性
に
経

過
す
る
安
静
時
や
軽
労
作
時
の
筋
肉
痛（
絶
対

的
な
血
流
障
害
状
態
に
陥
っ
て
い
る
交
感
神
経

過
緊
張
症
候
群
の
典
型
的
な
症
状
）の
場
合
は
、

β
2
作
用
が
何
ら
か
の
機
序
に
て
殆
ど
活
動
停

止
状
態
に
陥
り
交
感
神
経
の
過
緊
張
状
態
に
て

血
流
低
下
が
継
続
し
て
阻
血
痛
と
い
う
ア
ラ
ー

ム
の
み
が
持
続
し
皮
肉
に
も
何
の
益
も
無
い
苦

痛
の
み
が
与
え
続
け
ら
れ
て
い
る
病
的
状
態
で

あ
り
、
苦
痛
が
更
な
る
ス
ト
レ
ス
を
誘
発
す
る

重
積
状
態
の
悪
循
環
に
陥
る
事
に
な
る
と
考
え

る
。
そ
こ
で
、
重
症
例
で
は
疼
痛
軽
減
目
的
の

強
力
な
鎮
痛
剤
や
不
安
感
除
去
目
的
の
鎮
静
剤

の
服
用
や
ス
ト
レ
ス
解
消
目
的
の
認
知
行
動
療

法
等
の
心
理
療
法
を
総
力
を
挙
げ
て
併
用
し
な

が
ら
、
出
来
る
だ
け
頻
回
の
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン

ト
注
射
を
集
中
的
に
行
う
事
が
必
要
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
鍼
灸
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
最
近
注

目
の
筋
筋
膜
性
疼
痛
症
候
群
12
）に
お
け
る
圧

痛
の
あ
る
筋
肉
組
織（
主
に
筋
膜
下
）へ
の
麻
酔

効
果
の
無
い
生
食
水
！
（
局
麻
剤
で
は
効
果
が

不
十
分
！？
）の
注
入
等
の
刺
激
療
法
は
、
体
外

か
ら
筋
膜
に
刺
激
を
与
え
る
こ
と
で
交
感
神
経

の
β
２
作
用
を
惹
起
し
て
筋
肉
組
織
へ
の
血
流

が
増
加
し
て
阻
血
痛（
筋
肉
痛
）が
改
善
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

こ
の
推
測
が
正
し
い
と
仮
定
す
る
と
、
慢
性

の
筋
肉
痛
の
場
合
は
前
述
の
様
に
β
２
作
用
が

ほ
ぼ
停
止
し
て
い
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
と
言

う
こ
と
に
な
り
、
筋
肉
痛
の
増
悪
と
慢
性
化
を

助
長
し
て
い
る
大
き
な
要
因
と
考
え
る
。
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一
方
、
従
来
の
局
麻
剤
を
使
用
す
る
圧
痛
部

位（
大
半
が
筋
肉
組
織
）へ
の
ト
リ
ガ
ー
ポ
イ
ン

ト
注
射
の
場
合
は
、
浸
潤
麻
酔
に
よ
り
全
て
の

神
経
が
根
こ
そ
ぎ
麻
酔
さ
れ
る
事
で
、
当
然
な

が
ら
β
2
作
用
に
関
与
す
る
筋
膜
に
分
布
す
る

感
覚
神
経
も
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
る
訳
で
あ
り
、
刺

激
療
法
と
は
異
な
る
鎮
痛
の
作
用
機
序
が
働
い

て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

つ
ま
り
、
末
梢
の
筋
肉
組
織
を
栄
養
し
て
い

る
細
動
脈
を
過
剰
収
縮
さ
せ
て
い
る
交
感
神
経

の
末
梢
線
維
を
局
麻
剤
で
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
事
で

α
１
作
用
が
抑
制（
β
2
作
用
は
病
的
に
停
止

状
態
で
無
影
響
）さ
れ
て
標
的
器
官
の
細
動
脈

の
過
剰
収
縮
が
改
善
し
血
流
が
増
加
し
て
約
3

日
間
の
阻
血
痛
が
改
善
す
る
。（
同
側
の
上
半
身

に
効
果
が
あ
る
交
感
神
経
幹
の
頸
胸
神
経
節
に

局
麻
剤
を
注
入
す
る
星
状
神
経
節
ブ
ロ
ッ
ク
も

同
様
な
機
序
で
あ
ろ
う
）

更
に
今
回
の
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
に
お

け
る
自
説
の
自
律
神
経
賦
活
信
号
系
を
経
由
し

て
こ
の
領
域
の
交
感
神
経
の
過
緊
張
が
緩
和
さ

れ
て
約
3
日
間
の
阻
血
痛
が
緩
和
さ
れ
る
も
の

と
考
え
る
。
更
に
周
辺
の
感
覚
神
経
に
よ
る
発

痛
物
質
の
ブ
ラ
ジ
キ
ニ
ン
の
感
知
を
ブ
ロ
ッ
ク

す
る
と
い
う
本
来
の
局
麻
剤
に
よ
る
1
～
2
時

間
の
除
痛
効
果
が
生
じ
る
事
に
な
る
。

タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
と
従
来
の
ト
リ
ガ

ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
の
違
い
は
概
ね
効
果
が
及
ぶ

範
囲
の
違
い
で
あ
り
、
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注

射
は
頚
部
と
腰
部
の
左
右
4
カ
所
の
特
定
部
位

の
皮
下
深
部
へ
の
局
麻
剤
の
浸
潤
麻
酔
に
て
自

説
の
自
律
神
経
賦
活
信
号
系
を
経
由
す
る
効
果

が
絶
大
で
ほ
ぼ
全
身
の
血
流
の
増
加
が
生
じ
る

と
い
う
臨
床
所
見
の
結
果
を
得
て
い
る
。

因
み
に
、
汎
用
さ
れ
て
い
る
仙
骨
裂
孔
硬
膜

外
ブ
ロ
ッ
ク
の
場
合
は
脊
柱
管
内
の
馬
尾
神
経

領
域
の
全
て
の
神
経
が
局
麻
剤
で
ブ
ロ
ッ
ク
さ

れ
る
事
に
な
る
。
つ
ま
り
、
痛
覚
を
感
知
す
る

感
覚
神
経
の
電
気
信
号
が
脊
髄
視
床
路
に
入
る

直
前
で
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
る
こ
と
で
1
～
2
時
間

の
除
痛
効
果
が
生
じ
る
が
、
視
床
下
部
脊
髄
路

を
通
り
交
感
神
経
節
に
至
る
途
中
の
交
感
神
経

節
前
線
維
が
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
て
細
動
脈
の
平
滑

筋
の
収
縮（
α
1
作
用
）が
抑
制
さ
れ
て
血
流
が

改
善
し
阻
血
痛
が
数
日
間
軽
減
す
る
と
共
に
、

更
に
自
説
の
自
律
神
経
賦
活
信
号
系
の
脊
髄
視

床
下
部
路
の
電
気
信
号
が
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
る
事

で
賦
活
信
号
等
が
抑
制
さ
れ
て
両
側
の
下
半
身

を
支
配
し
て
い
る
交
感
神
経
の
過
緊
張
が
軽
減

し
て
血
流
障
害
が
軽
減
す
る
事
で
阻
血
痛
が
約

3
日
間
軽
減
す
る
も
の
と
考
え
る
。

以
上
の
考
察
に
て
、
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注

射
の
発
見
以
来
の
懸
案
事
項
で
あ
る
交
感
神
経

を
抑
制
す
る
こ
と
で
α
1
作
用
の
み
な
ら
ず
β

2
作
用
も
抑
制
さ
れ
て
筋
肉
組
織
の
血
流
障
害

が
増
悪
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
副
作
用
が

生
じ
て
い
る
可
能
性
は
一
応
否
定
出
来
る
も
の

と
考
え
る
。
因
み
に
、
頚
部
の
両
側
の
タ
イ
ガ

ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
時
に
、
気
管
支
喘
息
13
）発

作
を
誘
発
す
る
と
い
う
最
も
注
意
す
べ
き
副
作

用
が
生
じ
る
例
が
あ
る
為
に
、
気
管
支
喘
息
の

既
往
者（
特
に
喘
息
発
作
の
予
防
薬
の
服
用
者
）

に
は
禁
忌
と
し
て
い
る
。

気
管
支
喘
息
の
既
往
が
無
い
健
常
人
に
於
い

て
、
安
静
時
は
交
感
神
経
の
適
度
な
緊
張
状
態

に
て
気
管
支
の
周
囲
を
取
り
巻
い
て
い
る
平
滑

筋
の
適
度
な
収
縮（
α
1
作
用
）状
態
に
あ
り
気

管
支
の
狭
窄
が
生
じ
る
こ
と
が
無
く
呼
吸
苦
は

生
じ
な
い
が
、
労
作
時
に
は
呼
吸
に
よ
る
酸
素

の
必
要
量
の
上
昇（
一
時
的
に
ア
ラ
ー
ム
と
し

て
の
呼
吸
苦
が
生
じ
る
）に
応
じ
て
気
管
支
平

滑
筋
の
β
2
作
用
が
発
動
さ
れ
て
気
道
が
拡
張

さ
れ
る
事
に
な
り
喘
息
発
作
を
誘
発
す
る
こ
と

に
至
る
こ
と
は
概
し
て
無
い
と
考
え
る
。

こ
れ
ま
で
に
自
説
の
交
感
神
経
過
緊
張
症
候

群
に
於
い
て
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
を
実
施

し
て
新
規
の
気
管
支
喘
息
の
発
症
に
至
る
例
を

経
験
し
て
い
な
い
事
か
ら
、
健
常
人
の
大
半
の

安
静
時
に
は
β
2
作
用
が
殆
ど
発
動
す
る
必
要

が
無
い
状
態
に
あ
る
事
が
そ
の
要
因
か
も
知
れ

な
い
。
一
方
、
気
管
支
喘
息
の
既
往
の
あ
る
例

に
於
い
て
頚
部
の
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
で

容
易
に
喘
息
発
作
を
誘
発
す
る
例
を
多
く
経
験

し
て
い
る
が
、気
道
の
慢
性
好
酸
球
性
炎
症（
気
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管
支
の
栄
養
細
動
脈
の
血
流
障
害
に
よ
る
気
管

支
組
織
の
栄
養
障
害
が
炎
症
の
誘
因
？
）に
よ

る
気
管
支
の
狭
窄
状
態
に
対
し
生
命
維
持
の
為

に
気
管
支
の
狭
窄
が
増
悪
し
な
い
よ
う
に
β
2

作
用
が
常
に
最
大
限
働
い
て
い
る
の
か
も
知
れ

な
い
。

重
症
の
交
感
神
経
過
緊
張
症
候
群
で
頚
部
の

タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
を
勧
め
る
際
は
、
気

管
支
喘
息
発
作
が
生
じ
な
い
よ
う
に
持
参
の
β

2
刺
激
剤（
局
麻
剤
の
1
～
2
時
間
の
作
用
時

間
に
対
応
し
て
副
作
用
に
よ
る
弊
害
が
少
な
い

短
時
間
型
で
可
）の
吸
入
を
予
め
実
施
前
の
5

分
以
内
に
必
ず
行
う
事
で
注
射
後
数
分
以
内
に

生
じ
る
喘
息
発
作
を
抑
制
す
る
こ
と
が
出
来
て

い
る
。
兎
に
角
、
必
ず
実
施
の
同
意
を
得
て
体

調
の
変
化
を
厳
重
に
注
意
し
な
が
ら
の
慎
重
な

実
施
が
必
要
で
あ
る
。
更
に
、
脳
出
血
や
慢
性

硬
膜
下
血
腫
等
の
頭
蓋
内
出
血
の
新
鮮
例
の

場
合
は
頭
部
の
血
流
増
加
に
よ
る
症
状
の
悪

化（
頭
部
C
T
検
査
に
よ
る
確
認
が
必
要
）の

恐
れ
が
あ
り
、
重
症
の
心
不
全
の
場
合
は
心
機

能
を
高
め
る
β
1
作
用
と
β
2
作
用
の
抑
制
で

重
篤
化
す
る
恐
れ
が
あ
る
事
で
、
頚
部
の
タ
イ

ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
は
絶
対
禁
忌
と
し
て
い
る

が
、
中
等
度
迄
の
心
不
全
の
場
合
は
比
較
的
禁

忌
と
し
て
実
施
後
の
数
時
間
の
体
調
の
変
化

（
バ
イ
タ
ル
・
サ
イ
ン
や
心
エ
コ
ー
検
査
）で
心

不
全
の
悪
化
の
兆
候
の
有
無
を
確
認
し
な
が
ら

実
施
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
。（
表
1
）

今
日
の
多
種
多
様
な
ス
ト
レ
ス
社
会
で
多
く

の
人
々
が
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
自
説

の
交
感
神
経
過
緊
張
症
候
群
は
、
本
来
の
生
命

維
持
目
的
の
精
緻
を
極
め
る
生
理
機
能
の
働
き

と
は
裏
腹
に
、
長
期
間
に
及
ぶ
ス
ト
レ
ス
が
自

律
神
経
核
群
の
健
康
維
持
機
能
を
狂
わ
せ
続
け

て
自
己
修
正
が
困
難
な
所
謂
寛
容
の
状
態
に
陥

り
自
虐
的
な
血
流
抑
制
が
元
凶
と
な
る
各
組
織

の
栄
養
障
害
と
い
う
病
態
で
あ
り
、
賢
い
筈
の

人
体
機
能
の
想
定
外
の
大
誤
算
の
大
変
厄
介
な

産
物
と
考
え
る
。タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
は
、

狂
っ
た
自
律
神
経
核
群
の
こ
じ
れ
た
寛
容
状
態

を
自
律
神
経
賦
活
信
号
系
を
通
し
て
健
全
な
寛

容
状
態
に
誘
導
す
る
為
の
一
手
段
と
考
え
る
。

ま
と
め
―
頚
部
と
腰
部
の
左
右
合
計
4
カ
所

の
特
定
部
位（
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
）へ
の
局
麻

剤
の
皮
下
深
部
へ
の
注
入（
手
技
が
容
易
で
副

作
用
が
極
め
て
少
な
く
、
実
施
間
隔
の
制
限
が

な
く
、
費
用
も
比
較
的
安
価
）に
よ
り
、
ほ
ぼ

全
身
の
血
流
の
増
加
を
も
た
ら
し
血
流
障
害
に

よ
り
惹
起
さ
れ
て
い
る
と
推
測
し
て
い
る
多
く

の
疾
病
の
改
善
を
確
証
し
て
い
る
。（
写
真
1
、

図
2
、
表
1
）

今
回
の
報
告
の
最
大
の
目
的
と
し
て
、
出
来

る
だ
け
多
く
の
臨
床
家
に
タ
イ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト

注
射
を
実
施
し
て
そ
の
効
果
を
実
際
に
試
し
て

頂
く
事
を
切
に
希
望
す
る
。
耐
え
難
い
全
身
の

疼
痛
等
が
慢
性
に
持
続
す
る
線
維
筋
痛
症
を
始

め
と
す
る
慢
性
疼
痛
の
根
治
療
法
と
共
に
、
神

経
生
理
学
の
更
な
る
発
展
の
一
助
に
な
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。
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タイガーポイント注射手技
長さ25mmの太さ25Ｇの橙針を使用。1％メピバカイン塩酸塩注射液を10mlを分注

▲頸部タイガーポイント注射手技

▲腰部タイガーポイント注射手技

写真1

表1

図2

九州記念病院 -改善一覧

タイガーポイント注射で改善を認めた交感神経過緊張症候群の一覧
*外傷性頚部症候群（所謂 鞭打ち症）、外傷性腰部症候群（同様の機序） 
*反射性交感神経性萎縮症（肩手症候群、ズデック骨萎縮等）、頸髄損傷
*肩関節周囲炎や全身の関節周囲炎、顎関節症等 : 関節障害の前段階
*動脈炎（外膜の壊死）、下腿静脈瘤や痔疾 :α1 作用を阻害し鬱血を改善
*関節リウマチ、リウマチ性多発筋痛症 : 栄養動脈炎による狭窄を改善
*線維筋痛症（筋肉痛が主訴）、慢性疲労症候群（脱力感が主訴）、痺れ感
*帯状疱疹後神経痛、三叉神経痛（効果 ? で課題）、アトピー性皮膚炎等
*うつ病、アルツハイマー型認知症、レビー小体型認知症 : 脳の血流増加
*間質性肺炎、間質性膀胱炎、麻痺性イレウス（交感神経優位を改善）
*緑内障、白内障、加齢性網膜剥離、網膜色素変性症、ぶどう膜炎等
*メニエル症候群、耳鳴り、突発性難聴（蝸牛の急性血流障害を改善）
*慢性肺機能障害（COPD 等）、肝不全、腎不全、心不全（注 : 中等症迄） 
【禁忌疾病】 
*気管支喘息 : 交感神経のβ2 作用（気管支拡張）の阻害で喘息発作を誘発
*新鮮骨折 : 交感神経の骨癒合機能を阻害、結合織の修復機能は不明
*脳出血、慢性硬膜下血腫、くも膜下出血 : 脳の血流増加にて出血を助長
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